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序章
序章 始める前に始める前に始める前に始める前に
この章では、 JRun のインス トールの手順を概説し、インス トールに必要なハードウェ
アおよびソフ ト ウェアの条件を示します。 また、 JRun および Allaire の Web サイ ト、
マニュアル、テクニカル サポート などのリ ソースにアクセスする方法について説明し
ます。 
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JRun 製品の種類製品の種類製品の種類製品の種類

JRun は、 Sun Microsystems 社の最新のサーブレッ ト /JSP および EJB 仕様に対応した
Java アプリケーシ ョ ン  サーバーです。 JRun は、 次のバージ ョ ンが出荷されています。

• Developer ： Web アプリ ケーシ ョ ンや EJB の開発およびテス ト など、非営利の使
用を目的と した無料版。 ラ イセンスなしで使用できます。Webの開発および EJB/
JMS/JTAがサポート されます。無制限の数の Java Virtual Machines (JVM)、サー
ブレッ ト  および JSP の 3つまでの同時接続、EJB の 3 つまでの同時接続がサポー
ト されます。

• Professional ：プロセッサ単位の価格体系となっており、 営利目的で利用するこ
とができます。Webの開発のみがサポート されます。JVM 無制限と、サーブレッ
ト  および JSP の無制限の同時接続がサポート されます。

• Advanced ： プロセッサ単位の価格体系となっており、 営利目的で利用するこ と
ができます。 Allaire ClusterCATS を使った HTTP ベースのロード  バランスおよ
びフェールオーバなどが含まれています。 Web の開発がサポー ト され、 JRun
JDBC ド ラ イバが含まれます。 JRun Advanced では、 無制限の JVM と、 サーブ
レッ ト 、 JSP、 および EJB の無制限の同時接続がサポート されます。

• Enterprise ： プロセッサ単位の価格体系となっており、企業ク ラスのアプリケー
シ ョ ンを開発および使用する こ とができ ます。 Allaire ClusterCATS を使った
HTTP ベースのロード  バランスおよびフェールオーバなどが含まれています。
Webの開発、 EJB/JMS/JTA、 および JRun JDBC データベース  ド ライバがサポー
ト されます。 また、無制限の JVM と、 サーブレッ ト、 JSP、 および EJB の無制限
の同時接続がサポート されます。

• Studio ： ラ イセンスご との価格設定です。 HomeSite HTML エディ タをベースと
する統合 JSP 開発環境です。 JRun サーバーは含まれていません。

価格の最新情報については、国内総販売元である (株 ) シ リ ウス  に問い合わせてくださ
い。

JRun をインストールするためシステムをインストールするためシステムをインストールするためシステムをインストールするためシステム 要件要件要件要件
こ こでは、 JRun をインス トールするのに必要なハード ウェアおよびソフ ト ウェアの条
件を示します。

ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件ハードウェアの必要条件

JRun をフル インス トールするには、 最低限、 次のハードウェアが必要です。

• 32 MB の RAM (64 MB を推奨 )

• 20 MB の ハードディ スク  スペース  (50 MB を推奨 )
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ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件

JRun には次のソフ ト ウェアが必要です (詳細は下記を参照 )。

• Windows または UNIX を実行するシステム

• Netscape Communicator または Internet Explorer

• Java Runtime Environment (JRE) 1.1 (EJB、 JTA、 JMS には JDKバージ ョ ン  1.2.2
以降が必要 )

オペレーティ ングオペレーティ ングオペレーティ ングオペレーティ ング システムの必要条件システムの必要条件システムの必要条件システムの必要条件

JRun には、 最低限、 次のよ うなオペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ンが必要です。
JVM および Web サーバーによっては、OS の必要条件をよ り厳密に指定している場合が
あ り ます。

• Windows 95/98/NT/2000 (NT には SP 3 以降が必要 )

• Solaris 2.6、 2.7、 8

• Red Hat Linux 6.x

• HP-UX 11.0

• IBM AIX 4.2、 4.3

• SGI IRIX 6.5

• Compaq UNIX Tru64 4.0

インターネッ トインターネッ トインターネッ トインターネッ ト  ブラウザの必要条件ブラウザの必要条件ブラウザの必要条件ブラウザの必要条件

JRun には、 JRun 管理コンソール (JMC)、 JRun 環境設定を行 う  HTML ユーティ リ ティ、
および JRun と  Web サーバーの接続が含まれています。 JMC は Web ベースであるため、
次の Web ブラウザのいずれかをインス トールしている必要があ り ます。

• Netscape Communicator Version 4.0 以降

• Internet Explorer Version 4.0 以降

Java の必要条件の必要条件の必要条件の必要条件

次の表は、 Java サーブレ ッ ト、 JSP ページ、 および EJB を開発するために必要な Java
ユーテ ィ リ テ ィの一覧です。 表の内容は最小限の必要条件です。 ただし、 それぞれの
ユーティ リ ティの最新版の使用をお勧めします。Java ユーティ リ ティのベータ版をシス
テムで使用するこ とはお勧めしません。 

これらのユーティ リ ティは、 以下の URL から取得するこ とができます。 

http://java.sun.com/products/jdk/1.2/



4 JRun セッ トアップ  ガイド
次の表は、 サポートする各プラ ッ ト フォームの JRun に含まれているユーティ リ ティの
一覧表です。 

JRun Java ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件ソフ トウェアの必要条件

Java コンポーネコンポーネコンポーネコンポーネ

ン トン トン トン ト

Windows UNIX

J a v a  
R u n t i m e  
Environment (JRE)

JRE は JRun に含まれています

が、固有の JRE を使用すること
もできます。バージ ョ ンは 1.1.6

以降が必要です。EJB には、JDK

を使用する必要があります。

JRE を取得する必要がありま

す (Java JDK に含まれていま
す )。バージ ョ ンは 1.1.6 以降

が必要です。 EJB には、 JDK

を使用する必要があります。

J a v a  V i r t u a l  
Machine (JVM)

JVM Version 1.2 が JRun に含ま
れていますが、 Version 1.1.8 以

降のバージ ョ ンを使用するこ
ともできます。

UNIX に対して最適化するに
は、 JVM Version 1.1.8 以降を

入手する必要があ り ます。
Version 1.2 を推奨し ます
(HP/UX の場合は Version 1.2

が必須です )。

Java サーブレッ ト Java コ ンパイ ラ付属の Java
JDK

Java コンパイ ラ付属の Java
JDK

JavaServer Pages 
(JSP)

追加のソフ ト ウェアをインス
ト ールする必要あ り ません。
JRun は必要なツールをすべて
含んでいます。 

追加のソフ ト ウェアをイン
ス トールする必要ありませ
ん。 JRun は必要なツールを
すべて含んでいます。

Enterprise 
JavaBeans (EJB)

JDK 1.2 以降 JDK 1.2 以降

JRun に含まれるユーテ ィ リテ ィに含まれるユーテ ィ リテ ィに含まれるユーテ ィ リテ ィに含まれるユーテ ィ リテ ィ

ユーテ ィ リユーテ ィ リユーテ ィ リユーテ ィ リ
テ ィテ ィテ ィテ ィ

説明説明説明説明 Windows UNIX

Rhino オープンソースの JavaScript インタプ

リ タおよびコンパイラ

1.4 1.4

jikes オープンソースの JavaServer Pages コ

ンパイラ

1.06 1.06
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サポート されているサポート されているサポート されているサポート されている  JVM

次の表は、 JRun がサポートする  JVM の一覧表です。 最新のアップデートについては、
Allaire に問い合わせてください。

サポート されているサポート されているサポート されているサポート されている  JVM

JVM JDK システムシステムシステムシステム ベンダのベンダのベンダのベンダの URL

Sun Microsystems 1.1.8 1.1.8 Windows NT/
x86

http://java.sun.com/

Sun Microsystems 1.2.1 &
1.2.2

1.2.2 Windows NT/
x86

http://java.sun.com/

Sun Microsystems 1.3 1.3 Windows NT/
x86

http://java.sun.com/

Sun Java HotSpot 1.0.1 1.2.2 Windows NT/
x86

http://java.sun.com/

Microsoft VM 2.02 1.1 Windows NT/
x86

http://www.microsoft.com/

Microsoft VM 4,0 1.1.4 Windows NT/
x86

http://www.microsoft.com/

IBM JDK 1.1.8 1.1.8 Windows NT/
x86

http://www.ibm.com/

IBM 1.1.8 1.1.8 Linux/i686 http://www.ibm.com/

Blackdown 1.1.7Bv3 1.1.7B Linux/x86 http://java.blackdown.org/
java-linux.html

Blackdown 1.2.2 rc3, 4 1.2.2 Linux/i386 http://java.sun.com/

Sun/Borland 1.2.2 RC2 1.2.2 RC2 Linux/i386 http://java.sun.com/

Sun 1.10.6 1.1.6 Solaris/Sparc http://www.sun.com

Sun 1.2.1 1.2.1 SunOS/Sparc http://www.sun.com

Sun 1.2.1_0 1.2.1 SunOS/Sparc http://www.sun.com

Sun 1.2.1_04 ベータ版 1.2.1 SunOS/Sparc http://www.sun.com



6 JRun セッ トアップ  ガイド
Webサーバーの必要条件サーバーの必要条件サーバーの必要条件サーバーの必要条件

JRun を外部Webサーバーに接続するのは、一般的なタスクです。Webサーバーは、JRun
によ り次のプラ ッ ト フォーム上でサポート されています。

* JDK 1.2 をサポートする IRIX、AIX、HP/UX、Digital UNIXのすべてのバージ ョ ンがサ
ポート されています。

JRun の旧バージ ョ ンからのアップグレードの旧バージ ョ ンからのアップグレードの旧バージ ョ ンからのアップグレードの旧バージ ョ ンからのアップグレード

JRun 3.0 にアップグレードする と  EJB のサポート、 サーブレッ ト  API のアップグレー
ド、 機能強化された GUI 管理ツールなど、 多くの追加機能を利用するこ とができます。
これらの追加機能を完全に活用するためには、 準備が必要な場合もあ り ます。

メモメモメモメモ ベータ版の上に JRun 3.0 をインス トールする場合には、インス トールを続
行する前に、 ベータ版をアンインス トールしてください。

Webサーバーの接続にサポート されているプラッ ト フォームサーバーの接続にサポート されているプラッ ト フォームサーバーの接続にサポート されているプラッ ト フォームサーバーの接続にサポート されているプラッ ト フォーム

プラッ トプラ ッ トプラ ッ トプラ ッ ト

フォームフォームフォームフォーム

PWS IIS 3.0/
4.0

IIS 5.0 Apache 
1.2.x/
1.3.x

Fast
Track 
3.x

Netscap
e 2.x, 3.5, 
3.6, 4.x 
(iPlanet)

Zeus O’Reilly 
WebSite 
Pro 2.x, 
3.0

NT 4.0 
Server/
Wkstn

X X X X X

Win 2K Pro/
Server

X X X X X

Win 95/98 X X

RedHat 
Linux 6.x

X X (4.x の

み )

X

Solaris 2.6/
2.7, 8

X X X X

HP/UX 11.0* X X X X

SGI/IRIX 6.5 X X X X

AIX 4.2/4.3* X X X X

Compaq 
UNIX Tru64 
4.0*

X X X X
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このセクシ ョ ンでは JRun の旧バージ ョ ンから  3.0 にアップグレードする場合の問題点
について説明します。

JSP、 EJB、 およびサーブレッ ト仕様の以前のバージ ョ ンとの違いについては、 Sun の仕
様を参照してください。

JRun 2.3.x とととと  3.0 を同時に実行するを同時に実行するを同時に実行するを同時に実行する

デフ ォル ト では、 JRun のイ ン ス ト ール ス ク リ プ ト は JRun を

C:\Program Files\Allaire\JRun (Windows) および /opt/jrun (UNIX) にインス トールしま
す。 JRun の旧バージ ョ ンからアップグレードする場合、 はじめにすべての JRun サー
バーを停止しなければなり ません。 次の手順のいずれかを行います。

• 既存の JRun ディ レク ト リ を新しい場所へ移動する。

• JRun の新しいバージ ョ ンを新しい場所へ移動する。

既存の JRun をアンインス トールしない場合は、 JRun を Windows 95/98/NT にインス
トールする前に、 すべての JRun および Java のプロセスを中止します。 この処理を行わ
ないと、 JRun Web サーバーの構成が正し く行われないこ とがあ り ます。

メモメモメモメモ JRun 3.0 と  2.3.x を同じマシンにインス トールするこ とはお勧めしませ
ん。

Windows NT で実行中のすべてので実行中のすべてので実行中のすべてので実行中のすべての JRun プロセスを中止するにはプロセスを中止するにはプロセスを中止するにはプロセスを中止するには

1. Control + ALT + Delete を押します。 [Windows NT のセキュ リティ ] ウ ィンド ウが
表示されます。

2. [ タスク  マネージャ ] をク リ ッ ク します。 Windows NT タスク  マネージャが起動し
ます。

3. [プロセス ] タブを選択します。

4. [ イ メージ名 ] を選択します。

5. 次のプロセスを中止します。

javaw.exe
jrun.exe

管理管理管理管理

インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース

JRun を構成するために、JRun 2.3.x で使用していた Swing ベースの管理ユーティ リ ティ
の代わ りに、 ブラウザ ベースのユーティ リ ティ、 JRun 管理コンソール (JMC) を使用し
ます。 JMC の使用方法については、 第 3章を参照してください。
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プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルファイルファイルファイル

JMC は JRun の初期設定および構成の値をプロパティ  ファ イルに保存します。 デフォル
トのインス トールについて作成されるプロパティ  ファ イルの数が 75 以上から  10 未満
に減り ました。 JRun プロパティ  ファ イルの詳細については、 第 5章を参照してくださ

い。

Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

サーブレ ッ ト のバージ ョ ン  2.2 仕様を導入する と、 Web アプ リ ケーシ ョ ンおよび .war
ファ イルとい う概念が採用されます。 Web アプリケーシ ョ ンの中の .class およびそれを
サポートするファ イルが、 この仕様によって指定されているディ レク ト リ階層に公開さ
れます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンに含まれない個別のサーブレ ッ ト も引き続きサポート
されます。 これらのサーブレッ トは </jrun_rootdirectory>/servlet ディ レク ト リ に置か
れます。デフォルトの Web アプリケーシ ョ ンは、その classpath の中にこのディ レク ト
リ を含みます。

縮小または廃止された機能縮小または廃止された機能縮小または廃止された機能縮小または廃止された機能

JRun 3.0 では Web アプ リ ケーシ ョ ンから  Enterprise JavaBeans まで、 最新の仕様を導
入しています。 しかし、廃止または段階的に縮小されている機能もあ り ます。 こ こでは、
これらの機能について説明します。

CF_Anywhere

JRun では引き続き  Allaire の ColdFusion markup language (CFML) のサブセッ ト を使
用するファイルを処理するこ とができます。 しかし、 この機能は JRun のこれ以降の リ
リースではサポート されません。詳細については、 『JRun Developer Center』 を参照して
ください。

Server Side Includes (SSI)

SSI は、 ダイナミ ッ クなコンテンツを作成するために以前は広く使用されていたので、
JRun では主に古いインプ リ メ ンテーシ ョ ンをサポートするためにこの機能を使用しま
す。 現在では、JavaServer Pages (JSP) および Java サーブレッ ト技術が SSI の代わ りに用
いられるよ うになり、 機能的にも大幅に拡張されています。 

Active Server Pages

JRun は ASPページのサポート を廃止しました。
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インストールの概要インストールの概要インストールの概要インストールの概要
こ こでは、 JRun のインス トールおよび構成の基本的な手順を説明します。 この手順は
使用する  Web サーバー、Web サーバーのバージ ョ ン、および Web サーバーのプラ ッ ト
フォームによって異なり ます。 

JRun のインス トールおよび構成の基本的な手順を以下の表に示します。 

配布された環境で JRun をインス トールする場合、 第 4章を参照して ください。

Java 製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要

こ こでは、主要な Java 製品の最新バージ ョ ンの概要を示します。 詳細については Sun の
Web サイ ト  http://java.sun.com を参照して ください。

Java Platform

Java Platform は、 Java 環境のアーキテクチャを定義します。 Java 2 Platform には次の
よ うな 3 つのエディシ ョ ンがあ り ます。 

• Java 2 Platform, Standard Edition (J2SE) 

• Java 2 Platform, Enterprise Edition (J2EE)

• Java 2 Platform, Micro Edition (J2ME)

Java 2 Platforms は次の Java Software Development Kit によって実装されます。 

インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

ステップステップステップステップ 章章章章

1. JRun のインス トール 第 1章

2. JRun が正常にインス トールされている
こ とを確認します。

第 1章

3. Web サーバーが JRun と通信できるよ う
に構成します。

第 2章

4. Web サーバーと  JRun が通信しているこ
とを確認します。

第 2章

5. JRun 管理コンソール (JMC) を使用して、
JRun 構成を追加します。

第 3章
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Java Software Development Kit

Java Software Developer Kit (SDK) は、 Java Development Kit (JDK) と も呼ばれる こ と
も多く あ り ます。 これは Java Runtime Environment (JRE) のほかに、 開発者が Java プ
ラ ッ ト フォーム向けのコンパイル、デバッグ、 アプ リケーシ ョ ン実行を行 うのに使用す
るツールおよびコア ク ラスから成っています。 Windows システムでは、 JRE は SDK に
含まれます。 UNIX では、 JRE は同じダウンロード  ファ イルには含まれません。 SDK は
使用許諾契約ご とに配布されるものではあ り ません。

主なコンポーネン ト主なコンポーネン ト主なコンポーネン ト主なコンポーネン ト

• コンパイラおよびデバッガ

• Java Runtime Environment (JRE)

• Win32 パフォーマンス  パッ ク  (オプシ ョ ン )

• Solaris ネーティブ スレッ ド  パッ ク  (オプシ ョ ン )

バージョ ンバージョ ンバージョ ンバージョ ン

• JDK 1.0.x

• JDK 1.1

• J2 SDK 1.2.2 Standard Edition (Java 2 SDK と もいいます )

• J2 SDK 1.2.2 Enterprise Edition (Java 2 SDK と もいいます )

J2 SDK Enterprise Edition は、 JSP、 EJB、 サーブレッ ト  などの高度なサービス向けに、
SDK のサポート を追加しました。

Java Runtime Environment

Java 2 Runtime Environment (J2 JRE) は Java Virtual Machine (JVM) 仕様のインプ リ メ
ンテーシ ョ ンであ り、サポートする一連のクラスが付属しています。 これには Java 2 プ
ラ ッ ト フォームのために作成されたプログラムを実行するために必要なすべての機能
が含まれています。SDK とは異なり、開発者は使用許諾契約にも とづいて JRE を自由に
配布するこ とができます。

主なコンポーネン ト主なコンポーネン ト主なコンポーネン ト主なコンポーネン ト

• Java Virtual Machine (JVM)

• Java アプリケーシ ョ ン  ランチャ

• ランタイム  ク ラス  ラ イブラ リ

• Java プラグイン  (ブラウザ用 )

• Symantec JIT Compiler (Windows) または Sun JIT (UNIX)
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バージョ ンバージョ ンバージョ ンバージョ ン

• JRE 1.1

• JRE 1.2.2

JVM はソフ ト ウェアによる  CPU のインプ リ メンテーシ ョ ンであ り、 コンパイルされた
Java コードを実行するために設計されています。HP、 Sun、Microsoft、 Symantec をは
じめとする多 く の企業が独自の JVM を開発しています。 Java Runtime Environment
(JRE) とい う用語は、Sun の JVM 実装の Sun 固有の名前です。 JVM を  JRE と呼ぶベンダ
も多く あ り ます。 このマニュアルでは、 JRE と  JVM は同じ ものと して使用します。 JRun
でサポート される  JVM のリ ス トは、 5  ページの 「サポート されている  JVM」 にあ り ま

す。

拡張サービス拡張サービス拡張サービス拡張サービス

Java は拡張可能な言語で、 継続的に機能を広げています。 こ こでは、 JRun がサポート
するいくつかの拡張機能について説明します。 JRun をインス トールする場合、 個々の
コンポーネン トについてインス トールするかど うかを選択するこ とができます。

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト

サーブレ ッ ト はダイナ ミ ッ ク  コンテンツを生成する  Java Web コンポーネン ト です。
JRun 3.0 は Sun の サーブレッ ト仕様 2.2 に適合します。 この仕様は 2.1 をも とに確立さ
れ、Web アプリケーシ ョ ンおよび Web アプリ ケーシ ョ ン  アーカイブ (WAR) のサポート
を含みます。 JRun に サーブレッ ト  2.2 を実装するには、 JRE 1.1 以降が必要です。

JavaServer Pages (JSP)

Java ServerPages (JSP) は Java サーブレッ ト  API の拡張です。 Java コード と  HTML を組
み合わせるこ とによ り、ダイナミ ッ クな Web ページを作成します。 JRun 3.0 は、Sun の
JSP 仕様 1.1 をサポート します。この仕様は 1.0 に基づいており、タグ拡張およびコンテ
ナへのサポート を含んでいます。 JRun に JSP 1.1 を実装するには、 JRE 1.1 以降が必要で
す。

Enterprise JavaBeans

Enterprise JavaBeans (EJB) は、 J2EE プラ ッ ト フォームのためのソフ ト ウェア アーキテ
クチャに基づいた、 サーバー側にある分散型のコンポーネン ト です。 JRun は Sun の
Enterprise JavaBeans 1.1 仕様をサポート します。 EJB 1.1 仕様では、 1.0 の仕様に JTA や
JMS など、 開発および配布のための機能が追加されました。 JRun に EJB を実装するに
は、 JRE 1.2.2 以降が必要です。
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開発者のためのリソース開発者のためのリソース開発者のためのリソース開発者のためのリソース
(株 ) シ リ ウス  は、 開発者の教育、 ドキュ メンテーシ ョ ン、 テクニカル サポート、 およ
びプロフェ ッシ ョナル サービスのカスタマ サポートの標準を確立するこ とを目指して
います。 弊社の Web サイ トは、 すべてのオンライン リ ソースにすばやく アクセスでき
るよ うに設計されています。 以下の表は、 これらのリ ソースの場所を示しています。

JRun Documentation についてについてについてについて

JRun のドキュ メン ト  セッ トには、 以下のドキュ メン トが含まれます。

• リ リース  ノート

• JRun セッ ト アップ ガイ ド

Allaire のデベロッパのデベロッパのデベロッパのデベロッパ サービスサービスサービスサービス

リソースリソースリソースリソース 説明説明説明説明

(株 ) シリウスのサイ ト

www.sirius.co.jp
Allaire 社製品の国内総販売元。 Allaire 製品に

関する情報やパートナー、 サポートなどの情
報を掲載。 尚、 ト レーニングやセ ミナーの申
込を行なう ことができる。

(株 ) シリウス JRunのサイ ト

cfusion.sirius.co.jp/jrun/
JRun の詳細な製品情報および関連トピック

Allaire の Web サイ ト

www.allaire.com
Allaire の製品およびサービスに関する一般的

情報

JRun に関する情報

www.allaire.com/products/jrun/
JRun の詳細な製品情報および関連トピック

デベロッパ コ ミ ュニテ ィ

www.allaire.com/developer
オン ラ イ ン デ ィ スカ ッ シ ョ ン グループ、

Component Exchange、 Resource Library、 テク
ニカル ペーパーなど、JRun 開発の最先端を保

持するために必要なすべてのリソース

JRun Dev Center

www.allaire.com/developer/
jrunreferencedesk/

サーブレッ ト  リソース、開発のヒン ト、記事、

マニュアル、ホワイ ト  ペーパーなどの便利な

情報リソース

JRun サポート  フォーラム

forums.allaire.com/jrunconf
Allaire オンライン  フォーラムに参加すると、

経験豊富な JRun 開発者に質問したり、 JRun
に関するさまざまな問題についてメ ッセージ
を書き込み、 回答を得ることができます。 
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• JRun によるアプ リケーシ ョ ン開発

• JRun サンプル ガイ ド

• Allaire ClusterCATS の使用方法 (JRun Enterprise に付属 )

• JRun Studio 入門 (JRun Studio に付属 )

• JRun拡張設定ガイ ド (Webサイ トから入手可能 )

• JRun JBDC Drivers User’s Guide and Reference

オンラインオンラインオンラインオンライン  マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル

JRun のマニュアルはすべて、Adobe Acrobat (PDF) 形式のファイルと してオンラインで
提供されています。 PDF 形式のファ イルは JRun CD に含まれており、 デフォルトでは
JRun /docs ディ レク ト リ にインス トールされます。 これらのファ イルにアクセスする
には、 JRun 管理コンソール の [ よ う こそ ] の画面で [ 製品マニュアル ] のリ ンクをク
リ ッ ク します。

Adobe Acrobat ファ イルは、Allaire の Web サイ ト  www.allaire.com/documents からダウ
ンロードするこ とができます。

マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則マニュアルの表記規則

マニュアルをお読みになる と きは、 以下の表記規則に注意してください。

• 番号を付けられたステップは、 手順を示します。

• コード例、 ファ イル名、 および URL は、 monospaced フォン トで示します。

• 注記およびヒン トは、 太字太字太字太字で示します。

• 黒丸はオプシ ョ ンおよび機能のリ ス ト を示します。

• メニュー レベルは > 記号で区切り ます。

その他のリソースその他のリソースその他のリソースその他のリソース
このマニュアルで扱っている項目に関する詳細情報については、次のリ ソースを参照し
てください。

書籍書籍書籍書籍

• 『Java Servlets』 Karl Moss 著。 1999 年、 McGraw Hill 発行。 ISBN: 0071351884

• 『Core Servlets and JavaServer Pages』 Marty Hall著。2000年、Prentice Hall発行。
ISBM: 0130893404

• 『Java Servlet:By Example』 Alan R. Williamson 著。 1998 年、 Manning
Publications 発行。 ISBN: 188477766X
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• 『Java Servlet Programming』 Jason Hunter、 William Crawford 著。 1998 年、
O'Reilly & Associates 発行。 ISBN: 156592391X

• 『Developing Java Servlets』 James Goodwill 著。 1999 年、 Sams 発行。 ISBN:
0672316005 

• 『Inside Servlets:Server-Side Programming for the Java Platform』 Dustin R.
Callaway 著。 1999 年、 Addison-Wesley Pub. Co. 発行。 ISBN:  0201379635 

• 『Professional Java Server Programming』 1999 年、 Wrox Press Ltd. 発行。 ISBN:
1861002777

• 『Mastering Enterprise JavaBeans and the Java 2 Platform, Enterprise Edition』
Ed Roman 著。 Wiley 発行。 ISBN: 0471332291
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テクニカルテクニカルテクニカルテクニカル サポートサポートサポートサポート

Allaire では、電話および Web ベースの種々のサポート  オプシ ョ ンを提供しており ます。
テクニカル サポート  サービスの詳細については、 http://www.allaire.com/support/ を
ご覧ください。

JRun Support Forum (http://forums.allaire.com) へは、 いつでも投稿できます。

国内総販売元国内総販売元国内総販売元国内総販売元

(株 ) シ リ ウス

電話 : 03-5562-4099
Fax: 03-5562-4070

http://www.sirius.co.jp/
E-mail:jrun@sirius.co.jp



第  1  章
第 1 章 JRun のインストールのインストールのインストールのインストール
この章では、 JRun のインス トール方法について説明します。 この章で説明する手順を
完了したら、第 2章の説明に従って Web サーバーを  JRun と通信できるよ うに構成す
る必要があ り ます。

目次目次目次目次

• JRun のインス トール.............................................................................16

• JRun 管理コンソールの起動 ...................................................................27

• JRun のディ レク ト リ構造 ......................................................................31

• JRun サーバーの使用方法 ......................................................................35

• JRun デモ アプリケーシ ョ ンの開始 ........................................................37

• ト ラブルシューティング........................................................................37



16 JRun セッ トアップ  ガイド
JRun のインストールのインストールのインストールのインストール

インス トールでは、JRun アプリ ケーシ ョ ンをデフォルトで (無効にできます ) ホス トす
る 2つの JRun Web Servers (JWS) がインス トールされるこ とにご注意ください。これら
の JRun アプリケーシ ョ ンには、 JRun Management Console (JMC) およびデモ アプリ
ケーシ ョ ンがあ り ます。 これらのサーバーに割り当てられたポートがあるこ とを確認す
る必要があ り ます。 デフォルトは、 8000 (admin サーバー ) および 8100 (default サー
バー )です。

こ こでは、 JRun を次のシステムにインス トールする方法について説明します :

• Windows 95/98/NT/2000 へのインス トール   16  ページ

• UNIX および Linux へのインス トール   25  ページ

Windows 95/98/NT/2000 へのインス トールへのインス トールへのインス トールへのインス トール

こ こでは、 Windows 95/98/NT システムに JRun をインス トールする方法について説明
します。

JRun をインストールするにはをインストールするにはをインストールするにはをインストールするには

1. JRun を Web サーバーに接続する場合には、 Web サーバーを停止します。

2. 現在実行中の Windows アプリ ケーシ ョ ンをすべて終了します。

3. JRun インス トール ファ イル setup.exe を実行します。 

JRun スプラ ッシュ画面が表示されます。
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4. [ インス トール ] セクシ ョ ンで、 インス トールするバージ ョ ンの JRun 3.0 をク リ ッ
ク します。

メモメモメモメモ Enterprise JavaBeans (EJB) コンポーネン ト を使用するには、 JDK
1.2.2 ( 単に JRE と異な る ) 以降が必要です。 Sun JDK は、
http://java.sun.com http://java.sun.com/ /a から入手してく だ
さい。

JRun をインス トールするには、JREが必要です。インス トールしていない場合には、
[ インス トール ] セクシ ョ ンの Java をク リ ッ ク してください。 Sun J2 JRE バージ ョ
ン  1.2.2 がインス トールされます。 その後、 JRun インス トールを再開します。

[JRun セッ ト アップへよ う こそ ] ウ ィンド ウが表示されます。

5. [次へ ] をク リ ッ ク します。

[JRun ラ イセンス同意書 ] ウ ィンド ウが表示されます。
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6. JRun ライセンス契約に同意する場合は [はい ] を、インス トールを中止する場合は
[いいえ ] をク リ ッ ク します。 

[JRun 製品シ リ アル番号 ] ウ ィンド ウが表示されます。

7. Allaire から提供されたシ リアル番号を正確に入力して、[次へ ] をク リ ッ ク します。 

JRun Developers版または評価版をインス トールする場合は、 このフ ィールドは空
欄 ( デフォルト ) にします。 JRun の旧バージ ョ ンからアップグレードする場合は、
新しいシ リ アル番号を入力します。 その後、 旧 JRun バージ ョ ン  2.x のラ イセンス
キーを入力するよ う求められます。
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[JRun をインス トールするフォルダ ] ウ ィンド ウが表示されます。

8. JRun をインス トールするフォルダを選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ このマニュアルでは、 このフォルダを  <JRun_directory> と呼びます。

[ セッ ト アップタイプ ] ウ ィンド ウが表示されます。
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9. インス トールの種類を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 以下の表では、 これら
のオプシ ョ ンについて説明しています。

[ カスタム ] をク リ ッ クする と、 [ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウが表示されま
す。 JRun Professional をご使用の場合は、 EJB コンポーネン トは利用できません。

10. インス トールする  JRun コンポーネン ト を選択して、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

カスタムカスタムカスタムカスタム コンポーネン トの選択コンポーネン トの選択コンポーネン トの選択コンポーネン トの選択

オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン 説明説明説明説明

フル 使用可能なすべてのオプシ ョ ンをインス トールします。 サー

ブレッ ト、 JSP、 EJB、 JMS、 JTA サポート、 サンプル、 および
マニュアルがインストールされます。 一般的な JRun 開発者は

このオプシ ョ ンを選択することをお勧めします。

最小 最低限の必須オプシ ョ ンをインス トールします。 このインス
トールには サーブレッ ト、 JSP、 EJB、 および JMS サポート を
含みます。 マニュアルおよびサンプルはインス トールされま
せん。 アプリケーシ ョ ンを展開するサーバーにインス トール
する場合は、 このオプシ ョ ンを選択することをお勧めします。

カスタム インス トールするオプシ ョ ンを独自に選択することができま
す。 経験豊富な JRun 開発者は、 このオプシ ョ ンを選択するこ
とをお勧めします。
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[プログラム フォルダの選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

11. JRun をインス トールするプログラム フォルダ名を選択し、[次へ ] をク リ ッ ク しま
す。 

JRun は指定したファイルをインス トールします。 [JRun サービスをインス トール ]
ウ ィンド ウが表示されます。

12. JRun サーバーを自動的に起動するかど うかを選択して、[次へ ] をク リ ッ ク します。

[JRun サービスをインス トール ] を選択した場合には、 マシンを起動したと きに必
ず JRun Admin Server と  JRun default Serverが起動します。 NT では、これらのサー
バーは NT サービス と してインス トールされるため、ユーザ プロセスではなく、 シ



22 JRun セッ トアップ  ガイド
ステム  プロセス と して実行されます。 Windows 95/98 では、 これらのサーバーは、
Windows レジス ト リで参照するこ とが可能で、再起動する と自動的に起動します。
[JRun サービスをインス トール ] を選択しない場合には、 JRun サーバーはアプ リ
ケーシ ョ ンと して実行され、 手動で起動する必要があ り ます。

[Java ランタイムの選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

13. Java の実行時環境を選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ JRun の Enterprise JavaBeans コンポーネン ト を使用するには、 JRE
バージ ョ ン  1.2.2 以降を選択する必要があ り ます。

Sun の Java Runtime Environment (JRE) は JRun の Windows バージ ョ ンに含まれ
ているので、 別途 JRE を用意する必要はあ り ません。 JRE をインス トールする場合
は、 いったん イ ン ス ト ールをキ ャ ンセルし、 JRun スプ ラ ッ シュ画面で [Java
Runtime Environment 1.2.2] のリ ンクをク リ ッ ク します。 JRE をインス トールした
後、 スプラ ッシュ画面で ふたたび [ インス トール ] で JRun を選択します。
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JVM Advisor が表示されます。

14. JVM Advisor 内の情報が正しいかど うかを確認して、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

[JRun 管理コンソール ]の管理ポート ウ ィンド ウが表示されます。

15. JRun Web サーバー上にある  JRun の管理 Web アプリケーシ ョ ンへのアクセスに使
用する一意のポート番号を入力し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

JRun Web サーバー (JWS) はこのポートで受信して、JRun 管理コンソール (JMC) へ
のアクセスを行います。 既定のポート番号は 8000 です。
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メモメモメモメモ 8100 から  8199 までのポート番号は選択しないでください。 この範囲
のポートは、 JRun によって、 default JRun サーバーの JWS に使用さ
れます。

[JRun 管理コンソール ]のパスワード  ウ ィンド ウが表示されます。

16. JRun 管理者のパスワード  (admin) を入力および確認し、[次へ ] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ パスワードにはスペースおよびアスタ リ スク  (*) は使用できません。

JRun インス トーラで必要なディ レク ト リの作成およびシステム  ファ イルの設定が
完了する と、 [製品情報 ] 画面が表示されます。
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17. オプシ ョ ンで、表示されたフ ィールドに、お客様の名前と電子メール アドレスを入
力します。 Java アプリ ケーシ ョ ン開発に関する情報や JRun に関する メールを受信
したい場合には、 各チェッ クボッ クスを選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

[ セッ ト アップの完了 ] ウ ィンド ウが表示されます。

18. JRun と外部 Web サーバー (Apache や IIS など ) との接続を設定するには、 最初の
ラジオ ボタンを選択し、[完了 ] をク リ ッ ク します。 JRun 管理コンソールが起動し、
ログインするよ う求めます。ログインする と、コネク タ  ウ ィザードが表示されます。

ログインおよび構成の終了については、 27  ページの ｢ JRun 管理コンソールの起動
｣ を参照して ください。 

外部  Web サーバーを後から 設定する には、 2 つめのラ ジオ  ボタ ン を選択
し 、 [次へ ] をク リ ッ ク します。 [JRun 管理コンソール ] が開きます。

UNIX およびおよびおよびおよび Linux へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール

こ こでは、 JRun を UNIX/Linux システムにインス トールする方法について説明します。

JRun をインストールするにはをインストールするにはをインストールするにはをインストールするには

1. Web サーバーを停止します。 JRun を  Web サーバーに接続するには、 この作業が必
要です。

2. 目的の Java Runtime Environment (JRE) がマシンにインス トールされているこ と
を確認してください。 JSP/サーブレッ ト をサポートするには、JRE 1.1.6 以降が必要
です。EJB をサポートするには、 JRE 1.2 以降が必要です。 Sun の JRE は、以下の Web
サイ トから取得するこ とができます。

http://java.sun.com
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3. 次のコマンドを使用して、 jr302u.sh ファ イル、 JRun インス トール シェル スク リプ
トの実行許可を設定します :

chmod 755 jr302u.sh

4. 次のコマンドを使って JRun インス トール スク リプ ト を実行します。 :

/bin/sh ./jr302u.sh

ライセンス契約を読むよ う求められます。

5. Enter を押して、 ラ イセンス契約の各ページを表示します。

ライセンス契約に同意するよ う求められます。

6. 契約に同意する場合は [y] 、 インス トールを中止する場合は [n] を入力します。

インス トール先のディ レク ト リ を入力するよ う求められます。

7. JRun をインス トールするディ レク ト リ を入力します。 このマニュアルでは、 この
ディ レク ト リ を  <JRun_directory> と呼びます。 既定値は、 /opt/JRun です。

実行する イ ン ス ト ールの種類を選択する よ う求められます。 [Typical] または
[Custom] のどちらかを選択できます。

[Typical] を選択する と、 すべてのコ ンポーネン ト が イ ン ス ト ールされます。
[Custom] を選択する と、 次のオプシ ョ ンから選択するよ う求められます。

1. Servlet and Java ServerPages
2. Enterprise Java Beans and Java Message Service
3. All

8. インス トールの種類を入力します。

選択したインス トールに必要なファイルがすべて解凍およびコピーされます。その
後 JRE または JDK ディ レク ト リへの絶対パスを入力するよ う求められます。

9. JRE/JDK の場所を指定します。 通常、 JRE/JDK は /usr/java にインス トールされま
すが、 システムによっては別の場所にインス トールされる場合があ り ます。

jr30h.sh HP/UX

jr30l.sh Linux

jr30s.sh Solaris

jr30x.sh Irix

jr30i.sh AIX

jr30o.sh Tru64

jr30g.sh すべての UNIX プラ ッ ト

フォーム
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メモメモメモメモ JRE/JDK の 1.2 よ り前のバージ ョ ンを選択する と、JRun の Enterprise
JavaBeans コンポーネン トが正常に動作しません。

ライセンス  キーを入力するよ う求められます。

10. Allaire から提供されたライセンス  キーを正確に入力します。

JRun Developer または評価版をインス トールする場合は、 このフ ィールドは空欄 (
デフォルト ) にします。 JRun の旧バージ ョ ンからアップグレードする場合は、新し
いアップグレード  キーを入力します。 その後、旧 2.x のライセンス  キーを入力する
よ う求められます。

JRun 管理者のパスワードを入力するよ う求められます。

11. パスワードを入力します。 パスワードにはスペースおよびアスタ リ スク  (*) は使用
できません。

ポート番号を入力するよ う求められます。

12. JRun Web サーバー上にある  JRun の管理 Web アプリケーシ ョ ンへのアクセスに使
用する一意のポート番号を入力します。 JRun Web サーバー (JWS) はこのポートで
受信して、 JRun 管理コンソール (JMC) へのアクセスを行います。 既定のポート番
号は 8000 です。

メモメモメモメモ 8100 から  8199 までのポート番号は入力しないでください。 この範囲
のポートは、 JRun によって、 default JRun サーバーの JWS に使用さ
れます。

Java アプリ ケーシ ョ ン開発に関する情報や JRun に関する通知を受信するかど うか
を指定するよ う、 求められます。

13. これらの情報を受信するかど うかを選択します。 

[yes] と入力すると、 お客様の名前と電子メール アドレスを入力するよ う求められま
す。

14. 名前と電子メール アドレスを入力します。

JMC URL またはブラウザの demo URL を開く よ う求められます。

構成を継続し、 JRun を外部 Web サーバーに接続するには、 JMC の URL を開きま
す。 設定の終了方法については、27  ページの ｢ JRun 管理コンソールの起動｣ を参照

してください。

JMC を起動すれば、随時 JRun インプ リ メンテーシ ョ ンを構成するこ とができます。
詳細については、86  ページの ｢ JRun 管理コンソール の開始｣ を参照して ください。

JRun 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソールの起動の起動の起動の起動

JRun 管理コンソール (JMC) はブラウザ ベースのインターフェイスを持つ Web アプ リ
ケーシ ョ ンで、 JRun の設定に使用し ます。 JMC を使用するには、 Netscape
Communicator Version 4.0 以降、または Internet Explorer Version 4.0 以降が必要です。
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メモメモメモメモ この手順は、JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で
使用して、 JMC に接続する場合を想定しています。

JMC を起動するにはを起動するにはを起動するにはを起動するには 

1. UNIX および Windows では、 次の方法で JMC を起動するこ とができます。

• Web ブラウザで以下の URL を開きます :

http://localhost:8000

また、 Windows の場合のみ、の場合のみ、の場合のみ、の場合のみ、 次の操作のいずれかを行います :

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.0] > [JRun 管理コンソール ] をク リ ッ ク します。

• システム  ト レイで [JRun] アイコンをダブルク リ ッ ク し、[実行 ] をク リ ッ ク しま
す (JRun をアプ リケーシ ョ ンと してインス トールした場合 )。

• <JRun_directory>/bin ディ レク ト リで次の DOS コマンドを入力します :

jrun -admin

JMC を初めて起動した場合は、 JRun 使用許諾契約書が表示されます。

JMC が表示されない場合は、37  ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照してく

ださい。 JRun のコマンド ラ イン  オプシ ョ ンの詳細については、 第 3 章を参照して
ください。

2. JRun 使用許諾契約に同意します。使用許諾契約に 1 度同意すれば、2 度目からは表
示されません。

JMC のログインウ ィンド ウが表示されます。
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3. 表示されたフ ィールドにユーザ名とパスワードを入力し、 [ ログイン ] をク リ ッ ク
します。 規定のユーザ名は admin です。 パスワードは、 インス トール手順で admin
に対して作成したものを入力します。

インス トール実行中に JMC を起動した場合は、JRun コネクタ  ウ ィザードが表示さ
れます :

セッ ト アップの終了については、 第 2 章 の 「Web サーバーの設定」 のセクシ ョ ン
を参照してください :

• 43  ページの ｢ Apache の構成｣ 

• 48  ページの ｢ IIS 3.0/PWS の構成｣ 

• 52  ページの ｢ IIS 4.0/5.0 の構成｣ 

• 60  ページの ｢ Netscape/iPlanet の構成｣ 

• 68  ページの ｢WebSite Pro の構成｣ 

• 76  ページの ｢ Java ベースの Web サーバーの構成｣ 

• 77  ページの ｢ Zeus Web サーバーの構成｣ 

インス トール後に JMC を起動する と、 JMC のメ イン  ウ ィンド ウが [JRun ク イ ッ ク
スタート  プロダク ト  ツアー ] ウ ィンド ウ と と もに表示されます。
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JMC を使った JRun の設定方法については、 第 3章 を参照してください。
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JRun のデ ィ レク ト リ構造のデ ィ レク ト リ構造のデ ィ レク ト リ構造のデ ィ レク ト リ構造

次の図は、 JRun のディ レク ト リ構造を示しています :

デフォルトでは、 /JRun ディ レク ト リは c:\Program Files\Allaire (Windows) または /opt
(UNIX/Linux) の下に作成されます。

/JRun の内容は、 次の表に示しています。 ディ レク ト リ構造はインプ リ メンテーシ ョ ン
によって異なるため、すべてのディ レク ト リおよびサブディ レク ト リが表示されている
わけではあ り ません。
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JRun のサブディ レク ト リのサブディ レク ト リのサブディ レク ト リのサブディ レク ト リ

次の表は、 /JRun ディ レク ト リ内のサブディレク ト リ を示しています。

デ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リ 説明説明説明説明

/bin JRun の実行ファイルが含まれています。

/connectors Web サーバーのコネクタ  ファイルが含まれています。

/docs JRun および Java サーブレッ ト API の HTML 文書が含まれています。

/lib すべての JRun アプリケーシ ョ ンの標準プロパテ ィ を定義する  .jar
ファイル、 およびプロパティ  ファイルが含まれています。

/lib/ext servlet.jar や ejb.jar などの .jar ファイルを格納します。

/logs JRun のログ ファイルが含まれています。

/samples JRun のサンプル ファイルが含まれています。

/servers JRun サーバーとそのアプリケーシ ョ ンが含まれています。

/servers/lib すべての JRun サーバーがアクセスする  .jar フ ァ イルおよび .class
フ ァイルが含まれています。 ここに共有データベース ド ライバお
よび他の共有ファイルを格納してお く と便利です。 このデ ィ レク

ト リには、 タグ ライブラリが格納されます。

/servlets 規定の Web アプリケーシ ョ ンにアクセス可能な .class が格納され

ます。 このデ ィ レク ト リは下位互換性を目的と して用意されてい
ます。 新しいアプリケーシ ョ ンの .class ファイルは、 サーブレッ ト

2.2 の仕様で定義されている階層構造で構成しなければなりませ

ん。

/uninst JRun のアンインス トールに関する情報が含まれています。
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JRun Admin Serverのサブデ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リ

以下の表は、 /servers/admin ディレク ト リ内のサブディレク ト リ を示しています。

Default Server のサブデ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リのサブデ ィ レク ト リ

次の表は、 /servers/default ディ レク ト リ内のサブディ レク ト リ を示します。 JRun サー
バーを新規作成した場合には、 これらのサブディ レク ト リはそのサーバーの一部となり
ます。

デ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リ 説明説明説明説明

/servers/admin JRun Admin Server を定義します。

/servers/admin/deploy 公開する  Enterprise JavaBeans (EJBs) を格納します。 公

開が完了すると、 起動時に EJB が runtime デ ィ レク ト
リにコピーされます。

/servers/admin/jmc-app JRun 管理コンソール (JMC) アプリケーシ ョ ンが含ま
れています。

/servers/admin/lib admin サーバー内のすべてのアプリケーシ ョ ンがア

クセスする  .jar ファイルおよび .class ファイルが含ま

れています。

/servers/admin/runtime EJB 実行時デ ィ レク ト リ

/servers/admin/tmp 該当する  JRun サーバーにある各アプリケーシ ョ ンの

テンポラ リ  サブデ ィ レク ト リが含まれています。 こ

れらのテンポラ リ  デ ィ レク ト リを削除しないで く だ
さい。

デ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リ 説明説明説明説明

/servers/default 標準の JRun サーバーを定義します。 

/servers/default/default-app 標準の JRun アプ リケーシ ョ ンが含まれていま

す。 このアプリケーシ ョ ンを使って Java サーブ
レッ ト  および JSP を作成およびテスト します。 
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/ s e r v e r s / d e f a u l t / d e f a u l t -
app/WEB-INF

ドキュ メン トのルート  デ ィ レク ト リに含まれて
いない標準 アプリケーシ ョ ンに関連するすべて

のリソースが含まれています。 このデ ィ レク ト リ
はアプリケーシ ョ ンのドキュ メン ト  ツリーには

含まれません。 つまり、 このデ ィ レク ト リに含ま
れるフ ァイルにクライアン トから直接にアクセ
スするこ とはできません。 このデ ィ レク ト リは、
アプリケーシ ョ ン記述子 web.xml を含みます。

/ s e r v e r s / d e f a u l t / d e f a u l t -
app/WEB-INF/classes

Web アプリケーシ ョ ンのサーブレッ トが使用す

る  Java クラス ファイルが格納されます。

/ s e r v e r s / d e f a u l t / d e f a u l t -
app/WEB-INF/jsp

アプリケーシ ョ ンの JSP 用の .class ファイルが格

納されます。

/ s e r v e r s / d e f a u l t / d e f a u l t -
app/WEB-INF/lib

アプリケーシ ョ ンが使用する  beans およびその

他のファイルが格納されます。 これらのファイル
は .jar ファイルに格納される場合もあります。

/servers/default/demo-app JSP/servlet のサンプル アプ リケーシ ョ ンが含ま
れています。

/servers/default/deploy 公開された Enterprise JavaBeans (EJBs) を格納しま
す。 公開された EJB は、起動時に runtime デ ィ レク

ト リにコピーされます。

/servers/default/lib 標準サーバー内にあるすべてのアプリケーシ ョ ン
がアクセスする  .jar フ ァイルおよび .class ファイ
ルが含まれています。

/servers/default/runtime 公開された EJB は、 起動時に runtime デ ィ レク ト
リにコピーされます。

/servers/default/runtime/
classes

動的にロード される  EJB インプリ メンテーシ ョ ン
のためのクラス ファイルが含まれています。

/servers/default/tmp 該当する  JRun サーバーにある各アプリケーシ ョ
ンのテンポラ リ  サブデ ィ レク ト リが含まれてい

ます。これらのテンポラリ  デ ィ レク ト リを削除し

ないようにして く ださい。

デ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リデ ィ レク ト リ 説明説明説明説明
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JRun サーバーの使用方法サーバーの使用方法サーバーの使用方法サーバーの使用方法

JRun は、 JRun サーバーで他の機能を起動、 停止、 および実行するためのユーテ ィ リ
ティ を備えています。 この後、 JRun プラ ッ ト フォームご とのユーティ リ ティについて
説明します。 JRun サーバーについては、 94  ページの ｢ JRun サーバーの設定｣ を参照し

てください。

Windows に関する検討事項に関する検討事項に関する検討事項に関する検討事項

インス トール時に、 JRun を  Windows システム上の NT サービスと して実行するよ うに
設定するこ とができます。 この場合、 このサービスを無効にしない限り、 NT システム
を起動するたびに JRun が起動します。 コン ト ロール パネルからアクセスできる [ サー
ビス ] ダイアログ ボッ クスでも こ こで説明する手順を行 う こ とができます。 サービスと
して実行しない場合、 JRun はアプリケーシ ョ ンと して実行されます。

また、こ こで説明する  Windows に関する手順は、スク リプ トの実行が可能な JRun コマ
ン ド  ラ イン  ユーテ ィ リ テ ィによって実行する こ と もできます。 詳細については、 96

ページの ｢ jrun コマンドの使用｣ を参照してください。

JRun サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

JRun サーバーを起動するにはサーバーを起動するにはサーバーを起動するにはサーバーを起動するには

• Windows:

[スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.0] > [JRun_server_name] をクリックします。 た
とえば、 JRun の admin サーバーを起動するには、 [ スタート ] > [ プログラム ] >
[JRun 3.0] > [JRun Admin Server] をク リ ッ ク します。

または

JRun コマンド  ライン  ユーティ リ ティの使用 :
jrun -start <JRun_server_name>

メモメモメモメモ JRun をサービスと してインス トールした場合、 サービスがすでに実
行中である と きに JRun をプログラム グループから起動し よ う とす
る と  ([ スタート ] > [ プログラム ] > [JRun 3.0] を選択 )、 「JRun 異常終
了」 エラーが発生します。

• UNIX:

JRun コマンド  ライン  ユーティ リ ティの使用 :
jrun -nohup -start <JRun_server_name>

または
jrun -start <JRun_server_name>

nohup オプシ ョ ンによ り、 JRun サーバーはバッ クグラウンド  プロセスと して起
動します。
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JRun サーバーを停止するにはサーバーを停止するにはサーバーを停止するにはサーバーを停止するには

• Windows:

JRun サーバーをアプリケーシ ョ ンと して実行している場合は、 システム  ト レイ
で JRun サーバーのアイコンをク リ ッ クするこ とで、 JRun アプリ ケーシ ョ ン  マ
ネージャを開きます。

次に [停止 ] ボタンをク リ ッ ク します。 JRun は該当する  JRun サーバーのみを停
止します。

JRun を  NT サービスと して実行している場合は、 コン ト ロール パネルからアク
セスできる [ サービス ] ダイアログボッ クスを使って JRun サーバーを停止しま
す。

• UNIX/Windows:

JRun コマンド  ライン  ユーティ リ ティの使用 :
jrun -stop <JRun_server_name>

JRun サーバーを再起動するにはサーバーを再起動するにはサーバーを再起動するにはサーバーを再起動するには

• Windows:

JRun サーバーをアプリケーシ ョ ンと して実行している場合は、 システム  ト レイ
で JRun サーバーのアイコンをク リ ッ クするこ とで、 JRun アプリ ケーシ ョ ン  マ
ネージャを開きます。次に [再起動 ] ボタンをク リ ッ ク します。 JRun は該当する
JRun サーバーだけを再起動します。

JRun サーバーを NT サービスと して実行している場合は、 コン ト ロール パネル
からアクセスできる [ サービス ] ダイアログボッ クスを使って JRun サーバーを
停止してからふたたび起動します。

• UNIX/Windows:

JRun コマンド  ライン  ユーティ リ ティの使用 :
jrun -restart <JRun_server_name>

または

JRun 管理コンソール (JMC) の左側ペインで [machine_name] をク リ ッ ク します。
また、右側ペインで、再起動する  JRun サーバーの [Restart] リ ンクをク リ ッ ク し
ます。 JRun は指定したサーバーを再起動します。 JMC の使用方法については、
27  ページの ｢ JRun 管理コンソールの起動｣ を参照して ください。
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メモメモメモメモ JMC で admin JRun サーバーを再起動するこ とはできません。

JRun デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンの開始アプリケーシ ョ ンの開始アプリケーシ ョ ンの開始アプリケーシ ョ ンの開始

JRun には、デモ アプリ ケーシ ョ ンから使用できるサンプルの EJB、 Java サーブレッ ト、
JavaServer Pages (JSP)、 および、 サンプル タグ ラ イブラ リが添付されています。 こ こ
では、Windows および UNIX で JRun デモンス ト レーシ ョ ンを開始する方法について説
明します。

メモメモメモメモ この手順は、 default JRun サーバーが、 JRun 付属の Web サーバー (JWS)
が規定のポー ト (8100) で実行されている こ と を想定しています。 JMC
(admin JRun サーバー ) に関連する  JWS が動作する規定ポートは 8000 で
す。

運用環境では、 JRun サーバーから demo-app の登録を取りやめ、 ファ イル システムか
ら関連ファイルを削除します。 Web アプリ ケーシ ョ ンの削除については、 128  ページ

の ｢アプリ ケーシ ョ ンの削除｣ を参照してください。

サーブレッ ト 、 タグ ライブラ リ、 JSP および EJB サンプルについては、 『JRun サンプル
ガイ ド』 を参照してください。

JRun デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンを起動するにはアプリケーシ ョ ンを起動するにはアプリケーシ ョ ンを起動するにはアプリケーシ ョ ンを起動するには

1. JRun サーバーが実行されていない場合は、35  ページの ｢ JRun サーバーの起動と停

止｣ の手順に従って default JRun server を起動します。

2. Web ブラウザで、 次の URL を開きます。 

http://localhost:8100/demo/index.html

またはまたはまたはまたは (Windows のみ )

[スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.0] > [JRun Demo] をク リ ッ ク します。

ト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィング
こ こでは、 JRun のインスト ールに関連する一般的な問題の解決に役立つ情報を示しま
す。

JRun の ト ラブルシューティングを行 う際、 <JRun_directory>/logs に置かれているログ
ファ イルをチェッ クするこ とで、 追加情報を得るこ とができます。

ログインログインログインログイン  ページが正し く開かない場合にはページが正し く開かない場合にはページが正し く開かない場合にはページが正し く開かない場合には

• 要求 URL のポート 番号を確認してく ださい。インスト ール実行中に JRun の標準
設定 (8000) が上書きされた可能性があり ます。 その場合は、 その値を使用しま
す。 不明な場合は、 </>JRun_directory>/servers/admin/local.properties ファ イル
の「 Web Services」セクショ ンの [web.endpoint.main.port] の値をチェッ ク します。
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• プロパティ  ファ イルを変更したあと、 JRun サーバーを再起動します。

• JRun Admin Serverが実行されているこ とを確認して ください。

• Windows の場合は、システム ト レイを確認して ください。 JRun をアプ リ
ケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、 [JRun Admin Server] アイ
コンが表示されます。 JRun をサービス と してインス トールした場合に
は、コン ト ロール パネルからアクセスできる [サービス ] ダイアログ ボッ
クスで JRun Admin Serverサービスが実行されているかど うかを確認して
ください。

• UNIX の場合は、/opt/jrun/bin の次のコマンド ラ イン ツールを使用して、
サーバーが実行されているかど うかを確認してください。

jrun -status admin

• /JRun/servers/admin ディ レク ト リおよびそのサブディ レク ト リの読み取り アク
セス権があるこ とを確認してください。

• JMC がポート  8000 で受信しているこ とを確認します。 JRun 3.0 を前のバージ ョ
ンの上にインス トールした場合、 JRun がス ト レイ  プロセスを検出したと きに既
定のポート番号を  8001 に増分した可能性があ り ます。詳細については、16  ペー

ジの ｢ JRun のインス トール｣ を参照して ください。

デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンが正し く開かない場合にはアプリケーシ ョ ンが正し く開かない場合にはアプリケーシ ョ ンが正し く開かない場合にはアプリケーシ ョ ンが正し く開かない場合には

• デモ アプリケーシ ョ ンにアクセスする と きに正しいポート を指定したかど うか
を確認して ください。 デモ アプリ ケーシ ョ ンは、 Admin JRun サーバー ( ポート
8000) ではなく、 default JRun サーバー ( ポート  8100) で実行されています。

http://localhost:8100/demo/index.html

default サーバーの規定のポートは 8100 です。 しかし、 インス トール時にこの
ポート番号を使用する別のプロセスが検出される と、 JRun は、 空きポートが見
つかるまでポート番号を増やしていきます。

サーバーがどのポートで実行されているかは、JRun 管理コンソールの JRun Web
サーバー パネルで確認できます。詳細については、 115  ページの ｢ JWS の設定｣

を参照してください。

• default JRun サーバーが実行されているこ とを確認してください。

• Windows の場合は、システム ト レイを確認して ください。 JRun をアプ リ
ケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、 [defaultサーバー ] アイコ
ンが表示されます。 JRun をサービス と してインス トールした場合には、
コン ト ロール パネルからアクセスできる [ サービス ] ダイアログ ボッ ク
スで JRun default Serverサービスが実行されているかど うかを確認してく
ださい。

• UNIX の場合は、/opt/jrun/bin の次のコマンド ラ イン ツールを使用して、
サーバーが実行されているかど うかを確認してください。

jrun -status default
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• [よ う こそ] ページの [アプリ ケーシ ョ ンの例] リ ンクをク リ ッ クするこ とで、デモ
アプリ ケーシ ョ ンを  JMC から起動してみてください。

JRun サーバーをサーバーをサーバーをサーバーを  Windows で起動しよう と したときに、 次のエラーが表示されで起動しよう と したときに、 次のエラーが表示されで起動しよう と したときに、 次のエラーが表示されで起動しよう と したときに、 次のエラーが表示され

る場合にはる場合にはる場合にはる場合には

JRun サーバーをアプリケーシ ョ ンと して起動しよ う と している場合は、 JRun がす
でにサービスと して実行されていないかを確認してください。 JRun サービスは、コ
ン ト ロール パネルからアクセスできる [サービス ] ダイアログボッ クスを介して呼
び出されます。 一方、 JRun アプリ ケーシ ョ ンは通常、 プログラム  グループまたは
[スタート ] メニューから起動されます。

JRun サーバーがすでに実行されている こ と を確認するには、 システム ト レ イに
[JRun] アイコンが表示されているかど うかをチェ ッ ク します。 サーバーがアプ リ
ケーシ ョ ンと して実行されている場合には、実行中のサーバーご とに 1 つのアイコ
ンが表示されます。 また、 これらのサーバーがサービス と して実行されている場合
には、 コン ト ロール パネルからアクセスできる [サービス ] ダイアログボッ クスを
チェッ ク して、 「JRun Admin Server」 と 「JRun default Server」 があるかど うかを
確認してください。
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第  2  章
第 2 章 外部外部外部外部 Web サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
この章では、 Web サーバーと通信するために JRun を構成する方法、 および JRun を
使用してサーバーの構成を変更する方法について説明します。この手順の一部と して、
Web サーバー用の構成パラ メータを設定し、 JRun 管理コンソール (JMC) を使用して
JRun と  Web サーバーの接続を構成しなければならない場合があ り ます。 

特定のサーバーに関する  JRun の構成手順については、 該当するセクシ ョ ンを参照し
てください。

メモメモメモメモ JRun を使用してアプリ ケーシ ョ ンを開発するために、 別の Web サー
バーを用意する必要はあ り ません。 JRun をインス トールする と  JRun 独
自の Web サーバーが提供されます。 JRun をプラグインと して外部 Web
サーバーに接続していない場合、 この章は必要あ り ません。
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構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
JRun 3.0 は、 スタンドアロンの Java アプリ ケーシ ョ ン  サーバーと しても、 あるいは既
存の Web サーバーに Java アプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト を追加するプラ グ イ ン  モ
ジュールと しても機能します。 スタン ドアロンの場合、 統合された JRun Web Server
(JWS) を使用して JRunは機能します。プラグイン  モジュールの場合、接続ウ ィザードを
実行して、 JRun を外部Webサーバーに接続します。

JRun は、 多様な Web サーバーをサポート します。 JRun と  Web サーバーの接続を構成
するための基本的な手順は、 すべての Web サーバーにおいて同じですが、各 Web サー
バーには固有の構成情報および設定があ り ます。Web サーバー用に JRun を構成するた
めの一般的な処理手順を次に示します。

JRun を外部Webサーバーに接続する と き、 Webサーバーの要求を処理する JRun サー
バーを選択する必要があるこ とに注意してください。 アプ リケーシ ョ ンがサーバーで
導入されるため、 たいていの場合、 admin JRunサーバーではなく、 default JRunサー
バー ( または作成したもの )に接続するこ とにな り ます。

JRun コネク タについての詳細および分散環境での JRun の設定方法については、 159

ページの第 4 章｢コネク タ｣ を参照して ください。

JRun と外部と外部と外部と外部Web サーバーの接続を構成するにはサーバーの接続を構成するにはサーバーの接続を構成するにはサーバーの接続を構成するには

1. Web サーバーを停止します。

2. 必要に応じて、 JRunサーバーと通信するために Web サーバーを構成します。

3. JRun 管理コンソール (JMC) を起動します。

4. JRun コネク タ  ウ ィザードを実行して、 Web サーバーと default JRun サーバーの通
信を容易にする  JRun Connection Module (JCM) を作成します。

5. Web サーバーと  default JRun サーバーを起動します。

6. JRun と  Web サーバーの接続を確認します。

この後のセクシ ョ ンでは、 JRun でサポート されている特定の Web サーバー用の手順に
ついて説明します。

JRun と外部 Web サーバーは、 JRun コネク タ経由で接続されます。 Allaire は、 主要な
Web サーバー用のネイティブ コネクタを用意していますが、 JRun 側にも、 サポート さ
れていない Web サーバーで使用するためのコネクタ  ソース  コードが含まれています。
このソース  コードは、基本的な使用手順と と もに <JRun_directory>/connectors/src に置
かれています。 詳細については、 184  ページの ｢カスタム コネク タの作成｣ を参照して

ください。
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Apache の構成の構成の構成の構成

こ こでは、 Windows または UNIX で実行する  Apache Web サーバーと通信するために
JRun を構成する方法について説明します。 高度な Web サーバー接続テクニッ クについ
ては、 184  ページの ｢カスタム コネク タの作成｣ を参照して ください。

使用するオペレーテ ィ ング システムに基づき、 JRun は Apache Web サーバーによ る
サーブレッ ト の実行に関して、 Dynamic Shared Objects (DSO) モジュールおよび静的
モジュールといった 2 つの方法をサポート しています。Apache と通信する  JRun を構成
する処理の一部と して、 特定のモジュールに関して Apache をコンパイルしなければな
らない場合があ り ます。

Windows ベースのシステムの場合、 Apache は DSO モジュールのみサポー ト します。
DSO モジュールをセッ ト アップするために構成手順を実行する必要はあ り ません。

DSO は Apache の構築を容易にするため、 Linux を含む UNIX ベースのシステムで
Apache バージ ョ ン  1.3.x を実行する場合は、 DSO を使用するこ とをお勧めします。 ま
た、 RedHat Linux 5.2 など一部のプラ ッ ト フォームでは、 DSO サポート付きの Apache
があらかじめ構築されるため、 Apache を再コンパイルする必要はあ り ません。

UNIX バージ ョ ンの Apache では、すべて JRun を静的モジュールと してサーバーにコン
パイルするこ とができますが、 静的モジュールは DSO をサポート しないシステムの場
合にのみお勧めします。

この章では、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明するため、 コ
ネク タ  ウ ィザードを  JRun インス トールの一部と して実行している場合には、 この章を
読む必要はあ り ません。

Apache とととと  JRun を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには 

1. Web サーバーを停止します。

2. UNIX のみのみのみのみ : システムで必要な場合は、 DSO モジュールを構成します。

この手順は、 UNIX で Apache 1.3.x を実行する場合にのみ適用されます。

• 次の Apache コマンドを実行して、 Apache を  DSO 用に構成します。 

./configure –-prefix=/user/local/apache –-enable-rule=SHARED_CORE \
--enable-module=so

• make および make install スク リプ ト を使用して、 Apache の再コンパイルおよび
インス トールを行います。 

3. UNIX のみのみのみのみ : システムで必要な場合は、静的モジュールを構成します。静的モジュー
ルは、 DSO を使用していない場合にのみ構成します。 

1. JRun ソース  ファ イルを <JRun_directory>/connectors/apache/src から
Apache の  /src/modules/jrun ディ レク ト リにコピーします。

静的モジュールの構成手順は、UNIX で Apache 1.2 を実行する場合と  Apache 1.3.x
を実行する場合で異なり ます。
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Apache 1.2:

2. 次の行を  src ディ レク ト リの Apache 構成ファ イルに追加します。

Module jrun_module modules/jrun/libjrun.a

3. Apache の src ディ レク ト リから  configure スク リプ ト を実行して新しい
Makefile を作成し、Apache の再コンパイルおよびインス トールを行います。

Apache 1.3.x:

2. 次の Apache コマンドを実行して、JRun ラ イブラ リ を Apache サーバーに追
加します。

./configure –-prefix=/user/local/apache \
--activate-module=src/modules/jrun/libjrun.a

--prefix エン ト リおよびその他のエン ト リは、 異なる場合があるので注意して
ください。 有効なエン ト リは、 --activate-module エン ト リです。

3. make および make install スク リプ ト を使用して、 Apache の再コンパイルお
よびインス トールを行います。 

4. Web ブラウザで 次の URL を開いて、 JMC を起動します。

http://localhost:8000

Windows のみ : スタート > プログラム > JRun 3.0> JRun管理コンソール を選択

メモメモメモメモ この手順は、JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で
使用して、 JMC に接続する場合を想定しています。

5. JRun admin と して JMC にログインします。

6. アクセス  バーの [コネクタ ウィザード ] を選択します。
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7. 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

ステップステップステップステップ パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバーの名前 Apache に接続する JRun サーバーを選択し

ます。 通常は、 defaultサーバーを選択しま

す。

JRun Admin Server はそれぞれ固有の Web

サーバーを持ち、JRun インストールの管理

にのみ使用されます。 default サーバーに
は、 サーブレッ ト、 JSP、 および Web アプ

リケーシ ョ ンを公開できます。

Web サーバーの種類 ド ロ ッ プダウン  リ ス トから  [Apache Web
サーバー ] を選択します。

Web サーバーのバー

ジョ ン

Apache のバージョ ンを選択します。

Web サーバーのプラ ッ

ト フォーム

Apache を実行しているプラ ッ ト フォーム

を選択します。

手順 2 JRun サーバーの IP アド

レス

Apache への接続に使用する  JRun サーバー

の IP ア ド レスを入力し ます。 Apache と
JRun サーバーの IP アド レスが同じであれ

ば、 既定値 127.0.0.1 をそのまま使用して

く ださい。

JRun サーバー コネク

タ  ポート

JRun サーバーが Apache との通信に使用す

るポー ト を指定 し ます。 このポー ト と

Apache の HTTP ポー ト を混同しないで く

ださい。 デフォルトは 51000 です。

手順 3 Apache の conf デ ィ レ

ク ト リ

構成フ ァ イル srm.conf および httpd.conf
を含むデ ィ レク ト リを指定します。JRun の
デ ィ レク ト リ  リーダー を使用するには、 [

参照 ] をクリ ックします。

DSO サポート UNIX: JRun モジュールを  Apache サーバー

にコンパイルした場合は、 [DSO サポート ]

を選択します。 

Windows: [DSO サポート ] をクリ ックしま
す。
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8. JRun コネクタのインス トールが完了したら、 Apache Web サーバーと default JRun
サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合には、 次の手順に従ってくださ
い。

• Windows:

JRun をアプ リケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、[スタート ] > [プロ
グラム ] > [JRun 3.0] > [JRun default Server] を選択します。

JRun をサービス と してインス トールした場合には、 コン ト ロール パネルから
サービス  コン ト ロール ツールを開いて 「JRun default Server」 サービスを起動す
るか、 次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

jrun -start default

• UNIX:

JRun コマンド  ライン  ユーティ リ ティの使用 :
jrun -start default

9. 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  Apache Web
サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

これは、Apache が既定のポート  80 で接続を リ スニングしているこ とを想定してい
ます。
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デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、 JRun と  Apache Web サーバーの接続は
正常に構成されています。 デモ アプリケーシ ョ ンが正常に実行されない場合は、 81

ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照してください。

Apache 構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更

コネク タ  ウ ィザードでは、 Apache httpd.conf ファ イルに JRun Settings セクシ ョ ンを追
加して、 いくつかの変更を加えます。 この設定には、 Windows システム上の JRun DLL
を初期化する  jrun.ini ファ イルの設定が反映されます。 一般的な JRun Settings セクシ ョ
ンは、 次のよ うになり ます。

# JRun Settings
# JRun - Comment out this line to disable DSO (ie you compiled module # into your 
server.
LoadModule jrun_module "C:\Program Files\Allaire\JRun\connectors\

apache\intel-win\mod_jrun136.dll"
<IfModule mod_jrun.c>
JRunConfig Verbose false
JRunConfig ProxyHost 127.0.0.1
JRunConfig ProxyPort 51000
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JRunConfig Timeout 300
JRunConfig Mappings "C:\Program Files\Allaire\JRun\servers\

default\local.properties"
</IfModule>

コネク タ  ウ ィザードは、 入力した内容に基づいて JRun local.properties ファ イルも変更
します。詳細については、81  ページの ｢ local.properties への変更｣ を参照して ください。

JRun コネク タ  ウ ィザードが使用するファイルを変更しないでください。 こ こでの説明
は、 情報提供のみを目的と しています。

IIS 3.0/PWS の構成の構成の構成の構成

こ こでは、JRun を Windows 95/98/NT システムで実行する  IIS 3.0 または Personal Web
Server (PWS) に接続する方法について説明します。 高度な Web サーバー接続テクニッ
クについては、 159  ページの第 4 章｢コネクタ｣ を参照して ください。

この章では、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明するため、 コ
ネク タ  ウ ィザードを  JRun インス トールの一部と して実行している場合には、 この章を
読む必要はあ り ません。

JRun とととと  IIS 3.0 またはまたはまたはまたは PWS を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1. Web サーバーを停止します。

メモメモメモメモ IIS 3.0 の場合、 Web サーバーを停止するには、 コン ト ロール パネル
の Web サーバー ユーティ リ テ ィ を使用します。 Microsoft 管理コン
ソール (MMC) を使用して Web サーバーを停止しないでください。

2. 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.0] > [JRun 管理コンソール ] をク リ ッ ク します。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポー ト  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

3. JRun 管理者と して JMC にログインします。

4. アクセス  バーの [コネクタ ウィザード ] を選択します。
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5. 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバーの

名前

Web サーバーに接続する  JRun サーバーを

選択します。 通常は、 defaultサーバーを選
択します。

JRun Admin Server はそれぞれ固有の Web
サーバーを持ち、JRun インス トールの管理

にのみ使用されます。 default サーバーに
は、 サーブレッ ト、 JSP、 および Web アプ

リケーシ ョ ンを公開できます。

Web サーバーの

種類

ド ロ ッ プダウン リ ス ト から  [Internet
Information Server] または [Personal Web
Server] を選択します。

Web サーバーの

バージョ ン

ドロップダウン リス トから  Web サーバー

のバージョ ンを選択します。

Web サーバーの

プラ ッ ト フ ォー
ム

ド ロ ッ プダウン リス トから  [intel-win] を
選択します。

手順 2 JRun サーバーの

IP アドレス

IIS/PWS への接続に使用する  JRun サーバー

の IP ア ド レスを入力し ます。 IIS/PWS と

JRun サーバーの IP アドレスが同じであれ
ば、 既定値 127.0.0.1 をそのまま使用して

く ださい。

JRun サーバーの

接続ポート

JRun サーバーが IIS/PWS との通信に使用す

るポー ト を指定し ます。 このポー ト と

IIS/PWS の HTTP ポー ト を混同しないで く
ださい。 デフォルトは、 51000 です。
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6. JRun コネク タのインス トールが完了したら、IIS/PWS および default JRun サーバー
を再起動します。

メモメモメモメモ コネク タを  PWS に対して実行した場合には、 コンピュータを再起動
する必要があ り ます。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合には、 [ スタート ] > [ プログラム
] > [JRun 3.0] > [JRun Default Server] をク リ ッ ク します。

7. 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  IIS/PWS Web
サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

これは、 IIS/PWS が既定のポート  80 で接続を リ スニングしているこ とを想定して
います。

手順 3 PWS または IIS

の scripts デ ィ レ

ク ト リ

IIS/PWS の /scripts デ ィ レク ト リの場所を

指定し ます。 JRun の デ ィ レ ク ト リ  リー

ダー を使用するには、 [ 参照 ] をクリ ッ ク
します。

グローバル フ ィ
ルタ と してのイ
ンストール

このチェ ッ クボッ クスを選択すると、 JRun
は ISAPI フ ィ ルタ を イ ンス ト ールし て、

HTTP リ クエストが サーブレッ ト を実行し
よう と しているかどうかを検出します。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明
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デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、JRun と  IIS/PWS Web サーバーの接続は
正常に構成されています。 デモ アプリケーシ ョ ンが正常に実行されない場合は、 81

ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照してください。

構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更

コネク タ  ウ ィザードは、 次のよ うに Web サーバーの実装に変更を加えます。

• jrun.ini および jrun.dll ファ イルを  /inetpub/scripts ディ レク ト リに追加します。
JRun は .ini ファ イルを使用して、 起動時に DLL を初期化します。 DLL は、 Web
サーバーへの HTTP リ クエス ト を阻止し、 JRun が処理するために適切な HTTP
リ クエス ト を JRun に渡す ISAPI フ ィルタです。

• Windows のレジス ト リ を変更します。 ウ ィザードによ り、 jrun.dll をポイン トす
る 「Filter DLL」 キーが追加されます。 このキーの値は、 jrun.dll の絶対パスです。
キーは、 HKEY_LOCAL_MACHINE/SYSTEM/CurrentControlSet/Services/W3SVC/
Parameters/ に置かれています。
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• [グローバル フィルタとしてインストールする] を選択した場合、コネク タ  ウ ィザード
は、 MMC で構成可能な JRun コネク タ  フ ィルタへのポインタを追加します。 詳
細については、 57  ページの ｢ JRun ISAPI フ ィルタの構成｣ を参照して ください。

• J R u n  l o c a l . p rope r t i e s  フ ァ イ ルを 更新し ま す。 詳細については、 81

ページの ｢ local.properties への変更｣ を参照し てく ださ い。

JRun コネク タ  ウ ィザードが使用するレジス ト リやファ イルを変更しないでください。
こ こでの説明は、 情報提供のみを目的と しています。

IIS 4.0/5.0 の構成の構成の構成の構成

JRun は、 Windows NT の場合は Internet Information Server 4.0、 Windows 2000 の場
合は  Internet Information Server 5.0 と と もに使用するよ う構成できます。 IIS に接続す
るには、 JSP またはサーブレッ ト を実行するディ レク ト リに IIS の実行許可を設定して
から、 JRun コネク タ  ウ ィザードを使用する必要があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 以
下について説明します。

• 52  ページの ｢ JRun の IIS 4.0/5.0 への接続｣ 

• 57  ページの ｢ IIS 構成ファイルへの変更｣ 

• 57  ページの ｢ JRun ISAPI フ ィルタの構成｣ 

この章では、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明するため、 コ
ネク タ  ウ ィザードを  JRun インス トールの一部と して実行している場合には、 この章を
読む必要はあ り ません。

高度な Web サーバー接続テクニッ クについては、 159  ページの第 4 章｢コネクタ｣ を参

照してください。

JRun のののの IIS 4.0/5.0 への接続への接続への接続への接続 

JRun とととと  IIS 4.0/5.0 を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1. コン ト ロール パネルのサービス  コン ト ロール管理ツールで、 World Wide Web
Publishing Service を停止します。

メモメモメモメモ Windows NT では、 Microsoft 管理コンソール (MMC) の Web サービ
ス  スナップインを使用してこの処理を行わないでください。

2. インターネッ ト  サービス  マネージャを開きます。

Windows NT:  [ スタート ] > [ プログラム ] > [NT 4.0 Option Pack] >
[Microsoft Internet Information Server] > [インターネット サービス マネージャ ] を選択
します。 Microsoft 管理コンソール (MMC) が表示され、iis.msc スナップインが開き
ます。
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Windows 2000: [スタート ] > [設定 ] > [コントロールパネル ] > [管理ツール ] > [イン
ターネット サービス マネージャ] をク リ ッ ク します。 インターネッ ト  サービス  マネー
ジャが開きます。

3. 特定の仮想 Web サーバーまたは Web サーバー全体でマウスの右ボタンをク リ ッ ク
し、 [プロパティ ] を選択します。 [プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

4. [ マスタ プロパティ ] ド ロ ップダウン リ ス トボッ クスから、 [WWW サービス ] リ ス ト
ボッ クスを選択して、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 WWW Service Master Properties
アプリ ケーシ ョ ンが起動します。

5. [ ホーム  ディレク ト リ ] タブを選択します。

6. [ ローカル パス ] フ ィールドで指定されているディ レク ト リの実行許可を設定しま
す。 [ローカル パス ] に指定されているディ レク ト リがない場合、すべての仮想Web
サーバーに影響するグローバル プロパティが設定されます。

Windows NT:[アクセス許可 ] で、 [実行 ] をク リ ッ ク します ( スク リプ ト を含む )。

Windows 2000:[ アクセス許可の実行 ] ド ロ ップダウン  リ ス トボッ クスで、 [ スクリプ
ト と 実行可能ファイル ] をク リ ッ ク します。



54 JRun セッ トアップ  ガイド
7. [OK] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。 [ 継承優先 ] を変更するかど うかを尋ね
られます。 [OK] をク リ ッ ク します。

8. 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート] > [プログラム] > [JRun 3.0] > [JRun 管理コンソール] をク リ ッ ク します。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポー ト  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

9. JRun 管理者と して JMC にログインします。

10. アクセス  バーの [コネクタ ウィザード ] を選択します。
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11. 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバーの

名前

IIS に接続する  JRun サーバーを選択し ま

す。 通常は、defaultサーバーを選択します。

JRun Admin Server はそれぞれ固有の Web

サーバーを持ち、JRun インス トールの管理
にのみ使用されます。 default サーバーに

は、 サーブレッ ト、 JSP、 および Web アプ
リケーシ ョ ンを公開できます。

Web サーバーの
種類

ド ロ ッ プ ダ ウ ン  リ ス ト か ら

[Internet Information Server] を選択しま

す。

Web サーバーの

バージョ ン

ド ロップダウン リス トから、 [4.0] または
[5.0] を選択します。

Web サーバーの

プラッ ト フォーム

ド ロ ッ プダウン リス トから  [intel-win] を
選択します。

手順 2 JRun サーバーの

IP アドレス

IIS への接続に使用する  JRun サーバーの IP

ア ド レスを入力し ます。 IIS と  JRun サー
バーの IP アドレスが同じであれば、既定値

127.0.0.1 をそのまま使用して く ださい。

JRun サーバーの

接続ポート

JRun サーバーが IIS との通信に使用する

ポート を指定します。 このポート と  IIS の

HTTP ポート を混同しないで く ださい。 デ
フォルトは 51000 です。

手順 3 IIS スク リ プ ト
デ ィ レク ト リ

IIS の /scripts ディ レク ト リの場所を指定し
ます。 JRun の ディ レク ト リ  リーダー を使

用するには、 [参照 ] をクリ ッ クします。

グローバル フ ィ

ルタ と してイン
ストールする

このチェ ッ クボッ クスを選択すると、 JRun

は ISAPI フ ィ ルタ を イ ンス ト ールし て、
HTTP リクエストが サーブレッ ト  を実行し

よう と しているかどうかを検出します。
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12. JRun コネクタのインス トールが完了したら、IIS Web サーバーと default JRun サー
バーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合には、 次の手順に従ってくださ
い。

• JRun をアプ リ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、[スタート] > [プログ
ラム ] > [JRun 3.0] > [JRun default Server] を選択します。

• JRun をサービスと してインス トールした場合には、 コン ト ロール パネルのサー
ビス  コン ト ロール管理ツールで 「JRun default Server」 サービスを起動するか、
次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

jrun -start default

13. 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  IIS Web サー
バーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

これは、 IIS が既定のポート  80 で接続を リ スニングしている こ と を想定していま
す。
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デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、 JRun と  IIS Web サーバーの接続は正常
に構成されています。 デモ アプ リ ケーシ ョ ンが正常に実行されない場合は、 81

ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照してください。

IIS 構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードでは、 次のよ うに IIS の実装に変更を加えます。

• jrun.ini および jrun.dll ファ イルを  /inetpub/scripts ディ レク ト リに追加します。
JRun は .ini ファ イルを使用して、 起動時に DLL を初期化します。 DLL は、 Web
サーバーへの HTTP リ クエス ト を阻止し、 JRun が処理するために適切な HTTP
リ クエス ト を JRun に渡す ISAPI フ ィルタです。

• IIS の [ アプリ ケーシ ョ ン  マッピング ] 設定で、 .jsp を  jrun.dll にマッピングしま
す。

• インターネッ トサービスマネージャのメ タベースにいくつかの変更を加えます。
メ タベースは、 IIS の設定を格納する階層構造です。 JRun がメ タベースに加える
変更には次の内容が含まれます。

• jrun.dll の絶対パスを ScriptMaps パラ メータに追加します。ScriptMaps は、
ファ イル名拡張子を処理用の DLL にマッピングします。

• [グローバル  フィルタとしてインストールする ]   を選択した場合には、コネク
タ  ウ ィザードは、 [JRun  コネクタ フィルタ ] サービス  オブジェク トおよび
それに関連するパラ メータを メ タベースのフィルタオブジェ ク ト に追加
します。

• JRun local.properties  ファ イ ルを更新し ます。詳細については、 81  ページ

の ｢ local.properties への変更｣ を参照して ください。

JRun コネク タ  ウ ィザードが使用するレジス ト リやメ タベースを変更したり、 ファ イル
を編集しないでください。 こ こでの説明は、 情報提供のみを目的と しています。

JRun ISAPI フ ィルタの構成フ ィルタの構成フ ィルタの構成フ ィルタの構成

ISAPI フ ィルタは、 IIS または PWS が HTTP リ クエス ト を受信する場合に、 イベン トに
応答するこ とができます。 JRun 接続ウ ィザードの実行中に [グローバル フィルタとしてイ
ンストールする ] を選択する と、Web サーバーのメモリ内の他の ISAPI フ ィルタに追加さ
れる  DLL をインス トールします。 jrun.dll の既定の場所は c:\inetpub\scripts\ です。

このセクシ ョ ンの説明はオプシ ョ ンです。 JRun の既定の構成を使用する場合、 JRun
ISAPI フ ィルタに変更を加える必要はあ り ません。 ただし、 他の ISAPI フ ィルタをイン
ス トールする場合には、 変更が必要なこ と もあ り ます。

JRun ISAPI フ ィルタの編集フ ィルタの編集フ ィルタの編集フ ィルタの編集

[ISAPI フ ィルタ ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 IIS 用の JRun ISAPI フ ィルタの名前
および場所を追加、 削除、 および変更するこ とができます。
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JRun ISAPI フ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するにはフ ィルタを編集するには

1. Internet Service Manager を開きます。

Windows NT:  [ スタート ] > [ プログラム ] > [NT 4.0 Option Pack] >
[Microsoft Internet Information Server] > [インターネット サービス マネージャ ] を選択
します。 Microsoft 管理コンソール (MMC) が表示され、iis.msc スナップインが開き
ます。

Windows 2000: [スタート ] > [設定 ] > [コントロールパネル ] > [管理ツール ] > [イン
ターネット サービス マネージャ ] をクリックします。 インターネット サービス マネージャ
が開きます。

2. マシン名の上でマウスを右ク リ ッ ク して、 [ プロパティ ] を選択します。 [ プロパ

ティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

3. [ マスタ プロパティ ] ド ロ ップダウン リ ス トボッ クスから、 [WWW サービス ] リ ス ト
ボッ クスを選択して、 [編集 ] をク リ ッ ク します。WWW Service マスタ  プロパティ
アプリ ケーシ ョ ンが起動します。

4. [ISAPI フ ィルタ ] タブをク リ ッ ク します。

5. フ ィルタを削除するには、 使用可能な ISAPI フ ィルタの一覧から  [JRun コネク タ
フ ィルタ ] を選択して、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

6. JRun フ ィルタ  DLL の名前または場所を編集するには、 使用可能な ISAPI フ ィルタ
の一覧から  [JRun コネク タ  フ ィルタ ] を選択して、 [編集 ] をク リ ッ ク します。
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7. 新しい JRun フ ィルタを追加するには、 [追加 ] をク リ ッ ク して、新しいフ ィルタの
場所を参照します。 

メモメモメモメモ 新しいフ ィルタを追加する前に、古いフ ィルタを削除する必要があ り

ます。

8. 変更を適用するには、 [OK] をク リ ッ ク します。

9. Web サーバーを再起動します。

JRun ISAPI フ ィルタへの優先順位付けフ ィルタへの優先順位付けフ ィルタへの優先順位付けフ ィルタへの優先順位付け

複数の ISAPI フ ィルタが同じイベン ト  ( または通知 ) に登録されている場合、 それらの
フ ィルタは IIS によって連続して呼び出されます。 優先順位の高いフ ィルタは、 優先順
位の低いフ ィルタよ り先に実行されます。 高、 中、 低といった優先レベルは、 Internet
Services Manager またはその他のメ タベース  エディ タで変更するこ とのできない読み
取り専用のプロパティです。 JRun の優先レベルは "高 " です。

フ ィルタの優先レベルは変更できませんが、フ ィルタが他のフィルタ と同じ優先レベル
を共有する場合は、 イベン ト に応答するフ ィルタの順位を指定する こ とができます。

JRun ISAPI フ ィルタの優先順位を変更するには、 次の手順に従います。

JRun ISAPI フ ィルタの優先順位を変更するにはフ ィルタの優先順位を変更するにはフ ィルタの優先順位を変更するにはフ ィルタの優先順位を変更するには

1. Internet Service Manager を開きます。

Windows NT:  [ スタート ] > [ プログラム ] > [NT 4.0 Option Pack] >
[Microsoft Internet Information Server] > [インターネット サービス マネージャ ] を選択
します。 Microsoft 管理コンソール (MMC) が表示され、iis.msc スナップインが開き
ます。

Windows 2000: [スタート ] > [設定 ] > [コントロールパネル ] > [管理ツール ] > [イン
ターネット サービス マネージャ ] をク リ ッ ク します。 インターネッ ト  サービス  マネー
ジャが開きます。

2. マシン名の上でマウスを右ク リ ッ ク して、 [ プロパティ ] を選択します。 [ プロパ

ティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

3. [マスタ プロパティ ] ド ロ ップダウン  リ ス トボッ クスから  [プロパティ ] を選択して、 [
編集 ] をク リ ッ ク します。 WWW Service マスタ  プロパティアプ リケーシ ョ ンが起
動します。

4. [ISAPI フ ィルタ ] タブをク リ ッ ク します。

5. 使用可能な ISAPI フ ィルタの一覧から  [JRun コネクタ フィルタ ] を選択します。

6. 上向矢印をク リ ッ ク して、 JRun フ ィルタを一覧の他のフ ィルタの前に移動します。

7. [OK] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

8. Web サーバーを再起動します。
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Netscape/iPlanet の構成の構成の構成の構成

こ こでは、 Netscape Web サーバーの構成方法について説明します。 高度な Web サー
バー接続テクニッ クについては、 159  ページの第 4 章｢コネクタ｣ を参照して ください。

メモメモメモメモ Netscape を構成する作業の一部と して、Netscape Java Interpreter を有効
にしなければならない場合があ り ます。 ただし、 これは JRun コネク タ
ウ ィザードを起動しなければわかり ません。Java インタプ リ タを有効にす
る方法の詳細については、64  ページの ｢ Java インタプ リ タの有効化｣ を参
照してください。

この章では、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明するため、 コ
ネク タ  ウ ィザードを  JRun インス トールの一部と して実行している場合には、 この章を
読む必要はあ り ません。

JRun とととと  Netscape Web サーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するには 

1. Web サーバーを停止します。

2. Web ブラウザで 次の URL を開いて、 JMC を起動します。

http://localhost:8000

Windows のみ : 

[スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.0] > [JRun Management Console] をク リ ッ ク
します。

メモメモメモメモ この手順は、JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で
使用して、 JMC に接続する場合を想定しています。

3. JRun admin と して JMC にログインします。

4. アクセス  バーの [コネクタ ウィザード ] を選択します。
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5. 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバーの

名前

Web サーバーに接続する  JRun サーバーを

選択します。 通常は、 defaultサーバーを選

択します。

JRun Admin Server はそれぞれ固有の Web
サーバーを持ち、JRun インス トールの管理

にのみ使用されます。 default サーバーに
は、 サーブレッ ト、 JSP、 および Web アプ

リケーシ ョ ンを公開できます。

Web サーバーの

種類

ド ロ ッ プダウン リ ス ト から  [Netscape
Enterprise Server] または [Netscape
FastTrack Server] を選択します。

Web サーバーの

バージョ ン

ドロップダウン リス トから  Web サーバー

のバージョ ンを選択します。

Web サーバーの

プラッ ト フォーム

Netscape Web サーバー を実行しているプ

ラッ ト フォームを選択します。

手順 2 JRun サーバーの
IP アドレス

NES への接続に使用する  JRun サーバーの
IP ア ド レスを入力し ます。 NES と  JRun

サーバーの IP アドレスが同じであれば、既

定値 127.0.0.1 をそのまま使用して く ださ
い。

JRun サーバーの
接続ポート

JRun サーバーが NES との通信に使用する
ポートを指定します。 このポート と  NES の

HTTP ポート を混同しないで く ださい。 デ

フォルトは 51000 です。
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6. JRun コネク タのインス トールが完了したら、 NES/iPlanet Web サーバーと default
JRun サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合には、 次の手順に従ってくださ
い。

• Windows:

JRun をアプ リケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、[スタート ] > [プロ
グラム ] > [JRun 3.0 > JRun default Server] を選択します。

JRun をサービスと してインス トールした場合には、 コン ト ロール パネルのサー
ビス  コン ト ロール管理ツールで 「JRun default Server」 サービスを起動するか、
次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

手順 3 Netscape の http-

xxx デ ィ レ ク ト

リ

https  または  httpd  ディ レ ク ト リ を指

定し ます。 こ のディ レ ク ト リ は、通常、

/Netscape/suitespot デ ィ レ ク ト リ内にあ
り、 httpd-xxx または https-xxx という名

前が付けられています。 

JRun の ディ レク ト リ  リーダー を使用する
には、
[参照 ] をクリ ッ クします。

ネイテ ィ ブ コネ

ク タ または Java

コネクタ

Netscape Web サーバーのネイテ ィブ (標準

) コネクタまたは Java コネクタを選択しま

す。 

ネイテ ィブ コネクタは NSAPI を使用して、
Web サーバーと通信します。通常は、 この

コネクタを使用して く ださい。

Java コネクタは、 Netscape の Server Applet

API を実装する純粋な Java コネク タです。
このコネクタは、ご使用のプラッ ト フォー
ム用のネイテ ィ ブ コネク タを利用できな
い場合にのみ使用します。 このコネクタを
選択する場合は、 コネクタをインス トール
する前に、使用する  Netscape サーバー用に
Java を有効にする必要があります。 Java イ

ンタプリ タ を有効にする方法の詳細につ
いては、 64  ページの ｢ Java インタプ リ タ
の有効化｣ を参照して く ださい。 

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明
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jrun -start default

• UNIX:

JRun コマンド  ライン  ユーティ リ ティの使用 :
jrun -start default

7. 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  NES/iPlanet
Web サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

これは、NES/iPlanet が規定ポート  80 で接続を リ スニングしているこ とを想定して
います。

デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、 JRun と  NES/iPlanet Web サーバーの接
続は正常に構成されています。 デモ アプ リ ケーシ ョ ンが正常に実行されない場合
は、 81  ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照して ください。
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Java インタプリ タの有効化インタプリ タの有効化インタプリ タの有効化インタプリ タの有効化

ネイテ ィ ブ コネク タは、 ほ とんどのプラ ッ ト フォームで使用する こ とができます。
Netscape Web サーバーでネイティブ コネク タを使用できる場合、 追加の構成手順は必
要あ り ません。 ネイティブ コネク タを使用できない場合は、 JRun コネク タを追加する
前に、Netscape Web サーバーに組み込まれている  Java インタプ リ タを有効にする必要
があ り ます。 こ こでは、 Netscape 3.5.x 用の Java インタプ リ タを有効にする方法につい
て説明します。

NES 3.5.x 用の用の用の用の Java インタプリ タを有効にするにはインタプリ タを有効にするにはインタプリ タを有効にするにはインタプリ タを有効にするには

1. Netscape Enterprise Administration Server を起動し、[Programs] メニューをク リ ッ
ク します。

2. [プログラム ] の [Java] をク リ ッ ク します。

3. [Activate the Java interpreter?] の [Yes] をク リ ッ ク します。

4. JRun コネクタ  ウ ィザードを使用して、 JRun と  Netscape の接続を構成します。 こ
の構成手順については、 60  ページの ｢ Netscape/iPlanet の構成｣ で説明します。
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NES 構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードは、Netscape/Server4/https-<machine_name>/config/ ディ レ
ク ト リの obj.conf ファイルを変更します。以下に説明する変更内容は、ネイティブ コネ
ク タを使用する場合と  Java コネク タ  を使用する場合で異なり ます。

コネク タ  ウ ィザードは、 JRun local.properties ファ イルも変更します。詳細については、
81  ページの ｢ local.properties への変更｣ を参照して ください。

JRun コネク タ  ウ ィザードが使用するファイルを変更しないでください。 こ こでの説明
は、 情報提供のみを目的と しています。

obj.conf ファ イルを変更する場合、 proxyhost 設定は、 サーバー名ではなく  IP アドレス
にする必要があ り ます。 obj.conf ファ イルのサンプルは、 67  ページに記載されていま
す。obj.conf ファ イルの編集の詳細については、Netscape のマニュアルを参照してくだ
さい。

ネイテ ィブネイテ ィブネイテ ィブネイテ ィブ コネクタコネクタコネクタコネクタ  (最も一般的なコネクタ最も一般的なコネクタ最も一般的なコネクタ最も一般的なコネクタ )

ネイティブ コネク タを使用して Netscape の Web サーバーに接続する場合、 JRun は、
次のよ うに obj.conf ファ イルに変更を加えます。

• JRun NSAPI フィ ルタ の初期化を追加し て、初期化パラ メ ータ を設定し ます。
NSAPI フ ィルタは、Web サーバーへの HTTP リ クエス ト を阻止して、 JRun が処
理するために適切な HTTP リ クエス ト を  JRun に渡します。 obj.conf ファ イルの
一般的な初期化は、 次のよ うになり ます。

Init fn="load-modules" shlib="C:/JRun/connectors/nsapi/intel-win/
jrun_nsapi35.dll" funcs="jruninit,jrunfilter,jrunservice"

Init proxyport="51000" verbose="false" proxyhost="127.0.0.1"
timeout="300" rulespath="C:/JRun/servers/default/
local.properties" fn="jruninit"

• JRun オブジェク ト定義を追加します。 オブジェク ト定義は、 特定のリ ソースに
適用される命令のグループ化です。 一般的な JRun オブジェク ト定義は、 次のよ
うになり ます。

<Object name="jrun">
PathCheck fn="jrunfilter"
Service fn="jrunservice"
</Object>

• 次の命令を既定のオブジェク ト定義に追加します。
NameTrans fn="jrunfilter"

NameTrans 命令は、 URL をホス ト  マシン上の物理パスにマッピングします。 ただ
し  JRun においては、NameTrans 命令は、jrunfilter の部分パスを指定するため、サー
バーは PathCheck 命令がその部分パスに一致するオブジェク ト  ( この場合、 jrun オ
ブジェク ト ) を処理します。

• NES が JRun を無効にしないよ うに、/servlet 用の URL からディ レク ト リへの既
定のマッピング行をコ メン ト  アウ ト します。
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#NameTrans fn="pfx2dir" from="/servlet"
dir="C:/Netscape/Server4/docs/servlet" name="ServletByExt"

Java (非ネイテ ィブ非ネイテ ィブ非ネイテ ィブ非ネイテ ィブ ) コネクタコネクタコネクタコネクタ

Java ( 非ネイティブ ) コネクタを使用して Netscape の Web サーバーに接続する場合、
JRun は、 次のよ うに obj.conf ファ イルに変更を加えます。

• init ク ラス  パス行の前に jrun.jar を追加します。

• JRun オブジェク ト定義を追加します。 オブジェク ト定義は、 特定のリ ソースに
適用される命令のグループ化です。 Java コネク タを使用する場合の一般的な
JRun オブジェク ト定義は、 次のよ うになり ます。

<Object name="jrun">
Service fn="java-run" class="com/allaire/jrun/connector/

JRunConnector" proxyhost="127.0.0.1" proxyport="51000"
timeout="300"

</Object>

• NES が JRun を無効にしないよ うに、/servlet 用の URL からディ レク ト リへの既
定のマッピング行をコ メン ト  アウ ト します。

#NameTrans fn="pfx2dir" from="/servlet"
dir="C:/Netscape/Server4/docs/servlet" name="ServletByExt"

• 次の命令を既定のオブジェク ト定義に追加します。
NameTrans name="jrun" from="*.shtml" fn="assign-name"
NameTrans name="jrun" from="*.jsp" fn="assign-name"
NameTrans name="jrun" from="/servlet/*" fn="assign-name"

NameTrans 命令は、 URL をホス ト  マシン上の物理パスにマッピングします。 ただ
し  JRun の場合、 NameTrans 命令は、 jrun オブジェク ト を指定して関連するパター
ンを処理します。
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サンプルサンプルサンプルサンプル obj.conf ファイルファイルファイルファイル

次の例は、 obj.conf ファ イルのサンプルです。 変更されたセクシ ョ ンは太字で示してあ
り ます。 このファ イルには、 ネイティブ コネク タを使用する  NES の実装に一般的な変
更が含まれています。 

サンプルサンプルサンプルサンプル obj.conf ファイルファイルファイルファイル

# Netscape Communications Corporation - obj.conf
# Use only forward slashes in pathnames--backslashes can cause
# problems.See the documentation for more information.

Init fn=flex-init access="C:/Netscape/SuiteSpot/https-tford1/logs/access" format.access="%Ses->client.ip% 
- %Req->vars.auth-user% [%SYSDATE%] \"%Req->reqpb.clf-request%\" %Req->srvhdrs.clf-status% %Req-
>srvhdrs.content-length%"
Init fn=load-types mime-types=mime.types

Init fn="load-modules" shlib="C:/JRun/connectors/nsapi/intel-win/jrun_nsapi35.dll" Init fn="load-modules" shlib="C:/JRun/connectors/nsapi/intel-win/jrun_nsapi35.dll" Init fn="load-modules" shlib="C:/JRun/connectors/nsapi/intel-win/jrun_nsapi35.dll" Init fn="load-modules" shlib="C:/JRun/connectors/nsapi/intel-win/jrun_nsapi35.dll" 
funcs="jruninit,jrunfilter,jrunservice"funcs="jruninit,jrunfilter,jrunservice"funcs="jruninit,jrunfilter,jrunservice"funcs="jruninit,jrunfilter,jrunservice"
Init proxyport="51000" verbose="false" proxyhost="127.0.0.1" timeout="300" Init proxyport="51000" verbose="false" proxyhost="127.0.0.1" timeout="300" Init proxyport="51000" verbose="false" proxyhost="127.0.0.1" timeout="300" Init proxyport="51000" verbose="false" proxyhost="127.0.0.1" timeout="300" 
rulespath="C:/JRun/jsm-default/services/jse/properties/rules.properties" fn="jruninit"rulespath="C:/JRun/jsm-default/services/jse/properties/rules.properties" fn="jruninit"rulespath="C:/JRun/jsm-default/services/jse/properties/rules.properties" fn="jruninit"rulespath="C:/JRun/jsm-default/services/jse/properties/rules.properties" fn="jruninit"

<Object name="default">
Nametrans fn="jrunfilter"Nametrans fn="jrunfilter"Nametrans fn="jrunfilter"Nametrans fn="jrunfilter"
NameTrans fn=pfx2dir from=/ns-icons dir="C:/Netscape/SuiteSpot/ns-icons"
NameTrans fn=pfx2dir from=/mc-icons dir="C:/Netscape/SuiteSpot/ns-icons"
NameTrans fn="pfx2dir" from="/help" dir="C:/Netscape/SuiteSpot/manual/https/ug"
NameTrans fn=document-root root="C:/Netscape/SuiteSpot/docs"
PathCheck fn=nt-uri-clean
PathCheck fn="check-acl" acl="default"
PathCheck fn=find-pathinfo
PathCheck fn=find-index index-names="index.html,home.html"
ObjectType fn=type-by-extension
ObjectType fn=force-type type=text/plain
Service method=(GET|HEAD) type=magnus-internal/imagemap fn=imagemap
Service method=(GET|HEAD) type=magnus-internal/directory fn=index-common
Service method=(GET|HEAD) type=*~magnus-internal/* fn=send-file
AddLog fn=flex-log name="access"
</Object>

<Object name=cgi>
ObjectType fn=force-type type=magnus-internal/cgi
Service fn=send-cgi
</Object>

<Object name="jrun"><Object name="jrun"><Object name="jrun"><Object name="jrun">
PathCheck fn="jrunfilter"PathCheck fn="jrunfilter"PathCheck fn="jrunfilter"PathCheck fn="jrunfilter"
Service fn="jrunservice"Service fn="jrunservice"Service fn="jrunservice"Service fn="jrunservice"
</Object></Object></Object></Object>
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WebSite Pro の構成の構成の構成の構成

こ こでは、 O'Reilly の WebSite Pro Web サーバーを構成する方法について説明します。
JRun が WebSite Pro と通信するには、 こ こで説明するすべての構成手順を実行する必
要があ り ます。 高度な Web サーバー接続テクニッ クの詳細については、 159  ページの

第 4 章｢コネク タ｣ を参照して ください。

構成手順を開始する前に、WebSite Pro CD から  WebSite Pro をインス トールし、O'Reilly
の Web サイ トから  WebSite Pro の最新のパッチをインス トールしているこ とを確認し
てください。次に、 JRun をインス トールし、WebSite Pro 用のインス トールに関するす
べての手順に従ってください。

JRun を WebSite Pro に接続するには、 次の手順が必要です。

• 68  ページの ｢サーブレッ ト を実行するための URL 接頭部のマッピング｣ 

• 70  ページの ｢マルチ ホームおよび URL 接頭辞｣ 

• 71  ページの ｢ファ イル拡張子の JRun へのマッピング｣ 

• 73  ページの ｢WebSite Pro と通信するための JRun の構成｣ 

この章では、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動方法について説明するため、 コ
ネク タ  ウ ィザードを  JRun インス トールの一部と して実行している場合には、 この章を
読む必要はあ り ません。

サーブレッ ト を実行するためのサーブレッ ト を実行するためのサーブレッ ト を実行するためのサーブレッ ト を実行するための URL 接頭部のマッピング接頭部のマッピング接頭部のマッピング接頭部のマッピング

WebSite Pro では、 サーブレッ ト  を実行するために特定の URL 接頭部をマッピングす
るなど、 サーバーの構成を高度にカス タマイ ズする こ とができ ます。 た と えば、
http://yourhost.com/servlet/SampleServlet 経由でサーブレ ッ ト を実行するには、

\servlet\ 用の Documents マッピングを WebSite Pro に追加する必要があ り ます。

URL 接頭部を接頭部を接頭部を接頭部を  JRun にマッピングするにはにマッピングするにはにマッピングするにはにマッピングするには

1. WebSite Server Properties アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2. [ マッピング ] タブをク リ ッ ク します。
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3. [ドキュメント URL のパス ] および [ディレクトリ ] フ ィールドを編集します。 これによ
り、 \servlet\<servlet_name > URL 経由でサーブレッ ト を実行するこ とができます。

た と えば、 [ ドキュメント  URL のパス ]  フ ィール ド内の  \servlet\  マ ッ ピング
は、 [ ディレクトリ ] フ ィ ール ド内の C:\Program
Files\Allaire\JRun\connectors\wsapi\intel-win\jrun.isa\servlet\ をポイン トするこ と
も可能です。 ファ イル名を  [ ディレクトリ ] フ ィールドの最後に手作業で入力する必
要があ り ます。

WebSite Pro で複数の ID を使用する場合は、 70  ページの ｢マルチ ホームおよび

URL 接頭辞｣ に記載されている このパスの設定に関する追加情報を参照して くだ
さい。

4. 特定の サーブレッ トを  URL にマッピングする場合は、 こ こで説明した手順と同じ
手順を使用しますが、サーブレッ ト  名をパスの最後に追加します。たとえば、次の
よ うに設定します。

C:\Program Files\Allaire\JRun\connectors\wsapi\intel-
win\jrun.isa\servlet\SnoopServlet

5. [OK] をク リ ッ ク します。

6. Web サーバーを再起動します。
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マルチマルチマルチマルチ ホームおよびホームおよびホームおよびホームおよび URL 接頭辞接頭辞接頭辞接頭辞

WebSite Pro で複数の ID を使用する場合は、 ID に割り当てられるニッ クネームを  URL
マッピングの前に追加する必要があ り ます。 ID を設定する際に、 ニッ クネームを要求
されます。

このニッ クネームは、 [ID] タブの [URL 接頭部 ] フ ィールドにも表示されます。
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このニッ クネームは、Document URL Path マッピングの前に追加されます。たとえば、
サーブレッ ト  を実行するために /devel ID をマッピングするには、Document URL Path
と して /devel/servlet/  を入力します。

ファイル拡張子のファイル拡張子のファイル拡張子のファイル拡張子の JRun へのマッピングへのマッピングへのマッピングへのマッピング

指定した拡張子で JRun を起動できるよ うに WebSite サーバーを構成するには、 2 つの
手順が必要です。 まず、 その WebSite Server Properties アプ リ ケーシ ョ ンを使用して、
WebSite をセッ ト アップする必要があ り ます。 次に、 JRun 管理コンソール を使用して、
そのマッピングを  JRun に追加する必要があ り ます。

こ こでは、ファ イル拡張子をマッピングするために WebSite を構成する手順について説
明します。 ファ イル拡張子を JRun にマッピングする方法については、 144  ページの ｢

サーブレッ トへのリ クエス ト マッピング｣ を参照して ください。

ファイル拡張子のマッピングを追加するにはファイル拡張子のマッピングを追加するにはファイル拡張子のマッピングを追加するにはファイル拡張子のマッピングを追加するには

1. WebSite Server Properties アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2. [ マッピング ] タブをク リ ッ ク します。

3. [List Selector] ボッ クスの [Content Types] を選択して、 wwwserver/isapi にマッピ
ングする拡張子のエン ト リ を追加します。 

次の図は、 .snoop 拡張子の例を示しています。
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4. [List Selector] ボッ クスの [Associations] を選択して、 次の図に示すよ うに .snoop
を jrun.isa ファ イルの場所にマッピングするエン ト リ を追加します。
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5. [OK] をク リ ッ ク します。

6. Web サーバーを再起動します。

WebSite Pro と通信するためのと通信するためのと通信するためのと通信するための JRun の構成の構成の構成の構成

こ こでは、 JRun と通信できるよ うに WebSite Pro を構成する方法について説明します。 

JRun とととと  WebSite Pro を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1. Web サーバーを停止します。

2. 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート] > [プログラム] > [JRun 3.0] > [JRun 管理コンソール] をク リ ッ ク します。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポー ト  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

3. JRun 管理者と して JMC にログインします。

4. アクセス  バーの [コネクタ ウィザード ] を選択します。
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5. 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

6. JRun コネク タのインス トールが完了したら、 WebSite Pro Web サーバーと default
JRun サーバーを再起動します。

規定 JRun サーバーがまだ起動されていない場合には、次の手順に従ってください。

• JRun をアプ リ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、[スタート] > [プログ
ラム ] > [JRun 3.0 > JRun default Server] を選択します。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバーの

名前

WebSite Pro に接続する  JRun サーバーを選

択します。 通常は、 defaultサーバーを選択
します。

JRun Admin Server はそれぞれ固有の Web
サーバーを持ち、JRun インス トールの管理

にのみ使用されます。 default サーバーに
は、 サーブレッ ト、 JSP、 および Web アプ

リケーシ ョ ンを公開できます。

Web サーバーの

種類

ド ロ ッ プダウン リス トから  [WebSite Pro]
を選択します。

Web サーバーの

バージョ ン

ドロップダウン リス トから  WebSite Pro の

バージョ ンを選択します。

Web サーバーのプ

ラッ ト フォーム

WebSite  Pro  を実行しているプ ラ ッ ト

フォームを選択します。

手順 2 JRun サーバーの

IP アドレス

WebSite Pro への接続に使用する  JRun サー

バーの IP アド レスを入力します。 WebSite
Pro と  JRun サーバーの IP アド レスが同じ

であれば、 既定値 127.0.0.1 をそのまま使

用して く ださい。

JRun サーバーの

接続ポート

JRun サーバーが WebSite Pro との通信に使

用するポートを指定します。 このポート と

WebSite Pro の HTTP ポートを混同しないで

く ださい。 デフォルトは 51000 です。
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• JRun をサービスと してインス トールした場合には、 コン ト ロール パネルのサー
ビス  コン ト ロール管理ツールで 「JRun default Server」 サービスを起動するか、
次の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

jrun -start default

7. 次の URL を使用して JRun デモ アプリケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  WebSite Pro
Web サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

これは、WebSite Pro が既定のポート  80 で接続を リ スニングしているこ とを想定し
ています。

デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、 JRun と  WebSite Pro Web サーバーの接
続は正常に構成されています。 デモ アプ リ ケーシ ョ ンが正常に実行されない場合
は、 81  ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照して ください。
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WebSite Pro 構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードは、WebSite Pro Web サーバーの構成ファイルを変更します。
本書で詳し く 説明されていない設定に変更を加え る場合は、 WebSite Pro Server
Properties インターフェイスを使用してください。

コネク タ  ウ ィザードは、 JRun local.properties ファ イルも変更します。詳細については、
81  ページの ｢ local.properties への変更｣ を参照して ください。

Java ベースのベースのベースのベースの Web サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成

JRun は、本書に特定のサーバーに関する手順が説明されているかど うかにかかわらず、
大部分の Java Web サーバーと通信する こ とができます。 こ こでは、 この章の他のセク
シ ョ ンで詳し く説明されていない Java ベースの Web サーバーを構成する方法について
説明します。高度な Webサーバー接続テクニッ クの詳細については、 159  ページの第 4

章｢コネク タ｣ を参照して ください。

JRun とととと  Java ベースのベースのベースのベースの Web サーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するにはサーバーを接続するには

1. jrun.jar ファ イルを配布ディ レク ト リから  Web サーバーの /lib/classes ディ レク ト
リにコピーします。 ( アプリ ケーシ ョ ンによっては、 jrun.jar をク ラス  パスに追加す
る必要があ り ます。 Web サーバーに付属するマニュアルを参照して ください。 )

2. 次のク ラスをポイン トする  JRunConnector とい うエイ リ アスを作成します。

allaire.jrun.connector.JRunConnector

3. 次のよ うに 2 つの初期化パラ メータを設定します。

proxyhost=localhost
proxyport=51000

これらの値は既定値であ り、別の値を使用する場合以外は明示的に設定する必要は
あ り ません。 異なるポート を  JRun に設定している場合は、 ポート番号を変更する
必要があ り ます。

4. Web サーバーの管理インターフェイスを使用して、 適切な HTTP リ クエス ト を
JRun にマッピングします。 たとえば、 次のよ うに設定します。

/servlet=JRunConnector
*.jsp=JRunConnector
/msservlets=JRunConnector

これらのマッピングに一致するすべての要求は、 JRun に転送されます。
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サーブレッ トの実行用サーブレッ トの実行用サーブレッ トの実行用サーブレッ トの実行用 CGI インターフェイスの構成インターフェイスの構成インターフェイスの構成インターフェイスの構成

JRun は、 CGI を使用する  Web サーバー用の Perl コネク タをサポート しています。 Perl
コネクタを使用するために Web サーバーを構成するには、JRun と一緒に提供されている  jrun.pl
Perl スクリ プト を使用します。 このスクリ プト は、<JRun_directory>/connectors/perl5/ にあ
り ます。

CGI スク リプ トの実行に使用する任意のディ レク ト リに jrun.pl をコピーします。たとえ
ば、 CGI ディ レク ト リが cgi-bin の場合、 次のよ うに サーブレッ ト を実行するこ とがで
きます。

http://host/cgi-bin/jrun.pl/servlet/SnoopServlet

この例では、 /servlet/SnoopServlet が JRun に渡されて、 JRun は サーブレッ ト を呼び出
します。 サーブレッ ト  の出力は、 CGI スク リプ トによって返されます。 

次に別の例を示します。

http://host/cgi-bin/jrun.pl/yourpage.jsp

この例では、 JRun 上の /yourpage.jsp が呼び出され、 結果が返されます。

jrun.pl スク リプ トは、 JRun サーバーとの接続方法を確認するために JRUNPROXY 環境変
数を検索します。 この値には、 次の形式が使用されている必要があ り ます。

<IP アドレス >:<ポート >

既定値は次のとおりです。 127.0.0.1:51000

このスク リプ トは、 特定の環境向けにカスタマイズするこ とができます。 JRun プロキ
シ アドレスを変更したり、スク リプ トの該当するサブルーチンを修正してエラー応答を
変更するこ とができます。 

Zeus Web サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成

Zeus Web サーバーを使用している場合は、 JRun と接続するよ うに Web サーバーを構
成するために、 以下の手順を実行してください。 高度な Web サーバー接続テクニッ ク
の詳細については、 159  ページの第 4 章｢コネクタ｣ を参照して ください。

この章では、 JMC 内からのコネク タ  ウ ィザードの起動について説明するため、 コネク
タ  ウ ィザードを  JRun インス トールの一部と して実行している場合には、 この章を読む
必要はあ り ません。

JRun とととと  Zeus を接続するにはを接続するにはを接続するにはを接続するには

1. 管理ログインを使用して Zeus にログインします。

2. [Module config] を選択します。

3. [Distributed] オプシ ョ ンをオンにします。

4. [Distributed] リ ンクを選択します。
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5. [Java Servlets] オプシ ョ ンを次のよ うに設定します。

Servlet prefs: /servlet
Servlet Server:ip_address:port_number 

ip_address を Web サーバーのホス トの IP アドレスに設定します。 Web サーバーと
JRun が同じホス ト  マシン上にある場合は、 ip_address を 127.0.0.1 に設定します。

port_number を  Zeus と  JRun が通信するポートに設定します。 既定値は、 51000 で
す。

6. 次のいずれかの方法で JMC を起動します。

• [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.0] > [JRun 管理コンソール ] をクリックします。

• Web ブラウザで、 次の URL を開きます。

http://localhost:8000

この手順は、 JRun が提供する  Web サーバーを既定のポー ト  (8000) で使用して、
JMC に接続する場合を想定しています。

7. JRun 管理者と して JMC にログインします。

8. アクセス  バーの [コネクタ ウィザード ] を選択します。

9. 次の表に示すよ うに、 コネク タ  ウ ィザードで必要な構成情報を指定します。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明

手順 1 JRun サーバーの
名前

Web サーバーに接続する  JRun サーバーを
選択します。 通常は、 defaultサーバーを選

択します。

JRun Admin Server はそれぞれ固有の Web
サーバーを持ち、JRun インス トールの管理

にのみ使用されます。 default サーバーに

は、 サーブレッ ト、 JSP、 および Web アプ
リケーシ ョ ンを公開できます。

Web サーバーの
種類

ドロップダウン リス トから  [Zeus Web サー
バー ] を選択します。

Web サーバーの
バージョ ン

ドロップダウン リス トから  Web サーバー
のバージョ ンを選択します。
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10. JRun コネク タのインス トールが完了したら、 Zeus Web サーバーと default JRun
サーバーを再起動します。

default JRun サーバーがまだ起動されていない場合には、 次の手順に従ってくださ
い。

• JRun をアプ リ ケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、[スタート] > [プログ
ラム ] > [JRun 3.0 > JRun default Server] を選択します。

• JRun をサービスと してインス トールした場合には、 コン ト ロール パネルのサー
ビス  コン ト ロール管理ツールで 「JRun default Server」サービスを起動するか、次
の JRun コマンド ライン  ユーティ リ ティ を使用します。

jrun -start default

11. 次の URL を使用して JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 JRun と  Zeus Web
サーバーの接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

これは、 Zeus が既定のポート  80 で接続を リ スニングしているこ とを想定していま
す。

手順 2 JRun サーバーの

IP アドレス

Zeus への接続に使用する  JRun サーバーの

IP ア ド レスを入力し ます。 Zeus と  JRun

サーバーの IP アドレスが同じであれば、既
定値 127.0.0.1 をそのまま使用して く ださ

い。

JRun サーバーの

接続ポート

JRun サーバーが Zeus との通信に使用する

ポート を指定します。 このポー ト と  Zeus
の HTTP ポー ト を混同しないで く ださい。

デフォルトは 51000 です。

JRun Connection Module の設定の設定の設定の設定

コネクタコネクタコネクタコネクタ  
ウィザードのウィザードのウィザードのウィザードの
手順手順手順手順

パラメータパラ メータパラ メータパラ メータ 説明説明説明説明
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デモ アプリ ケーシ ョ ンが実行される場合、 JRun と  Zeus Web サーバーの接続は正
常に構成されています。 デモ アプ リ ケーシ ョ ンが正常に実行されない場合は、 81

ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照してください。

Zeus 構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更

JRun コネクタ  ウ ィザードでは、Zeus Web サーバーの構成ファイルを変更します。本書
で詳し く説明されていない設定に変更を加える場合は、 Zeus の管理インターフェイス
を使用してください。

コネク タ  ウ ィザードは、 JRun local.properties ファ イルも更新します。詳細については、
81  ページの ｢ local.properties への変更｣ を参照して ください。
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local.properties への変更への変更への変更への変更

Web サーバーの構成ファ イルの他に、 JRun コネク タ  ウ ィザードは、 次のよ うに JRun
サーバーの local.properties ファ イルに変更を加えます。

• 次の行を  local.properties の最後に追加して、 JRun コネク タが正常にインス トー
ルされたこ とを示します。

ranConnector=yes

• jcpservices セクシ ョ ンの jcp.endpoint.main.port を、 コネク タ  ウ ィザード実行時
に指定したポートに設定します。 これは、 JRun  サーバー コネクタ  ポートで、 プロ
キシ  ポート と もいいます。

ト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィングト ラブルシューテ ィング
こ こでは、 JRun の外部 Web サーバーへの接続に関連する多くの一般的な問題を解決す
るために役立つ情報を提供します。 JRun インス トールの ト ラブルシューティ ングにつ
いては、 37  ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照して ください。

JRun の ト ラブルシューティングを行 う際、 <JRun_directory>/logs に置かれているログ
ファ イルをチェッ クするこ とで、 追加情報を得るこ とができます。

JRun コネクタコネクタコネクタコネクタ  ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用

JRun コネクタ  ウ ィザードを使用する と、Web サーバーとの接続を簡単に構成するこ と
ができます。 こ こでは、 ウ ィザードの実行中に発生する可能性がある一般的なエラーに
ついていくつか説明します。
エラーの内容 :

「httpd.conf にアクセスできません」
「obj.confile をロードできません」
「JRun ISAPI フィルタ コピー時のエラー」
解決方法 :

• コネク タ  ウ ィザードの手順 3 で入力した Web サーバーの構成ファイルへのパス
が間違っているか、またはパスが入力されていない可能性があ り ます。 コネク タ

ウ ィザードに戻り、 正しいパスを入力してください。

• Web サーバーを停止して、 コネク タ  ウ ィザードに戻ってください。
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JRun デモデモデモデモ アプリケーシ ョ ンのテストアプリケーシ ョ ンのテストアプリケーシ ョ ンのテストアプリケーシ ョ ンのテスト

コネク タ  ウ ィザードで Web サーバーと  JRun とのコネク タをインス トールした後、 次
の URL を使用して、 JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを実行し、 接続を確認します。

http://localhost:80/demo/index.html

こ こでは、 このデモ アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト中に発生する可能性がある一般的なエ
ラーについていくつか説明します。

HTTP エラーエラーエラーエラー

"404 File Not Found" エラー
"The page cannot be found"
"500 Internal Server Error"
「JRun サーバーに接続できません」

解決方法解決方法解決方法解決方法 :

• JRun default Server が実行されているこ とを確認してください。 特に指定しない
限り、 デモ アプリ ケーシ ョ ンはこのサーバーで実行されます。

• Windows の場合は、システム ト レイを確認して ください。 JRun をアプ リ
ケーシ ョ ンと してインス トールした場合には、 JRun サーバー 3.0 アイコ
ンが表示さ れます。 JRun をサービス と し てイ ンス ト ールし た場合に
は、 コン ト ロール パネルのサービス  コン ト ロール管理ツールで JRun
Default Server サービスが実行されているかど うかを確認して ください。

• UNIX の場合は、/opt/bin の次のコマンド ラ イン  ツールを使用して、サー
バーが実行されているかど うかを確認してください。

jrun -status default

• default JRun サーバーがすでに実行されている場合には、コネクタ  ウ ィザードを
実行した後、 再起動してください。

• 要求 URL のポート番号を確認して ください。 規定の HTTP ポートは 80 ですが、
Web サーバーが別のポー ト を リ スニングしている場合には、 そのサーバーを
URL に指定する必要があ り ます。 たとえば、Web サーバーが 8080 を リ スニング
し て い る 場 合 に デ モ ア プ リ ケ ー シ ョ ン に ア ク セ ス す る に は、
http://localhost:8080/demo/index.html と入力します。

• JRun コネクタ  ウ ィザードの使用中に、Web サーバーを実行していないかど うか
確認してください。

• /JRun/servers/default ディ レク ト リおよびそのサブディ レク ト リの読み取り ア
クセス権があるこ とを確認してください。
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並行処理エラー並行処理エラー並行処理エラー並行処理エラー

エラーの内容エラーの内容エラーの内容エラーの内容 :

"Too Many Concurrent requests"
"Reverting to Developer Edition" in JMC

解決方法解決方法解決方法解決方法 :

• ライセンスをアップグレード してください。 無償ダウンロード と  JRun
Developerの最大同時接続数は 3 です。詳細については、2  ページの ｢ JRun 製品

の種類｣ を参照して ください。

• ベータ版または評価版の JRun を使用している場合、 使用期限が切れる と この
メ ッセージが表示されます。 この場合、 最新の評価版または製品版にアップグ
レード してください。

プロセスプロセスプロセスプロセス エラーエラーエラーエラー

jrun コマンドを記述中にロックされ、 システムに入れない場合コマンドを記述中にロックされ、 システムに入れない場合コマンドを記述中にロックされ、 システムに入れない場合コマンドを記述中にロックされ、 システムに入れない場合

オンラインで子プロセスを作成するのではなく、 -nohup オプシ ョ ン  (UNIX のみ )
を使って、 サーバーのプロセスを新規作成して ください。 このオプシ ョ ンは、 & と
同じはたらきをします。 たとえば、 次のよ うに設定します。

jrun -nohup既定値
-nohup オプシ ョ ンを使っていないと きにオンラインでロ ッ ク された場合には、Ctrl
+ z を押してからプロンプ ト で bg と入力する こ とで、 JRun サーバー プロセスを
バッ クグラウンドに移動してください。

-startおよび -nohup オプシ ョ ンについては、96  ページの ｢ jrun コマンドの使用｣ を

参照してください。
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第  3  章
第 3 章 JRun 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール
JRun 管理コンソール (JMC)はブラウザベースのユーティ リ ティです。 JRun でさまざ
まな設定を構成するには、 JMC を使用します。 この章では、 JMC の概要と、 JMC で
実行できる機能について説明します。

内容内容内容内容
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JRun 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール の開始の開始の開始の開始

JRun には、 JRun 管理コンソール (JMC) とい うブラウザベースの Web アプリ ケーシ ョ
ンが用意されています。 このユーティ リ ティ を使用して、 JRun 環境や、 JRun と使用し
ている  Web サーバーの接続を設定するこ とができます。 デフォルトで、 JMC は Admin
JRun サーバー上で実行されます。

このセクシ ョ ンでは、 JMC の開始方法と、 コンソールの基本レイアウ ト 、および機能に
ついて説明します。

メモメモメモメモ JMC は JSP ベースであるため、 アクセスするには Netscape
Communicator バージ ョ ン 4.0 以降、または Internet Explorer バージ ョ ン
4.0 以降のいずれかが必要です。

JMC を開始するにはを開始するにはを開始するにはを開始するには 

1. JRun サーバーが実行されていない場合は、 Admin で JRun server を開始します。
JRun サーバーの開始については、35  ページの ｢ JRun サーバーの起動と停止｣ を参

照してください。

2. Web ブラウザで 次の URL を開いて、 JMC を開始します。

http://localhost:8000

またはまたはまたはまたは Windows のみ : [スタート ] > [プログラム ] > [JRun 3.0] > [JRun 管理コンソー
ル ] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ この手順は、JRun が提供する  Web サーバーを既定のポート  (8000) で
使用して、 JMC に接続する場合を想定しています。

JMC を初めて起動した場合は、 JRun 使用許諾契約書が表示されます。 JMC が表示
されない場合は、 37  ページの ｢ ト ラブルシューティング｣ を参照して ください。

3. JRun 使用許諾契約に同意します。使用許諾契約に 1 度同意すれば、2 度目からは表
示されません。
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JMC のログインウ ィンド ウが表示されます。

4. 表示されたフ ィールドにユーザ名とパスワードを入力し、 [ ログイン ] をク リ ッ ク
します。既定のユーザ名は admin です。admin 用のパスワードはインス トール 時に
設定した内容です。
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JRun 管理コンソール ウ ィンド ウは [ よ う こそ ] ページを開いたと きに表示されま
す。

このウ ィンド ウには 2 つのペインがあ り ます。左側ペインにはマシン  レベルからの
JRun オブジェク ト階層がツ リーで表示されます。 右側ペインには、 現在、 ツ リー
で選択しているフォルダやオブジェク トの中身が表示されます。ペインの上にはア
クセス  バーがあ り ます。 このバーには、 JRun サーバー固有ではないコマンドが表
示されます。

admin 権限を持っていない場合は、アクセス  バーにすべてのオプシ ョ ンは表示され
ず、 またツ リーにある全オブジェク トにアクセスするこ と もできません。

このツ リーには Change Password のよ うな機能や、 serial_number のよ うなプロパ
ティなどのオブジェク トがあ り ます。

JRun 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール の使用の使用の使用の使用

コンソールを使用する場合は、 次の点に注意してください。

• 左側ペインに表示されているフォルダの内容をプレビューするには、フォルダの
前にあるプラス  (+) 記号をク リ ッ ク します。 

• 左側ペインで開かれているフォルダを閉じるには、 マイナス  (-) 記号をク リ ッ ク
します。 

• 右側ペインにあるフォルダの内容を表示するには、目的のフォルダをク リ ッ ク し
ます。本書では、> 記号はフォルダ、 サブフォルダ、 ファ イルやオブジェク トの
レベルを表し ます。 また、 斜体は変数情報を表し ます。 た と えば、 「[Select
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machine_name] > [JRun_server_name] > [application_name] > [ログの設定 ]」 のよ
うに使用されます。

• オブジェク ト を選択するには、目的のオブジェク ト をク リ ッ ク します。右側ペイ
ンに選択したオブジェク トのプロパティが表示されます。 または、 JRun によ り
選択した機能が実行されます。プロパティを編集するには、右側ペインの [編集
] ボタン、 または [プロパティ ] をク リ ッ ク します。 [ エディ タ ] ウ ィンド ウが表
示されるので、 そこで変更を行います。

• ほとんどの場合、 JRun サーバーのプロパティに変更を加えた後は、 その変更を
有効にするために JRun サーバーを再起動する必要があ り ます。

JMC のお気に入りの設定のお気に入りの設定のお気に入りの設定のお気に入りの設定

JMC では、 一般的に使われる編集ウ ィンド ウの リ ス ト を [ よ う こそ ] ページに追加する
こ とができます。 たとえば、 特定の Web アプリ ケーシ ョ ンのセッシ ョ ンの設定を頻繁
に変更する場合、 オブジェク ト  エクスプローラをいくつも表示しなくても、 [よう こそ ]
ページで一度ク リ ッ クするだけでそのページを取得できるよ うに、 リ ンクを追加するこ
とができます。

JMC の特定のパネルにリ ンクを追加するには、そのパネルの右下にある  [ よ う こそペー
ジへ追加 ] をク リ ッ ク します。 JRun は、パネルが追加されたこ とを確認します。次回に
[ よ う こそ ] ページを表示する と、保存された JMC リ ンク  セクシ ョ ンでそのリ ンクが表
示されます。

JRun シリアル番号の設定シリアル番号の設定シリアル番号の設定シリアル番号の設定

JRun シ リアル番号は、 実行中の JRun のバージ ョ ンを定義します。 JRun Developer か
無料の評価版をインス トールした場合、 シ リ アル番号は空欄です。 JRun ラ イセンスを
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アップグレードする場合は、JMC にあるシ リアル番号を変更して制限を解除するこ とが
できます。

このセクシ ョ ンでは、 JRun シ リアル番号の変更方法について説明します。 JRun ライセ
ンス購入の詳細については、 14  ページの ｢ JRun 関連のコンタ ク ト先｣ を参照してくだ
さい。

メモメモメモメモ [ シリアル番号 ] プロパティを変更できるのは、 admin と してログインした
ユーザのみです。

シリアル番号を修正するにはシリアル番号を修正するにはシリアル番号を修正するにはシリアル番号を修正するには

1. アクセス  バーで [シリアル番号 ] を選択します。 アクセス  バーは JMC ペイン上部に
横長に表示されます。

[製品シ リアル番号 ]パネルが表示されます。

2. [シリアル番号 ] フ ィールドに、 提供されたシ リ アル番号を正確に入力します。

3. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

4. JRun サーバーを再起動します。

JMC ユーザの管理ユーザの管理ユーザの管理ユーザの管理

JMC には JMC ユーザを管理するためのユーティ リ ティが用意されています。JRun アド
ミニス ト レータでは、 このユーティ リ ティ を使って JRun サーバーによるアクセスを制
限するこ とができます。 たとえば、 ISP で使用している場合、 個々のカスタマに専用の
JRun サーバーと、 このサーバーの設定のみにアクセスする権利を与える こ とができま
す。 この場合、 ユーザは JMC にある  JRun サーバーの う ち、 アクセス権を与えられてい
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るものだけを参照できます。 このセクシ ョ ンでは、 ユーザの追加と削除、 ユーザ設定の
変更などを行 う方法について説明します。

現在のユーザに対する変更を行った場合、変更を有効にするには、 いったんログアウ ト
し、 も う一度ログインする必要があ り ます。 また、別のユーザに対する変更を行った場
合も、変更を行ったユーザがログアウ ト し、変更を加えられたユーザ自身がログインす
るまで、 変更は有効になり ません。

現在どのユーザと してログインしているかを調べるには、 JMC アクセス  バーの左側で
確認します。 初めてログインしたと きには、 (admin) と表示されています。

新規新規新規新規 JMC ユーザの追加ユーザの追加ユーザの追加ユーザの追加

[JMC ユーザの管理 ] オプシ ョ ンを使用して、 異なるレベルのアクセス権を持つユーザ
を  JMC に追加するこ とができます。 個々のユーザに対し、 JRun サーバーに部分的また
は完全なアクセス権を与えるこ とができるほか、完全にアクセス不可能に設定するこ と
もできます。 

メモメモメモメモ [JMC ユーザの管理 ] オプシ ョ ンにアクセスできるのは、 admin と してロ
グインしたユーザのみです。

新規ユーザを追加するには新規ユーザを追加するには新規ユーザを追加するには新規ユーザを追加するには

1. アクセス  バーで [JMC ユーザの管理 ] を選択します。

右側ペインに [JMC ユーザの管理 ] パネルが表示されます。

2. [ユーザ名 ] フ ィールドに新規ユーザの名前を入力します。 
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メモメモメモメモ [ユーザ名 ] に空白文字を使用できます。 たとえば、「Nick Danger」 は有
効な名前です。 名前の前後につけられた空白文字は削除されます。

3. [ パスワード ] フ ィールドに新規ユーザのパスワードを入力します。 新規ユーザのパ
スワードを入力する場合は、 次の点に注意してください。

• [JMC ユーザの管理 ] パネルに入力している間、 パスワードはアスタ リ スクで表
示され、 他のユーザにはわからないよ うになっています。 

• パスワードは最低 1 文字です。 

• パスワードにスペースやアスタ リ スク  (*) を使用するこ とはできません。

4. 新規ユーザに対しアクセスを許可する  JRun サーバーを、[アクセス権 ] リストボッ ク
スから選択します。複数の JRun サーバーを選択するには、最初のサーバーをク リ ッ
ク し、 Ctrl キーを押したまま、 残りの JRun サーバーを選択します。 

5. 変更を適用するには、 [JMC ユーザの更新 ] をク リ ッ ク します。

JMC ユーザの設定の変更ユーザの設定の変更ユーザの設定の変更ユーザの設定の変更

[JMC ユーザの管理 ] オプシ ョ ンを使用して、 ユーザのパスワードや、 ユーザがアクセ
スできる  JRun サーバーを変更するこ とができます。admin ユーザに対する設定を [JMC
ユーザの管理 ] オプシ ョ ンで変更するこ とはできません。

メモメモメモメモ [JMC ユーザの管理 ] オプシ ョ ンにアクセスできるのは、 admin と してロ
グインしたユーザのみです。

ユーザ設定を変更するにはユーザ設定を変更するにはユーザ設定を変更するにはユーザ設定を変更するには

1. アクセス  バーで [JMC ユーザの管理 ] を選択します。

右側ペインに [JMC ユーザの管理 ] が表示されます。

2. JRun サーバーに対するユーザのアクセス権を変更するには、 このユーザに対応す
る  [ アクセス権 ] リ ス トボッ クスで、 目的の JRun サーバーをク リ ッ ク します。 複数
の JRun サーバーを選択するには、 最初のサーバーをク リ ッ ク し、 Ctrl キーを押し
たまま、 残りの JRun サーバーを選択します。

3. ユーザのパスワードを変更するには、 [ パスワード ] フ ィールドでアスタ リ スクで表
示されたパスワードを選択し、新しいパスワードを入力します。新規パスワードを
入力する場合は、 次の点に注意してください。

• [JMC ユーザの管理 ] に入力する場合、パスワードはアスタ リ スクで表示され、他
のユーザにはわからないよ うになっています。 

• パスワードは最低 1 文字です。 

• パスワードにスペースやアスタ リ スク  (*) を使用するこ とはできません。

4. 変更を適用するには、 [JMC ユーザの更新 ] をク リ ッ ク します。

これらの変更は、 次にユーザがログインしたと きに有効になり ます。
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JMC ユーザの削除ユーザの削除ユーザの削除ユーザの削除

[JMC ユーザの管理 ] オプシ ョ ンを使用して、 admin 以外のどのよ うなユーザでも  JRun
から削除するこ とができます。 [JMC ユーザの管理 ] オプシ ョ ンにアクセスできるのは、
admin と してログインしたユーザのみです。

メモメモメモメモ ユーザを削除する前に、 これらのユーザが JMC からログアウ ト している
こ とを確認してください。

ユーザを削除するにはユーザを削除するにはユーザを削除するにはユーザを削除するには

1. アクセス  バーで [JMC ユーザの管理 ] を選択します。

右側ペインに [JMC ユーザの管理 ] パネルが表示されます。

2. 削除するユーザの [ ユーザの削除 ]チェッ クボッ クス をオンにします。一度に

複数のユーザを選択して、 削除するこ とができます。

3. 変更を適用するには、 [JMC ユーザの更新 ] をク リ ッ ク します。

パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更

JMC の [パスワード の変更 ] オプショ ンを使用して、現在ログインしているユーザのパ
スワード を変更するこ と ができます。admin と してログインしている場合は、[JMC ユー
ザの管理 ] オプショ ンを使用すると 、他のどのユーザのパスワード でも変更するこ と が
できます。 詳細については、 92  ページの ｢ JMC ユーザの設定の変更｣ を参照してく だ
さい。

自分のパスワードを変更するには自分のパスワードを変更するには自分のパスワードを変更するには自分のパスワードを変更するには

1. アクセス  バーで [パスワードの変更 ] を選択します。

右側ペインに [ パスワード変更リ クエス ト ] パネルが開き、 現在ログインしている
ユーザとそのユーザの JRun サーバーに対するパー ミ ッシ ョ ンが表示されます。



94 JRun セッ トアップ  ガイド
[ サーバー アクセス権 ] フ ィールドにアスタ リ スク 「*」 が表示されている場合は、
そのユーザがアクセス権をすべて持っているこ とを表します。

2. [現在のパスワード ] フ ィールドに、 変更前のパスワードを入力します。 

3. [新規パスワード ] フ ィールドに、新しいパスワードを入力し、 [新規 パスワード 再入

力 ] フ ィールドで新規パスワードを確認します。新規パスワードを入力する場合は、
次の点を考慮してください。

• [パスワード変更リクエスト ] ウ ィンド ウに入力している間、パスワードはアスタ リ
スクで表示され、 他のユーザにはわからないよ うになっています。 

• パスワードにスペースやアスタ リ スク  (*) を使用するこ とはできません。

• パスワードは最低 1 文字です。 

4. 変更を適用するには、 [変更の送信 ] をク リ ッ ク します。

JRun サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定

JRun サーバーは JRun アーキテクチャの核とな り ます。 JRun サーバーの機能は次のと
おりです。

• Web アプリ ケーシ ョ ンを論理的にグループ化する方法の提供。 JRun サーバーで
実行するこ とができる  Web アプリ ケーシ ョ ンの数に制限はあ り ません。

• JRun Connection Module を経由した、 内部および外部 Web サーバーと  Web ア
プリ ケーシ ョ ンとの接続。

• Web サーバーの安定性の維持。 JRun サーバーはそれぞれ、 独立したプロセスと
して実行されます。 JRun サーバーによ り提供されるサービスもプロセスに組み
込まれていません。

• Enterprise JavaBeans を使ったビジネス  ロジッ クの実装。
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JRun イ ンス ト ールは、 次の 2 つの JRun サーバーをセッ ト ア ップし ます。 つま り、
「default 」 と 「admin」の 2 つです。JMC では、defaultサーバーは [JRun Default Server]、
admin サーバーは [JRun Admin Server] と表示されます。

admin サーバーを使えば、JRun 管理コンソール アプリ ケーシ ョ ン  (jmc-app) にアクセスで
きます。defaultサーバーは、ユーザがすぐに立ち上げて実行できるサーバーで、空の デ
フォルト ユーザ アプリケーション (default-app) と  JRun デモ (demo-app)
 を含んでいます。

メモメモメモメモ Windows NT では、 JRun サーバーは、 NT サービスと して実行するこ と
も、 あるいはアプリ ケーシ ョ ンと して実行するこ と もできます。 サービス
と して実行される と きの JRun Admin Serverや JRun default サーバーは、
コンピュータが起動するたびに起動して、ユーザ処理と してでなくシステ
ム処理と して実行されます。 アプ リ ケーシ ョ ン と して実行される と きの

JRun サーバーは、 手動で開始させる必要があ り ます。

JMC には [JRun サーバー ] パネルがあ り、 [machine_name] > [JRun_server_name] を選択
してアクセスします。

[JRun サーバー ] パネルには、 サーバーについての情報だけでなく、 サーバーの状態も
表示されます。 このパネルを使用して、サーバーを再起動するこ と もできます (96  ペー

ジの ｢ JMC で JRun サーバーの再起動｣ で説明します )。
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このセクシ ョ ンでは、 JMC を使用した次の作業について説明します。

• 96  ページの ｢ JMC で JRun サーバーの再起動｣ 

• 96  ページの ｢ jrun コマンドの使用｣ 

• 100  ページの ｢ JRun サーバーの追加および削除｣ 

• 103  ページの ｢ Java Virtual Machines の設定｣ 

• 106  ページの ｢ JRun サーバー イベン ト  ログの設定｣ 

JRun サーバーを使用した作業の詳細については、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ ンの開
発』 を参照してください。 

JMC でででで JRun サーバーの再起動サーバーの再起動サーバーの再起動サーバーの再起動

JMC では、 JRun サーバーを簡単な方法で再起動するこ とによ り、ユーザが JMC で行っ
た大部分の変更内容を有効にするこ とができます。 

UNIX や Windows では、コマンド ラインから  JRun サーバーを再起動するこ と もできま
す。 詳細については、 96  ページの ｢ jrun コマンドの使用｣ を参照して ください。

また Windows では、コン ト ロール パネルからアクセスできるサービス  コン ト ロール管
理ユーティ リ ティ  (JRun サーバーをサービスと して実行している場合 )から、 またはシ
ステム  ト レイ  (JRun サーバーをアプリケーシ ョ ンと して実行している場合 ) から  JRun
サーバーを再起動するこ とができます。

JMC でででで JRun サーバーを再起動するにはサーバーを再起動するにはサーバーを再起動するにはサーバーを再起動するには

1. machine_name > JRun_server_name> Web Applications を選択します。

[JRun サーバー ] パネルが表示されます。

2. [サーバーの再起動 ] をク リ ッ ク します。

メモメモメモメモ この JMC から  admin サーバーを再起動しないでください。 デフォル
トでは、 そのサーバー上で JMC が実行されているからです。

jrun コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用

JRun には、Windows 環境と  UNIX 環境の両方で使用できる、 コマンド ライン ユーティ
リ ティが用意されています。 このセクシ ョ ンでは、 このユーティ リ ティのオプシ ョ ンに
ついて説明します。

Windows では、 <JRun_directory>/bin から コマン ド ラ イン  ユーティ リ テ ィ を実行しま
す。UNIX では、 /opt/jrun/bin ディ レク ト リにコマンド ライン  ユーティ リ ティがあ り ま
す。 jrun コマンド  オプシ ョ ンを リ ス トするには、 コマンド ラ インに "jrun" (オプシ ョ ン
なしの場合 ) と入力します。
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このコマンドの構文は次のとおりです。 

jrun -[info | version | admin]
jrun [-jrundir jrun_root_dir] -start | -stop | -restart [server_name]
jrun [-jrundir jrun_root_dir] -start [server_name] [-debug]
jrun -install NT_service_name server_name [-quiet]
jrun -remove NT_service_name [-quiet]
jrun -demo server_name
jrun -java java_prog -classpath classpath java_args class class_args

adminadminadminadmin
jrun -admin
Windows (NT のみ ) で JRun 管理コンソール を開始します。このコマンドにはパラ
メータを付けません。

consoleconsoleconsoleconsole
jrun -console options

UNIX のみ java.System.out で指定する  stdout/sterr 転送、 および local.properties 
ファ イルの java.System.err は、 ログ ファ イルへの出力ではなく コンソールへの出
力なので、 使用できません。 また、 screenlogger サービスを使用する と きにこの
オプシ ョ ンを使用します。 

例

jrun -console -start default

demodemodemodemo
jrun -demo server_name

default サーバーを使用して、 JRun デモ アプリ ケーシ ョ ンを開始します。 デモ アプ
リ ケーシ ョ ンを別の JRun サーバーへ再公開する場合は、 コマン ド ラ インにその
サーバーを指定します。 Windows NT のみ。

例

jrun -demo default

info
jrun -info

使用中の JRun インス トールに関する情報を返します。 

例

%> bash$ ./jrun -info
JRun 3.0 Service Pack 2
Version 3.02.2000
Developer Edition

Windowsでこのオプシ ョ ンを使用する場合、コマンド ラインから JRun を Javaへの
入力と して実行します。
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例

java JRun -info

ク ラスパスに jrun.jarおよび servlet.jar が必要です。

installinstallinstallinstall
jrun -install NT-service_name server_name -[quiet]

JRun を Windows NT サービスと してインス トールします (NT のみ )。 server_name
は、jvms.property ファ イルにある  JRun サーバーの 1 つでなければなり ません。サー
バーのルー ト  ディ レ ク ト リ の実際のパスを  jvms.properties フ ァ イルへ追加しま
す。 たとえば、 次のよ うにします。

foo="C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/foo"

例

% jrun -install "Foo Service" foo -quiet

-quiet オプシ ョ ンを使用する と、 コマンドの成否にかかわらず、ダイアログ ボッ ク
スが表示されなくなり ます。JRunサーバーのインス トールについては、 100  ページ

の ｢ JRun サーバーの追加｣ を参照して ください。

javajavajavajava
jrun -java java-prog -classpath path [java-args] class [class-args]
JRun 以外の Java アプリケーシ ョ ンを起動します。ディ レク ト リ を指定するには、-
classpath オプシ ョ ンを使用します。 JRun によ り、 .jar ファ イルがすべて、 このディ
レク ト リに格納されています。

例

% jrun -java c:\jdk1.2.2\bin\java -classpath c:\JRun\lib JRun -start _
c:\JRun\servers\default

jrundir
jrun -jrundir jrun_root_dir [command]

jrundir オプシ ョ ンでは、 JRun を起動する と きにコマンド ラ インで JRunのルート
ディ レク ト リ を指定できます。 小売バージ ョ ンと OEM バージ ョ ンの両方を使用し

ているなどの場合で、 1 つのマシンにインス トールされた複数の JRunのインスタン
スに違いをつけるこ と もできます。Windows ユーザは 1 つのマシンに JRunの小売
バージ ョ ンの 2つのコピーをインス トールできないこ とに注意してください。 

JRun のインスタンスが 1 つだけインス トールしてある場合、 このオプシ ョ ンは必
要あ り ません。

例

jrun -jrundir c:\oemcompany\servlet_engine start -admin

nohup
jrun -nohup [JRun_server_name] [-debug]
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UNIXのみ。 JRun サーバーをすべて開始します。特定の JRun サーバーのみを開始
するには、 JRun_server_name に該当するサーバー名を指定します。-nohup オプシ ョ
ンは -start オプシ ョ ンと異なり、 フォアグラウンドで子プロセスを作成する代わ

りにバッ クグラウンドでサーバー用に新規プロセスを作成します。-debugオプシ ョ

ンは JRun を JRun Studio用のデバッグ モードに設定します。-debugオプシ ョ ンを
使用する場合、 他の JRun サーバーを起動する前に admin JRun サーバーを起動す
る必要があ り ます。

removeremoveremoveremove
jrun -remove NT-service-name [-quiet]
Windows NT のサービスである  JRun サーバーを削除します ( Windows NT のみ )。

例

% jrun -remove "JRun Default" -quiet

-quiet オプシ ョ ンを使用する と、 コマンドの成否にかかわらず、ダイアログ ボッ ク
スが表示されなくなり ます。

restartrestartrestartrestart
jrun -restart [JRun_server_name]
JRun サーバーをすべて再起動します。 特定の JRun サーバーのみを再起動するに
は、 JRun_server_name に該当するサーバー名を指定します。

startstartstartstart
jrun -start [JRun_server_name] [-debug]

JRun サーバーをすべて開始します。 特定の JRun サーバーのみを開始するには、
JRun_server_name に該当するサーバー名を指定します。 -debug オプシ ョ ンは JRun
を JRun Studio用のデバッグ モードに設定します。 -debug オプシ ョ ンを使用する

場合、 他の JRun サーバーを起動する前に admin JRunサーバーを起動する必要が
あ り ます。

例

% jrun -start default -debug

-nohup オプシ ョ ン  (UNIX のみ ) は、 オンラインで子プロセスを作成せずに、 バッ
クグラウンドでサーバーに新規プロセスを引き当てます。

statusstatusstatusstatus
jrun -status [JRun_server_name]
JRun サーバーすべてのステータスを表示します。特定の JRun サーバーのステータ
スのみを表示するには、 JRun_server_name に該当するサーバー名を指定します。

stopstopstopstop
jrun -stop [JRun_server_name]
JRun サーバーをすべて停止します。 特定の JRun サーバーのみを停止するには、
JRun_server_name に該当するサーバー名を指定します。
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version
jrun -version

使用中の JRun のバージ ョ ンを返します。

例 (UNIX)

%> bash$ ./jrun -version
3.02.2000

-version オプシ ョ ンをWindowsで使用するには、コマンド ラ インから JRunを Java
への入力と して実行します。

例

java JRun -version

ク ラスパスに jrun.jarおよび servlet.jarが必要です。

JRun サーバーの追加および削除サーバーの追加および削除サーバーの追加および削除サーバーの追加および削除

JRun のデフォルト インス トールには、admin と  default の 2 つのサーバーが含まれます。
これらの JRun サーバーには、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンが用意されており、 サーバー
をすばやく起動、 実行するための方法が提供されています。 これによ り、 品質保証、生
産、 開発環境を別々に維持した り、 複数の Web サイ トで公開するアプリ ケーシ ョ ンを
開発するために JRun サーバーを追加するこ とができます。

JRunサーバーを追加または削除する場合、 それぞれのサーバーによ り使用されるポー
トおよびそれらの機能に注意しておく必要があ り ます。 JRunのポートの使用法につい
ては、 160  ページの ｢ JRun ポートについて｣ を参照してください。

JRun サーバーの追加サーバーの追加サーバーの追加サーバーの追加

新しい JRun サーバーを作成するには、 デフォル ト  アプ リ ケーシ ョ ンを含む default
JRun サーバーのファ イルとディ レク ト リ構造をコピーしてから、 新しいサーバーに合
わせてこのコピーを修正するのが最も簡単です。

JRun サーバーを追加するにはサーバーを追加するにはサーバーを追加するにはサーバーを追加するには

1. /servers/default ディ レク ト リ を、 /servers/foo のよ うに新しいサーバー名を持つ
ディ レク ト リにコピーします。

2. 新しいディ レク ト リ  (/servers/foo) で、 local.properties ファ イルを開きます。
local.properties ファ イルには、 名前やポー ト設定などの基本的なプロパテ ィのほ
か、 サーバーにインス トールされているアプ リ ケーシ ョ ンといった JRun サーバー
固有の設定が格納されています。

新規の local.properties ファ イルを次のよ うに変更します。

i. サーバーに新し く付けた名前に合わせて、 jrun.server.displayname プロパ

ティを変更します。 コードは、 次の例のよ うになり ます。
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## jvm properties
# was:jrun.server.displayname=Default Server
jrun.server.displayname=Foo Server

ii. [Web Application Settings] セクシ ョ ンにある  default-app 以外のアプリケー
シ ョ ンを削除します。 default サーバーにアプリ ケーシ ョ ンが 1 つも追加さ
れていない場合は、 demo-app 以外は何も削除する必要はあ り ません。

たとえば、 各アプリケーシ ョ ンに次のよ うなセクシ ョ ンがある と します。
jmc-app.rootdir=C:\\ProgramFiles\\Allaire\\JRun\\servers _

\\admin\\jmc-app
jmc-app.class={webapp.service-class}
webapp.mapping./=jmc-app

そのアプリケーシ ョ ンで default-app を参照していない設定を削除します。

iii. 既定のアプリケーシ ョ ンだけを含むよ うに、 servlet.webapps プロパティを
リセッ ト します。 上記の例にあるコード行は、 次のよ うになり ます。

# was:servlet.webapps=default-app, demo-app
servlet.webapps=

iv. ポート設定を変更します。 これらの設定はそれぞれ、ファ イルの異なるセク
シ ョ ンに保存されています。 たとえば、 次のよ うに設定します。

web.endpoint.main.port=8101 #was:8100 (Web server port)
jcp.endpoint.main.port=51001 #was:51000 (リスニング ポート )
control.endpoint.main.port=53001 #was:53000 (コントロール ポート )
ejipt.classServer.port=2324 #was: 2323
ejipt.homePort=2334 #was 2333

メモメモメモメモ ポート設定を変更しない場合は、バインディング例外が起こるこ とが

あ り ます。

3. local.properties ファ イルを保存します。 

4. /servers/foo から  default-app 以外のすべてのアプリケーシ ョ ンにあるディ レク ト
リ を 削除します。 default サーバーにアプ リ ケーシ ョ ンが 1 つも追加されていない
場合は、 何も削除する必要はあ り ません。

5. <JRun_rootdir>/lib ディ レク ト リで jvms.properties ファ イルを開きます。 JRun
では、 jvms.properties ファ イルを使用して、 インスタンス化するサーバーが決定さ
れます。新規サーバーに対する行を追加します。Windows NT では、 ファ イルの内
容が次のよ うに表示されます。

admin=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/admin
default=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/default
foo=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/foo

行末にあるディ レク ト リ名や、 行頭にあるサーバー名に注意してください。

6. 次の手順に従って、 新規 JRun サーバーを開始します。

Windowsの場合 :

1. <JRun_rootdir>/bin で、 jrun-default.bat ファ イルを jrun-foo.bat にコピーし
ます。
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ii. jrun-foo.bat を編集して、 新規サーバーの名前を指定します。
@echo off
start jrun -start foo

iii. jrun-foo.bat ファ イルを実行します。

iv. Windows NT では、必要に応じてコマンド ラ イン ユーティ リ ティ を使用し、
新しいサーバーを  NT サービス と して追加するこ と もできます。

jrun -install "Foo Service" foo -quiet

v. 以下のコマンドを使用して、 サーバーを開始します。

jrun -start foo

UNIXの場合 :

/jrun/bin にある  JRun コマンド ラ イン ユーティ リ ティ を使用します。
jrun -start foo

6. JMC にログインしている場合は、 ログアウ ト してから  Admin サーバーを再起動し
ます。

次回にログインする と、 JMC の左側ペインに新しい Foo Server が表示されます。 この
サーバーには default-app以外のWeb アプリケーシ ョ ンは何も入っていません。

JRun サーバーの削除サーバーの削除サーバーの削除サーバーの削除

JRun サーバーの削除は十分に考慮してから行ってください。サーバーを削除する前に、
必ず、該当するサーバーに入っている重要なファイルやアプリケーシ ョ ンをすべてバッ
クアップして ください。 このセクシ ョ ンでは、 JRun サーバーの削除方法について説明
します。

警告警告警告警告 JRun Admin Server、 および Default Server を削除しないで く ださい。 これ

らのサーバーに入っているアプリケーシ ョ ンが失われないようにするた
めです。

JRun サーバーを削除するにはサーバーを削除するにはサーバーを削除するにはサーバーを削除するには

1. 削除する  JRun サーバーを停止します。

2. サーバーのディ レク ト リ、およびすべてのサブディ レク ト リ を削除します。 たとえ
ば、 /servers にある  /foo ディ レク ト リ を削除します。

3. <JRun_rootdirectory/lib ディ レク ト リで jvms.properties ファ イルを開き、 このサー
バーに対応する行を削除します。Windows NT では、 ファ イルの内容が次のよ うに
表示されます。

admin=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/admin
default=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/default
#foo=C:/Program Files/Allaire/JRun/servers/foo

4. このサーバーで使用されていたスタート アップ スク リプ ト をすべて削除します。
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5. サーバーを  NT のサービスと して追加していた場合、 コマンド ライン  ユーティ リ
ティ を使用して、 このサービスを削除します。

jrun -remove "Foo Server" -quiet

6. JMC にログインしている場合は、 ログアウ ト してから  Admin サーバーを再起動し
ます。

次回ログインする と、 JMC の左側ペインにこのサーバーは表示されません。

Java Virtual Machines の設定の設定の設定の設定

Java Virtual Machine (JVM) は JRE と も よばれ、 ソフ ト ウェアで実装された CPU です。
これには Java プラ ッ ト フォームのために作成されたプログラムを実行するために必要
なすべての機能が含まれています。

JRun サーバーはそれぞれ、 JRun サーバーに対して全サーブレッ ト 、 JSP ページ、 およ
び EJB を実行する  1 つの JVM と関連付けられています。 このセクシ ョ ンの情報を使用
し、 各 JRun サーバーについて JVM を設定します。

[Java 設定 ] パネルを使用して、ログ ファ イル出力の位置を設定できます。UNIX システ
ムでは、 [jrun] コマン ド の -console オプシ ョ ンを使って、 Java.System.err および
java.System.out 出力をコンソールに転送するこ と もできます。詳細については、96  ペー

ジの ｢ jrun コマンドの使用｣ を参照してください。

JVM の一般設定を編集するにはの一般設定を編集するにはの一般設定を編集するにはの一般設定を編集するには

1. JRun 管理コンソールの左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] >
[Javaの設定 ] を選択します。

[Java の設定 ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [Java 設定の編集 ] ウ ィンド ウが表示さ
れます。
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3. 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

JVM プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

Java実行ファイル ユーザの Java 仮想マシンへのパスを入力します。JVM を

変更する場合は、 [Java 引数 ] フ ィールドで、 コマンド ラ

イン引数の変更が必要になることもあります。

System.out
ログ ファイル

JVM の system.out メ ッセージのログ先の絶対パスを入
力します。

System.err
ログ ファイル

JVM の system.err メ ッセージのログ先の絶対パスを入
力します。

JRun コ ン ト ロール
ポート

一意のポート番号を入力します。このポートの既定値は

JRun インス トール スクリプ トにより決まります。 JRun

では、 ステータス情報とシャ ッ トダウン情報のために、
このポートが使用されます。

Java クラスパス

(java.exe のみ )

クラスパスは、クラスを見つけるために Java プロセスに

より検索されるデ ィ レク ト リのリストです。このパスに
クラスを追加するか、JRun によりデフォルトでクラスパ

スに追加されている  <JRun_directory>/classes デ ィ レク

ト リにクラスを保存します。

テキスト  フ ィールドの Java クラスパスに追加するパス

を入力します。この Java クラスパスは、現在の JRun サー

バー内にあるサーブレッ トによって使用されます。

クラスパスの詳細については、 『JRunによるアプリケー
シ ョ ンの開発 』 を参照して く ださい。

 クラスパス JRun 自体が実行する必要のあるクラスおよび .jar フ ァ
イルの位置を入力します。 デ ィ レク ト リを入力すると、
そのデ ィ レク ト リ内のすべての .jar フ ァ イルがそのク

ラスパスに含まれます。

Java引数 JRun により  JVM が開始される場合に JRun から  JVM実行
ファイルに渡されるコマン ド ライン引数をすべて入力
します。

ライブラリ  パス ユーザのサーブレ ッ ト で別のプログラ ミ ング言語 (C、

C++ など ) によるステート メン ト を使用する場合は、Java

ネイテ ィブ インタフ ェース (JNI) が入っているデ ィ レク
ト リを入力します。複数のディ レク ト リを指定する場合
は、セ ミ コロン  (Windows の場合 ) かコロン  (UNIX の場合

) で区切ります。
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4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

Java コマンド ラインコマンド ラインコマンド ラインコマンド ライン  オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用オプシ ョ ンの使用

デフォルトでは、Windows 用 JRun と  Solaris 用 JRun では JRE 1.2 を使用します。エディ
タで Java 実行ファイル フ ィールドに別の JVM を指定する前に、使用可能なコマンド ラ
イン  オプシ ョ ンについて理解しておく必要があ り ます。[Java引数 ] フ ィールドにコマン
ド ライン  オプシ ョ ンを追加するこ と もできます。一般的によ く使用される  2 種類の JVM
のコマンド ライン  オプシ ョ ンは次のとおりです。

Sun Microsystems JDK1.1.7b オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン

Sun Microsystems JDK1.1.7b
使用法 :java [-options] class
このオプションに入る値は次のとおりです。

-help             このメッセージを出力します
-version          ビルド バージョンを出力します
-v -verbose       verbose モードをオンにします
-debug            リモート JAVA デバッグを有効にします
-noasyncgc        非同期ガベージ コレクションができないようにします
-verbosegc        ガベージ コレクションが始まったとき、メッセージを表示します
-noclassgc        クラス ガベージ コレクションを無効にします
-ss<number>       スレッドの最大ネイティブ スタック サイズを設定します
-oss<number>      スレッドの最大 Java スタック サイズを設定します
-ms<number>       Java ヒープ サイズの初期値を設定します
-mx<number>       最大 Java ヒープ サイズを設定します
-classpath <セミコロン (;) で区切られたディレクトリ >

クラスの検索先ディレクトリをリストします

-prof[:<ファイル >]    .\java.prof、または .\<file>にプロファイル データを出力します
-verify           読み込むとき、クラスをすべて検証します
-verifyremote     ネットワーク経由で読みこまれたクラスを検証します [既定値 ]
-noverify         クラスの検証は行いません
-nojit            JIT コンパイラを無効にします

Sun Microsystems JDK1.2 (Java 2 Sun Microsystems JDK1.2 (Java 2 Sun Microsystems JDK1.2 (Java 2 Sun Microsystems JDK1.2 (Java 2 プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム ))))
使用法 :java [-options] class [args...]

(クラスを実行する場合 )
または  java -jar [-options] jarfile [args...]

(jar ファイルを実行する場合 )
このオプションに入る値は次のとおりです。

-cp -classpath <セミコロン (;) で区切られたディレクトリおよび zip/jar ファイル >
アプリケーション クラスやリソースを検索するパスを設定します

-D<name>=<value>
システム プロパティを設定します

-verbose[:class|gc|jni]
verbose 出力を有効にします

-version  製品バージョンを表示します
-? -help  このヘルプ メッセージを表示します
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-X 非標準オプションに関するヘルプを表示します

Microsoft Command-Line Loader オプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ンオプシ ョ ン

Microsoft (R) Command-line Loader for Java  Version 5.00.3155
Copyright (C) Microsoft Corp 1996-1999. All rights reserved.
使用法 :JView [options] <classname> [arguments]
オプション :

/?                 コマンド形式を表示します
/cp <classpath>    クラス パスを設定します
/cp:p <path>       クラス パスの前にパスを追加します
/cp:a <path>       クラス パスの後ろにパスを追加します
/n <namespace>     実行場所となるネームスペースを指定します
/p                 エラーが発生した場合、処理を終了する前に一時停止します
/v                 クラスすべてを検証します
/d:<name>=<value>  システム プロパティを定義します
/a                 AppletViewer を実行します
/vst               verbose スタック トレースを表示します (デバッグ クラスが必要です )

クラス名 :
実行される .CLASS ファイル

引数 :
クラス ファイルに渡されるコマンドライン引数

JRun サーバーサーバーサーバーサーバー イベン トイベン トイベン トイベン ト  ログの設定ログの設定ログの設定ログの設定

JRun のログ記録メカニズムを使用して、それぞれの JRun サーバーについて、ログ ファ
イルの内容を制御するこ とができます。 ログを記録しておく と、Web サーバーのト ラブ
ルシューティングや負荷分散に便利です。 このセクシ ョ ンでは、 JMC を使用して JRun
サーバーに関するイベン ト  ログを設定する方法について説明します。

UNIX システムでは、[jrun] コマンドの -console オプシ ョ ンを使って、Java.System.err お
よび java.System.out 出力をコンソールに転送するこ と もできます。詳細については、96

ページの ｢ jrun コマンドの使用｣ を参照してください。

JVM のイベン ト  ログの設定については、103  ページの ｢ Java Virtual Machines の設定｣ を

参照してください。JRun アプリケーシ ョ ンのイベン ト  ログの設定については、136  ペー

ジの ｢ JRun アプリケーシ ョ ン イベン ト  ログの構成｣ を参照して ください。

JRun ログ記録メカニズムの使用に関するその他の情報については、 『JRun によるアプ
リ ケーシ ョ ンの開発』 を参照してください。

JRun サーバーのログ設定を編集するにはサーバーのログ設定を編集するにはサーバーのログ設定を編集するにはサーバーのログ設定を編集するには

1. JMC の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [ログ ファイルの設定
] を選択します。

[ ログ ファ イルの設定 ] パネルが表示されます。
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2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [ ログ ファ イルの設定 ] 編集ウ ィンド ウ
が表示されます。

3. 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。 

4. [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

5. JRun サーバーを再起動します。

JRun サーバーサーバーサーバーサーバー イベン トイベン トイベン トイベン ト  ログログログログ プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

ログレベル ログ ファイルに追加するログレベルを選択します。 既定
では、 Info、 Error、 および Warning が設定されています。

他にも  debug と  metrics などのオプシ ョ ンがあります。

イベン ト  ログ ログ フ ァ イルのパス と名前を設定し ます。 既定値は

{jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-event.log です。

System.out ログ フ ァ

イル

JRun サーバーの system.out メ ッセージのログ先の絶対パ

ス名を入力します。

System.err ログ ファ

イル

JRun サーバーの system.err メ ッセージのログ先の絶対パ

ス名を入力します。
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JDBC データデータデータデータ  ソースの設定ソースの設定ソースの設定ソースの設定

JMC を使用して、 JDBC 準拠のデータ  ソースの追加、 削除、 編集、 およびテス ト を行 う
こ とができます。データ  ソースの設定にこのインターフェイスを使用するこ とで、サー
ブレッ トで同じ設定をハード コードする必要がなくなり ます。 また、複雑なド ライバお
よび URL を埋める JDBC ウ ィザード も用意されています。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

• 108  ページの ｢ JDBCデータ  ソースの設定｣ 

• 110  ページの ｢ JDBCデータ  ソースの編集｣ 

• 111  ページの ｢よ くある問題とその解決方法｣ 

JMC にセッ ト アップされているデータ  ソースにアクセスする例については、 『JRun に
よるアプリ ケーシ ョ ンの開発 』 を参照して ください。

JDBC データデータデータデータ  ソースの設定ソースの設定ソースの設定ソースの設定

JDBC ウ ィザードを使用して、 Web アプリ ケーシ ョ ン用にデータ  ソースを設定できま
す。

JDBC データデータデータデータ  ソースを設定するにはソースを設定するにはソースを設定するにはソースを設定するには

1. JMC の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [JDBC データ ソース
] を選択します。

[JDBC データ  ソース ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [追加 ] をク リ ッ ク します。

JDBC ウ ィザードの手順 1が表示されます。
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3. ド ロ ップダウン  リ ス トから RDBMS Server Name または Not Listed を選択します。

ウ ィザードの残りのフ ィールドは、選択したサーバーによって異なり ます。データ
ベース名およびオプシ ョ ンでその説明を入力してください。 JRun の Advanced 版
または Enterprise版のライセンスがあ り、DB2 または Sybase を選択した場合、次
のパネルで JRun JDBC ド ライバか、 またはベンダによ り提供されたド ライバのど
ちらを使用するか選択できます。

4. [次へ ] をク リ ッ ク します。

5. 次のパネルでは、 JDBC ウ ィザードに必要な構成情報を指定し、 [次へ ] をク リ ッ ク
します。 JDBC ウ ィザードの各ページでこの手順を繰り返します。 手順の内容は、
インス トールしたド ライバによって異なり ます。

6. 終われば [完了 ] をク リ ッ ク します。

7. ド ライバが JRun JDBC ド ラ イバ以外の場合、 そのデータベース  ド ライバの *.jar

ファ イルを選択された JRun サーバーのク ラスパスと admin JRun サーバーのク ラ
スパスの両方に追加します。 *.jarファ イルを admin JRunサーバーのク ラスパスに
追加しなかった場合、 JDBCデータ  ソース  パネルの [テスト ]ボタンは機能しません
が、 ド ラ イバは通常どおり機能するはずです。 JRun サーバーのクラスパスの編集
についての詳細は、103  ページの ｢ Java Virtual Machines の設定｣ を参照してくださ
い。

8. JRun サーバーを再起動します。

9. [テスト ] ボタンをク リ ッ ク し、データ  ソースの接続テス ト を行います。エラーが発
生した場合、 111  ページの ｢よ くある問題とその解決方法｣ を参照して ください。
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JDBC データデータデータデータ  ソースの編集ソースの編集ソースの編集ソースの編集

このセクシ ョ ンの手順に従って、既存の JDBCデータ  ソースを編集できます。JDBC ウ ィ
ザードを使用して設定した内容を変更できます。

JDBC データデータデータデータ  ソースを編集するにはソースを編集するにはソースを編集するにはソースを編集するには

1. JMCの左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [JDBC データ  ソー

ス ] を選択します。

JDBCデータ  ソースパネルが表示されます。

2. 右側ペインで JDBCデータ  ソースの名前または名前の横にある編集アイコン   

をク リ ッ ク します。 [JDBCデータ  ソース編集 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3. 次のテーブルで説明されているプロパティを編集します。

JDBC データデータデータデータ  ソースの設定ソースの設定ソースの設定ソースの設定

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

名前 JDBC データ  ソース名を入力します。 この名前は、 データ

ベースへの接続を確立するときに、サーブレッ トのコード
で使用されます。 このフ ィールドは省略できません。

表示名 JDBC データ 　 ソースの表示名を入力します。 

ド ライバ JDBC ド ラ イバのク ラス名を入力し ます。 た とえば、

sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver のよ う にし ます。 この

フ ィールドは省略できません。

URL データ  ソースをポイン トする  URL を入力します。 たとえ

ば、 "jdbc:odbc:fred" のように指定します。 ここで、 fred に
はセッ ト ア ッ プ したデータ  ソース名が入ります。 この

フ ィールドは省略できません。

説明 この JDBC データ  ソースの説明を入力します。 この説明

は、 JRun JMC でのみ有効です。

プール [プール ] チェ ックボックスをオンにして、JDBC データ  ソー

スの接続プールを使用できるようにします。パフォーマン
スを上げるために、このオプシ ョ ンはぜひ使用して く ださ
い。

タイムアウト  (分 ) JRun が、 アクテ ィ ブでない状態が継続しているデータ

ソース接続を閉じるまでの継続時間を分単位で入力しま
す。 既定の設定は 30 分です。
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4. JDBCデータ  ソースを削除するには、 [削除 ]チェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

5. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

6. JRun サーバーを再起動します。

よ くある問題とその解決方法よ くある問題とその解決方法よ くある問題とその解決方法よ くある問題とその解決方法

設定したデータ  ソースをテス ト したと きにエラーが発生した場合、 JRun /logs ディ レ
ク ト リの <JRun_server_name>-out.log ファ イルを表示します。 このセクシ ョ ンで

は、 log ファ イルで見つかる可能性のあるエラーについて説明します。

No suitable driver

"SQLException: No suitable driver"

ド ライバが見つからないか、 またはド ライバのク ラスパスに誤りがある場合です。 ク
ラスパスが正しい *.jar ファ イルを指しており、 *.jar ファ イルが存在するこ とを確認
します。

Access denied

"SQLException: Invalid authorization specification: Access denied for 
user: 'nobody@' (Using password: YES)"

データベースに渡すユーザ名およびパスワード、またはデータベースの優先設定のどち
らかに関する問題です。データベースのマニュアルを確認します。 また、データ  ソース

間隔 (秒 ) 有効期間が満了したデータ  ソース接続を閉じ るまでの

JRun による待機時間を秒単位で入力します。 既定の設定

は 30 秒です。

ユーザ名 データベースで認証が必要な場合に、ユーザ名を入力しま
す。

パスワード データベースで認証が必要な場合に、ユーザ名 に対応する
パスワードを入力します。

ベンダ引数 ベンダー固有の引数に対する名前と値の組を入力します。
たとえば、 データベース ベンダーの中には、 接続プール

パラメータを設定する引数を渡せるものもあります。 

書式は、 name=value です。
詳細は、 データベース ベンダーのマニュアルを参照して

く ださい。

JDBC データデータデータデータ  ソースの設定ソースの設定ソースの設定ソースの設定

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明
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をサーブレッ トからテス ト している場合、サーブレッ ト  コードを確認して、正しい名前
とパスワードがデータベースに渡されているかど うかを確認します。

Naming Exception: <datasource> not found

作成したデータソースが JRun サーバーによ り認識されない場合です。 JMCに表示さ
れるこ と もあ り ますが、 サーバーを再起動してからでないとサーブレッ ト  コンテキス
トは認識しません。

JRun サーバーを再起動します。

c:\> jrun -restart default

Web サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定

JRun は、 それぞれの JRun ご とに JRun Web サーバー (JWS) のインスタンスを作成し、
それらを  JRun 接続 モジュール (JCM) にリ ンク します。 これは、 インス トール時には、
Admin サーバーの JWS インスタンスおよび default サーバーの JWS インスタンスが実
行されているこ とを表します。

新規の JRun サーバーを追加する と、 JWS インスタンスがも う  1 つ作成されるので、 リ
クエス トへの対応をこの新規サーバー上ですぐに開始するこ とができます。 ただし、ほ
とんどの開発環境では、 ニーズを満たすために外部 Web サーバーが必要になるため、
JRun でそれらの外部 Web サーバーへの接続を行ないます。この接続は、JRun コネク タ
ウ ィザードを使って作成されます。

メモメモメモメモ admin JRun サーバーの接続の設定を変更するこ とによ り、 JRun サーバーで
JRun 管理コンソール へのアクセス方法を変更するこ とができます。変更内
容については、必要に応じて後で元に戻せるよ うに、すべて記録しておき
ます。

次のセクシ ョ ンでは、JRun サーバーと  JWS または外部 Web サーバーの間の接続を設定
する方法を説明します。

並行処理の概要並行処理の概要並行処理の概要並行処理の概要

JRun と  JWS または外部 Web サーバーの間の接続を設定するこ とによ り、並行処理の設
定が最適化されます。 並行処理とは、 HTTP 要求がプールされて分配される方式です。

忘れてならないのは、 「同時要求」 と 「同時ユーザ」 は、 それぞれ異なる概念である と
い う こ とです。 今仮に 2000 個の同時要求をサポートする必要がある と考えている とす
れば、 それは、 実際に一度に作成される要求の数は 100 だけで、 同時ユーザは 2000 人
いる とい う こ とである可能性があ り ます。 JRun は、 各要求ご とにスレッ ドを  1 つ割り
当てます。

一般的には、 非常にボ リ ュームの大きなインターネッ ト  サイ ト を実行していないかぎ
り、 既定の並行処理の設定を変更しないでください。 JRun には、 Web サーバーへの接
続に関する並行処理の設定値が 4 つあり ます。 それは以下の設定値です。
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• 待機スレッ ドのタイムアウ ト

• 最少スレッ ド  カウン ト

• 最大アクティブ要求

• 最大同時要求

過去に Web サイ トで ト ラフ ィ ッ クの負荷が頻繁に急増している環境では、 最小スレッ
ド数を多めに設定するこ とによ り、Web サイ トで ト ラフ ィ ッ クの負荷が突然増えた場合
でも、一連のスレッ ドを作成する必要はあ り ません。 あるいは、 最小スレッ ド数を、 同
時要求について予想される安定した負荷状態に設定するこ と もできます。 たとえば、常
時、200 個の同時要求がある場合は、最小スレッ ド数を  200 に設定する必要があ り ます。

たとえば、 Ｗ ｅ ｂ  サイ トの平均応答時間が RMI-CORBA-データベースとい う  3 段階の
ト ランザクシ ョ ンが原因で遅れるのであれば、新しいを要求を拒否するこ となく スルー
プッ ト を維持するために、 よ り多くの要求を受け入れるよ うにキューを大き くする必要
があ り ます。 この場合は、最大同時要求数を、予想される要求数よ り大きな値に増やし
ます。 最大同時要求数の設定値は、 リ ソースの安全弁の役割を果たします。

メモメモメモメモ JRun の既定の並行処理設定値を変更するにあたっては、 ト ラフ ィ ッ クの
パターンを事前に測定できるよ うにしてください。根拠もなく設定値を変
更する と、 リ ソースの無駄を起こしかねません。

並行処理の設定値は、 [Web サーバーの編集 ] ウ ィンド ウで編集します。 JWS および外
部 Web サーバーの並行処理設定値の編集については、115  ページの ｢ JWS の設定｣ 「117

ページの ｢外部 Web サーバーの設定｣ を参照してください。

JRun コネクタコネクタコネクタコネクタ  ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用ウィザードの使用

JRun コネク タ  ウ ィザードを使って、 Web サーバーと  JRun サーバーの間にリ ンクを設
定する こ とができます。 この接続は、 JRun 接続モジュールの形式とな り ます (JCM)。
JRun の標準インス トールには、Default JRun サーバーを  JWS へ接続する  JCM が 1 つ含
まれています。 JRun サーバーに接続できる  Web サーバーの数に制限はあ り ません。

メモメモメモメモ ほとんどの場合、 外部 Ｗ ｅ ｂ  サーバーの接続先には Default サーバーを
選択します。 JRun Admin Server はそれぞれ固有の Web サーバーを持ち、
JRun インス トールの管理にのみ使用されます。 Default サーバーには、
サーブレッ ト 、 JSP、および Web アプリ ケーシ ョ ンを公開できます。 JRun
のデモ アプリ ケーシ ョ ンは Defaultサーバーで実行されます。

このセクシ ョ ンでは、 JRun コネクタ  ウ ィザードの一般的な使用手順について説明しま
す。 JRun サーバーを  特定の Web サーバーに接続する方法については、 第 2 章 の次の
セクシ ョ ンを参照してください。

• 43  ページの ｢ Apache の構成｣ 

• 48  ページの ｢ IIS 3.0/PWS の構成｣ 

• 52  ページの ｢ IIS 4.0/5.0 の構成｣ 
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• 60  ページの ｢ Netscape/iPlanet の構成｣ 

• 68  ページの ｢WebSite Pro の構成｣ 

• 77  ページの ｢ Zeus Web サーバーの構成｣ 

JRun コネクタコネクタコネクタコネクタ  ウィザードを使用するにはウィザードを使用するにはウィザードを使用するにはウィザードを使用するには

1. JRun に接続する  Web サーバーを停止します。

2. アクセス  バーで [コネクタ ウィザード ] リ ンクをク リ ッ ク します。

右側ペインに JRun コネク タ  ウ ィザードが表示されます。

3. 各ステップで適切な情報を入力してから、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 間違った場
合は、 [戻る ] をク リ ッ ク します。

終了する と、 JRun は、 コネク タ  ウイザード との接続が正常に設定されたこ とを通
知します。

4. Web サーバーを開始します。

5. JRun サーバーを再起動します。

6. Web サーバーで SnoopServlet を リ クエス ト して、 接続をテス ト します。

http://localhost:80/demo/index.html

デモ アプ リ ケーシ ョ ンが実行される場合、 JRun と  外部 Web サーバーの接続は正常に
設定されています。 デモ アプリ ケーシ ョ ンが正常に実行されない場合は、 81  ページの

｢ ト ラブルシューティング｣ を参照して ください。
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JWS の設定の設定の設定の設定

インス トール処理の間、 JRun によ り、 2 種類の JRun Web サーバー (JWS) がセッ ト アッ
プされます。 Admin JRun サーバーへあらかじめ接続された Web サーバーを使用して
JMC 自体にアクセスする必要があるので、少なく と も最初の う ちは、 JWS のインスタン
スが 1 つ必要です。 また、 JRun によ り  JWS の 2 番目のインスタンスがインス トールさ
れ、 default JRun サーバーに接続されます。

JWS はメモリ使用量の少ない Java Web サーバーです。 現在 JWS は、 SSL などの、 開発
環境で使用するのに適していないある種の機能をサポート していません。

こ こでは、 JWS の JRun 接続モジュールの設定方法を説明します。 使用している  JRun
サーバーが、外部 Web サーバーと接続されている場合は、117  ページの ｢外部 Web サー

バーの設定｣ を参照して、 JCM に対するエンドポイン ト  プロパティ を設定して くださ
い。

JWS のエンドポイン トのエンドポイン トのエンドポイン トのエンドポイン ト  プロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するには 

1. JRun 管理コンソール の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] >
[JRun Web サーバー ] を選択します。

[Web サーバー ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [JRun Web サーバー ]編集ウ ィンド ウが
表示されます。 
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3. 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

JWS エンドポイン トエンドポイン トエンドポイン トエンドポイン ト  プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

Web サーバー アドレス JWS 上で、HTTP クライアン トからの接続をリスニング

しているソケッ トの IP アドレスを入力します。

サーバーが複数の IP アドレスを持っている場合は ( マ
ルチホーム )、 JRun が JWS 上でバインドする相手側 IP

アドレスのリス ト を入力します。

既定値は * で、この JWS はサーバー IP アドレスすべて

にバインド されます。

クライアン ト  IP フ ィルタ JWS が応答する IP アドレスのリスト を入力します。こ

こで指定されていない IP アド レスからのリ クエス ト
はすべて無視されます。

既定値は * で、 JWS はすべての IP アドレスからのリク

エストに応答します。

Web サーバー ポート TCP ポート番号を入力します。 この JWS により、 この

ポートに届く  HTTP リクエストが監視されます。

JRun Admin Serverの JWS の既定値は 8000 です。 JRun
default Server の既定値は 8100 です。

待機スレッ ドのタ イム
アウト

JRun によりスレッ ドが破壊される前に、待機する時間
を秒単位で指定します。 このパラメータは、 JWS が活

動期間の後、 何秒後に静止状態に戻るかを表します。
スレッ ドが破壊されるたびに、少量のシステム リソー
スが解放されます。

JRun では、同時発生する要求を処理するために、 Java

スレッ ド  メカニズムが使用されます。要求に対し個別

に新しいスレッ ドを作成する代わりに、 JRun では、新
しい要求に対する準備の整ったハン ド ラ  スレ ッ ドの

プールが維持されます。 このスレ ッ ド  プールは Web
サーバーにあり、要求の変化に合わせてサイズが変わ
ります。 最適な状況では、 ト ラ フ ィ ッ ク負荷と  Web

サーバーの能力の間でプール パラ メータのバランス
が取れています。

既定値は 300 秒です。
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4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

外部外部外部外部 Web サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定

JRun には JWS が含まれていますが、 開発環境においては、 JRun サーバーを外部 Web
サーバーと接続する必要がある場合もあ り ます。外部 Web サーバーの接続については、
113  ページの ｢ JRun コネクタ  ウ ィザードの使用｣ に説明があ り ますが、結論を言えば、

スレッ ドの最少数 スタート アップ時に初期プールで作成されるスレ ッ
ドの数を指定します。 システムの稼動に従って、 ス
レッ ドが作成されたり、破壊されますが、 ここで指定
された最小値より もプール サイズが小さ く なるこ と

はありません。

既定値は 1 です。

アクテ ィ ブ要求の最大
数

この JWS が同時に処理できるアクテ ィ ブ要求の最大

数を入力します。 この限度を超えた要求は ( 最大同時
要求数まで ) は、 スレッ ドがそれらの要求を処理でき

るようになるまで遅延します。

JRun では、 JWS 上の同時発生数を制限するために、主

にこのパラ メータが使用されます。 既定値は 100 で
す。

同時要求の最大数 JWS が処理するか、 あるいは処理のためにキューに入
れる同時要求の最大個数を入力します。 この最大数を
超える要求はすべて捨てられます。

既定値は 1000 です。

JRun Web サーバー 使用する JWS のチェ ッ クボッ クスをオンにします。使

用しない JWS のチェ ッ クボッ クスをオフにします。

JRun サーバーを  1 つ追加すると、 JWS インスタンスが
1 つ作成され、この JRun サーバーに接続されるという

ことに注意して く ださい。 リソースへの影響が最小で

ある間は、 JRun コネクタ  ウイザードを使用して JRun
サーバーが外部 Web サーバーへ正常に接続されてい

る場合、 当該 JWS をオフにすることができます。

Admin JRun サーバーの JMC アプリケーシ ョ ンについ
ては、 JWS をオフにしないで く ださい。

JWS エンドポイン トエンドポイン トエンドポイン トエンドポイン ト  プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明



118 JRun セッ トアップ  ガイド
JRun 接続モジュール (JCM) が、 JRun サーバーと外部 Web サーバーの間の接続を管理
します。

JRun サーバー(default など）は 1 つのモジュールに接続されます。接続できる  Web サー
バーの数に制限はあ り ません。 接続が確立されたら、 このセクシ ョ ンの説明に従って

JCM を調整します。

メモメモメモメモ JRun に組み込まれている  JWS では、外部 Web サーバーの一部の設定を変
更するこ とはできますが、JMC からはできません。Web サーバーのマニュ
アルを参照してください。

外部外部外部外部 Web サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの JCM を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

1. JRun 管理コンソール の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [外
部 Web サーバー ] を選択します。 

メモメモメモメモ コネク タ  ウ ィザードを起動してこの JRun サーバーを外部 Web サー
バーに接続していないと、 すぐにそれを行 う よ うに促されます。

[外部 Web サーバー ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 外部 Web サーバーの編集ウ ィンド ウが
表示されます。
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3. 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

JRun 接続モジュールのプロパティ接続モジュールのプロパティ接続モジュールのプロパティ接続モジュールのプロパティ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

外部 Web サーバー

アドレス

IP アドレスのコンマ区切りの一覧を入力します。 この

JCM は、 そのアド レスから  JRun サーバーへと要求を

渡すのみです。

既定値は * で、これによりこの JCM はすべての IP アド

レスからの要求を受け入れます。

受信アドレス 外部 Web サーバーからの接続を受信するソケッ トの

IP アドレスを入力します。使用しているサーバーに複

数の IP アドレスがある  (マルチホーミング ) 場合には、
この機能が便利です。

既定値は * で、これにより  JRun はすべてのサーバー IP

アドレスにバインド します。

受信ポート 外部 Web サーバーからの接続を受信するためにこの

JCM が使用する一意のポート番号を入力します。

このポート と、 外部 Web サーバーの HTTP ポートを混
同しないで く ださい。

待機スレッ ドのタ イム
アウト

JRun によりスレッ ドが破壊される前に、待機する時間
を秒単位で指定します。 このパラ メータは、Web サー

バーが活動期間の後、何秒後に静止状態に戻るかを表
します。 スレッ ドが破壊されるたびに、少量のシステ
ム リソースが解放されます。

JRun では、同時発生する要求を処理するために、 Java

スレッ ド  メカニズムが使用されます。要求に対し個別

に新しいスレッ ドを作成する代わりに、 JRun では、新
しい要求に対する準備の整ったハン ド ラ  スレ ッ ドの

プールが維持されます。 このスレ ッ ド  プールは Web
サーバーにあり、要求の変化に合わせてサイズが変わ
ります。 最適な状況では、 ト ラ フ ィ ッ ク負荷と  Web

サーバーの能力の間でプール パラ メータのバランス
が取れています。

既定値は 300 秒です。

スレッ ドの最少数 起動時に初期プールで作成されるハン ド ラ  スレッ ド
の数を指定します。 システムの稼動に従って、 スレッ
ドが作成されたり、破壊されますが、 ここで指定され
た最小値より もプール サイズが小さ く なるこ とはあ
りません。

既定値は 1 です。
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4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

Web アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成

Web アプリ ケーシ ョ ンには、 サーブレッ ト、 JSP、 スタティ ッ ク  ファ イル、 およびその
他のリ ソースから構成されているものがあ り ます。 これらの リ ソースは、 サーブレッ ト
に対応した任意の Web サーバーに公開できるよ うに、 あらかじめ定義されたディ レク
ト リ構造に従って保存されます。

JRun には、 JRun の実装にアプリ ケーシ ョ ンを追加するための手段が 2 種類用意されて
います。既存の Web アプリケーシ ョ ンの Web アプリ ケーシ ョ ン  アーカイブ (.war) ファ
イルを公開するか、 新規アプリケーシ ョ ンを作成するこ とができます。

JRun サーバーに追加できる  Web アプリ ケーシ ョ ンの数に制限はあ り ません。標準イン
ス トールには、 次のアプリケーシ ョ ンが含まれます。 

• / にマッピングされた Admin JRun サーバーの JRun 管理コンソール アプリケー
シ ョ ン

• /demo にマッピングされた default JRun サーバーの JRun Demo アプリケーシ ョ
ン

• / にマッピングされた default JRun サーバーの Default User Application 

アクテ ィ ブ要求の最大
数

JRun で同時に処理できる要求の最大数を指定します。

ハンド ラ  スレッ ドで対応できるようになるまで、この

制限を超える要求はすべて遅延します JRun では、 外
部 Web サーバーでの同時発生数を制限するために、主

にこのパラメータが使用されます。

既定値は 100 です。

同時要求の最大数 Web サーバーで処理できる最大要求数を入力します。

この最大数を超える要求はすべて捨てられます。

既定値は 1000 です。

接続モジュール このチェ ッ クボッ クスを選択して JCM をオンにしま

す。チェ ックをはずして JCM をオフにします。接続モ
ジュールをオフにすると、 JRun と外部 Web サーバー

との接続が切断されます。 これにより、 ユーザが JSP

ページまたはサーブレッ トにアクセスしよ う とする
と、 エラーとなります。

JRun 接続モジュールのプロパティ接続モジュールのプロパティ接続モジュールのプロパティ接続モジュールのプロパティ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明
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JMC には [ アプリケーシ ョ ン ] パネルがあ り、 [machine_name] > [JRun_server_name] >
[Web アプリケーション ] を選択してアクセスします。

JMC では、[アプリ ケーシ ョ ン ] パネルにある各アプリ ケーシ ョ ンについて、編集 お

よび削除  機能へのクイ ッ ク  リ ンクが可能です。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

• 122  ページの ｢アプリ ケーシ ョ ンの作成｣ 

• 123  ページの ｢アプリ ケーシ ョ ンの公開｣ 

• 126  ページの ｢アプリ ケーシ ョ ンの編集｣ 

• 128  ページの ｢アプリ ケーシ ョ ンの削除｣ 

• 129  ページの ｢アプリ ケーシ ョ ン パスのマッピング｣ 

• 130  ページの ｢アプリ ケーシ ョ ン ホス トの作成｣ 

• 132  ページの ｢アプリ ケーシ ョ ン パラ メータの追加｣ 

• 133  ページの ｢ファ イル設定の変更｣ 

• 135  ページの ｢ JSP コンパイラの構成｣ 

• 136  ページの ｢ JRun アプリケーシ ョ ン イベン ト  ログの構成｣ 

• 137  ページの ｢ MIME タイプのマッピング｣ 

• 138  ページの ｢セッシ ョ ン ト ラ ッキングの構成｣ 

アプリ ケーシ ョ ンの構築および公開の詳細については、 『JRunによるアプ リケーシ ョ ン
の開発』 を参照してください。
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アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成

空のアプリ ケーシ ョ ンを作成し、 JMC を使用して JRun サーバーにそれを登録するこ と
ができます。 このプロセスによ り、そのアプリ ケーシ ョ ンについて、ルート  ディ レク ト
リ 、 WEB-INF、 WEB-INF/classes、 および WEB-INF/lib ディ レク ト リからなる空のディ レ
ク ト リ構造が作成されます。

空のアプリケーシ ョ ンを追加するには空のアプリケーシ ョ ンを追加するには空のアプリケーシ ョ ンを追加するには空のアプリケーシ ョ ンを追加するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーション ] を選択します。

[ アプリ ケーシ ョ ン ] パネルが表示されます。

2. [ アプリ ケーシ ョ ンの作成 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Web アプリケーシ ョ ンの作成 ] パネルが表示されます。

3. 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

Web アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

JRun サーバーの

名前

この Web アプリケーシ ョ ンの公開先の JRun サーバーを

選択します。

アプリケーシ ョ ン
名

新規アプリケーシ ョ ンの名前を入力します。 1 つの JRun

サーバー内に、 同じ名前を持つアプリケーシ ョ ンを複数
入れることはできません。

名前が JMC とログ ファイルに表示されます。
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4. [作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

アプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンの公開公開公開公開

JMC を使用して、 アプ リケーシ ョ ンの Web アプリ ケーシ ョ ン  アーカイブ (.war) ファ イ
ルを既存の JRun サーバーに公開するこ とができます。.war ファ イルは JSP、サーブレッ
ト 、 イ メージなど  Web アプ リ ケーシ ョ ンをサポー トするファ イルで構成されており、
サーブレッ ト  2.2 仕様によって定義された階層構造で構成されています。 また、 この構
造には公開記述子ファイル web.xml も含まれています。

アプ リ ケーシ ョ ン

ホスト

マルチ ホーム環境でアプリケーシ ョ ンを実装する場合、

ドロップダウン  リス トからホスト を選択します。 そうで

ない場合は、既定の設定になっている  [すべてのホスト ]
を選択します。

アプリケーシ ョ ン  ホストの詳細については、 130  ページ

の ｢アプリ ケーシ ョ ン ホス トの作成｣ を参照して く ださ
い。

アプリケーシ ョ ンの
URL

この Web アプリケーシ ョ ンにアクセスするためにクラ
イアン トが使用する URL 接頭部を入力します。 複数のア

プリケーシ ョ ンに対して同一のアプリケーシ ョ ン  の URL

を使用しないで く ださい。

アプリケーシ ョ ンの

ルー ト  デ ィ レ ク ト
リ

Web アプリケーシ ョ ンの公開先のデ ィ レク ト リを入力し

ます。 または、 [ 参照 ] ボタンをクリ ックして JRun ディ
レク ト リ  リーダーを開いて く ださい。 これは、 アプリ

ケーシ ョ ン フ ァ イルで利用する ドキュ メン トのルート
デ ィ レク ト リですこのデ ィ レク ト リ構造が存在しない場
合、 JRun により作成されます。

同一名のファイルは上書きされるので、 同じルート  ディ

レク ト リに複数のアプリケーシ ョ ンを保存しないで く だ
さい。

既定の設定は、<JRun_directory>/servers/<server_name>
です。

Web アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明
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この機能を使用して、 .war ファ イルがなくても、 サーブレッ ト  2.2 仕様に準拠している
アプリ ケーシ ョ ンを登録するこ と もできます。公開できるアプ リケーシ ョ ンの最低要件
は次のとおりです。

• ルート  アプリ ケーシ ョ ン  ディ レク ト リ  (/foo-app など )

• /foo-app/WEB-INF ディレク ト リ

• アプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リの web.xml 公開記述子

アプリケーシ ョ ンをアプリケーシ ョ ンをアプリケーシ ョ ンをアプリケーシ ョ ンを公開公開公開公開するにはするにはするにはするには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーション ] を選択します。

[ アプリ ケーシ ョ ン ] パネルが表示されます。

2. [ アプリケーシ ョ ンの公開 ] リ ンクをク リ ッ ク します。 または、 [machine_name] >
[JRun_server_name] を選択し、 ページの上部にある  [WAR 公開 ] リ ンクをク リ ッ ク
します。

[Web アプリケーシ ョ ンの公開 ] パネルが表示されます。
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3. 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。

新規アプリケーシ ョ ン新規アプリケーシ ョ ン新規アプリケーシ ョ ン新規アプリケーシ ョ ン  プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

サーブレ ッ ト  War

フ ァ イ ルま たは
デ ィ レク ト リ

Web アプリケーシ ョ ンの公開前のデ ィ レク ト リ を入力し

ます。 または、 [ ブラウザ ] をクリ ックして J R u n  のデ ィ

レ ク ト リ  ブ ラ ウザを 使用し て く だ さ い 。 たとえば、
C:\temp\example.war のように入力します。

アプリケーシ ョ ンの .war フ ァ イルの現在位置を指定する

こともできます。.war ファイルがない場合、アプリケーシ ョ
ンの構造化デ ィ レク ト リ階層のルート を入力します。 この
階層は サーブレッ ト  2.2 仕様に準拠している必要がありま

す。

JRun サーバー名 このアプリケーシ ョ ンの公開先の JRun サーバーを選択し

ます。

アプリケーシ ョ ン
名

新規アプリケーシ ョ ンの名前を入力します。 1 つの JRun

サーバー内に、 同じ名前を持つアプリケーシ ョ ンを複数入
れることはできません。

名前が JMC とログ ファイルに表示されます。

アプリケーシ ョ ン

ホスト

マルチ ホーム環境でアプリケーシ ョ ンを実装する場合、 ド

ロップダウン リストからホスト を選択します。そうでない

場合は、既定の設定になっている  [すべてのホスト ] を選択
します。

アプリケーシ ョ ン ホストの詳細については、130  ページの

｢アプリ ケーシ ョ ン ホス トの作成｣ を参照して く ださい。
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4. [公開 ] をク リ ッ ク します。

JRun に接続している外部 Web サーバーと して WebSite Pro を使用している場合、
WebSite サーバーのプロパティ  アプ リ ケーシ ョ ンで新規アプ リ ケーシ ョ ンのマッ
ピングを設定してください。 このマッピングは、 /servlet のマッピングと同一です。
詳細については、 68  ページの ｢サーブレッ ト を実行するための URL 接頭部のマッ
ピング｣ を参照して ください。その他の Web サーバーについては、 このマッピング
を明示的に設定する必要はあ り ません。

5. JRun サーバーを再起動します。 新規アプリ ケーシ ョ ンが、 [JRun_server] > [Web ア
プリケーション ] の JMC の左側ペインに表示されます。

アプリケーシ ョ ンの編集アプリケーシ ョ ンの編集アプリケーシ ョ ンの編集アプリケーシ ョ ンの編集

アプリ ケーシ ョ ンの設定は、 公開した後に、 JMC を使用して変更するこ とができます。
たとえば、 アプ リ ケーシ ョ ンを複数のホス トにマッピングするには、 アプ リケーシ ョ ン
のルート  ディ レク ト リ を変更するか、 新しい URL をアプ リ ケーシ ョ ンにマッピングし
ます。

アプリケーシ ョ ンの設定を編集するにはアプリケーシ ョ ンの設定を編集するにはアプリケーシ ョ ンの設定を編集するにはアプリケーシ ョ ンの設定を編集するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーション ] を選択します。

[ アプリ ケーシ ョ ン ] パネルが表示されます。

2. [ アプリ ケーシ ョ ンの編集 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

アプリケーシ ョ ン
の URL

この Web アプリケーシ ョ ンにアクセスするためにクライ

アン トが使用する URL 接頭部を入力します。 複数のアプリ

ケーシ ョ ンに対して同一のアプリケーシ ョ ン  URL を使用し
ないで く ださい。

アプリケーシ ョ ン
の公開デ ィ レク ト
リ

Web アプリケーシ ョ ンの公開先のデ ィ レク ト リ を入力し

ます。 または、 [ 参照 ] ボタンをクリ ックして JRun ディ レ

ク ト リ  リーダを開いて く ださい。 これは、 アプリケーシ ョ
ン フ ァイルで利用するドキュ メン トのルート  デ ィ レク ト

リですこのディ レク ト リ構造が存在しない場合、 JRun によ

り作成されます。

同一名のファイルは上書きされるので、同じルート  ディ レ
ク ト リに複数のアプリケーシ ョ ンを保存しないで く ださ
い。

既定の設定は、 <JRun_directory>/servers/<server_name>/
<application_name> です。

新規アプリケーシ ョ ン新規アプリケーシ ョ ン新規アプリケーシ ョ ン新規アプリケーシ ョ ン  プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明
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[Web アプリケーシ ョ ンの編集 ] パネルが表示されます。

3. [ アプリケーション 名 ] フ ィールドでアプリケーシ ョ ンを選択します。 ほかのフ ィー
ルドは、 JRun によ り、 アプ リ ケーシ ョ ンの現在の設定が入れられます。

4. 次の表の説明に従って、 右側ペインのプロパティを変更します。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

アプリケーシ ョ ンの表
示名

アプリケーシ ョ ンの名前を変更します。 1 つの JRun サー

バー内に、同じ名前を持つアプリケーシ ョ ンを複数入れる
ことはできません。

名前が JMC とログ ファイルに表示されます。

アプリケーシ ョ ンの説
明

アプリケーシ ョ ンを特定するのに役立つよ うに、 アプリ
ケーシ ョ ンの明細を入力、または変更します。 このフ ィー
ルドはオプシ ョ ンです。

アプリケーシ ョ ン  ホス

ト

マルチ ホーム環境でアプリケーシ ョ ンを実装する場合、

ドロップダウン リス トからホス ト を選択します。 そうで
ない場合は、 既定の設定になっている  [ すべてのホスト ]

を選択します。

アプリケーシ ョ ン  ホス トの詳細については、 130  ページ

の ｢アプ リ ケーシ ョ ン ホス ト の作成｣ を参照して く ださ
い。
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5. [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

6. JRun サーバーを再起動します。

アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除アプリケーシ ョ ンの削除

既存のアプリ ケーシ ョ ンはいずれもが、 JMC を使用して JRun サーバーから削除するこ
とができます。

メモメモメモメモ JMC のアプリケーシ ョ ンを削除する と、そのアプリケーシ ョ ンの登録は取
り消されますが、そのアプリケーシ ョ ンに関連するファイルは削除されま
せん。

アプリケーシ ョ ンを削除するにはアプリケーシ ョ ンを削除するにはアプリケーシ ョ ンを削除するにはアプリケーシ ョ ンを削除するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーション ] を選択します。

[ アプリ ケーシ ョ ン ] パネルが表示されます。

2. [ アプリ ケーシ ョ ンの削除 ] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Web アプリケーシ ョ ンの削除 ] パネルが表示されます。

アプ リ ケーシ ョ ン  の
URL

この Web アプリケーシ ョ ンにアクセスするためにクライ

アン トが使用する URL 接頭部を変更します。 1 つのアプリ

ケーシ ョ ン  ホス ト内で、 複数のアプリケーシ ョ ンに対し
て同一のアプリケーシ ョ ン  の URL を使用しないで く ださ

い。

アプリケーシ ョ ンの
ルート  デ ィ レク ト リ

Web アプリケーシ ョ ンの公開先のデ ィ レク ト リを変更し

ます。 または、 [参照 ] ボタンをクリ ックして JRun ディ レ
ク ト リ  リーダーを開いて く ださい。 これは、 アプリケー

シ ョ ン  ファイルで利用するドキュ メン トのルート  デ ィ レ

ク ト リです

同一名のファイルは上書きされるので、 同じルート  デ ィ
レク ト リに複数のアプリケーシ ョ ンを保存しないで く だ
さい。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明
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3. [ アプリケーション ] リ ス トボッ クスに示されている利用可能なアプリケーシ ョ ンか
ら、 削除するアプリケーシ ョ ンを選択します。

4. [削除 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  パスのマッピングパスのマッピングパスのマッピングパスのマッピング

JRun では、 アプ リ ケーシ ョ ンの URL の一部を実際のディ レク ト リに変換するマッピン
グを作成するこ とができます。 たとえば、 仮想パス  /foo をハード  ド ラ イブ上の実際の
パス  c:/mydocs/temp に変換するマッ ピングを作成できます。 このマッ ピングによ り
URL の長さを短縮し、ク ライアン トから内部のディ レク ト リ構造を非表示にするこ とが
できます。 この例では、 c:/mydocs/temp に保管されたファ イルを要求する場合、 URL
http://www.yourdomain.com/foo/<document_name> を入力します。

メモメモメモメモ JRun が外部リ ソースを参照するために内部的に使用する仮想マッピング
があらかじめ存在しています。 このマッピングは、変更したり削除しない
でください。

このセクシ ョ ンでは、 独自のマッピングを  JMC に追加する方法について説明します。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  パスを編集するにはパスを編集するにはパスを編集するにはパスを編集するには

1. JMCの左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ]　 > [application_name] > [仮想マッピング ] を選択します。

[仮想マッピング ] パネルが表示されます。
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2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [仮想マッピング ] 編集ウ ィンド ウが表
示されます。

3. [仮想 パス ] フ ィールドに、実際のパスにマッピングする  URL の部分を入力します。
たとえば、 /foo と指定します。

4. [ マッピング ] フ ィールドには、 URL の 仮想パスに置き換えられる部分を入力しま
す。 たとえば、 c:/mydocs/temp と指定します。 このフ ィールドでは JRun 変数を使
用するこ とができます。

5. パスを削除するには、 [削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

7. JRun サーバーを再起動する と、 変更内容が反映されます。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  ホス トの作成ホス トの作成ホス トの作成ホス トの作成

Web サイ ト を運営する場合、 IP アドレスが 1 つだけの単一の Web サーバーで、 複数の
Web サイ トのホス ト名を設定する  (www1.company.com、www2.company.com など ) か、
複数のド メ インをホス トする  (www.yourdomain.com、 www.mydomain.com) のが一般的
です。このよ うな運営方法は、マルチホー ミ ングまたは仮想ホスティングと呼ばれます。

マルチホー ミ ング環境では、Web アプリ ケーシ ョ ンにいくつかの問題があ り ます。サー
ブレッ トの仕様によっては、 1 つの Web アプリ ケーシ ョ ンに対して 1 つの Web サイ ト
のホス ト名を関連付けるこ とができるだけです。 さ らに、 サーブレッ トは、 同一のホス
ト内の他のアプリケーシ ョ ンを参照するためには、サーブレッ ト自身のコンテキス ト情
報を使用するこ とができなければなり ません。

異なる  DNS ホス ト名を使用して同じアプ リ ケーシ ョ ンを呼び出せる よ うにするため
に、JRun では、アプ リ ケーシ ョ ン  ホス ト とい う構想を導入しています。アプ リケーシ ョ
ン  ホス トは、 1 つのアプリ ケーシ ョ ンを、 そのアプリケーシ ョ ンにアクセスするこ とが
できる  DNS ホス ト をひと ま とめにしてそれに対してマッピングするものです。
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アプリ ケーシ ョ ン  ホス トによって、 各アプリ ケーシ ョ ンは、 任意の数の Web サイ トの
ホス ト名にマッピングする こ とができます。 これが必要となるのは、 1 つの Web サー
バーの IP アドレスに対して複数の Web サイ トのホス ト名がマッピングされているマル
チホー ミ ング環境のみです。 マルチホー ミ ングを使用していない場合は、 アプ リ ケー
シ ョ ン  ホス ト を作成する必要はな く、 アプ リ ケーシ ョ ンを公開する と きには、 アプ リ
ケーシ ョ ン  ホス トの代わ りに既定の設定を使用するこ とができます。

アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト を作成して使用するのは、 他段階の手順とな り ます。

1. マルチホー ミングをサポートするよ うに DNS のエン ト リ と  Web サーバーを設定
してください。 詳細については、 Web サーバーのマニュアルを参照して ください。

2. アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト を作成して、 任意の数の Web サイ トのホス ト名をそれに
割り当てます。 これの手順は次のとおりです。

3. アプリ ケーシ ョ ンを作成、 または公開する と きに、 アプ リケーシ ョ ンに対するアプ
リ ケーシ ョ ン ホス ト を選択します。 これによ り、アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスする
ために使用される  DNS 名が 1 組と して定義されます。 詳細については、 87 ページ
の 「アプリケーシ ョ ンの作成」、 または 88 ページの 「アプリ ケーシ ョ ンの公開」 を
それぞれ参照してください。

JMC の [ アプリケーシ ョ ン  ホス ト ] 編集ウ ィンド ウを使用して、アプ リケーシ ョ ン  ホス
トによって複数のホス ト を  1 つのアプ リ ケーシ ョ ンに結び付けて ください。 これによ
り、1 つのホス トから  Web サイ トにアクセスした場合、そのホス トに結び付けられてい
るアプリ ケーシ ョ ンだけが表示されます。 このセクシ ョ ンでは、新規アプリケーシ ョ ン

ホス ト を作成する方法について説明します。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  ホストを作成するにはホストを作成するにはホストを作成するにはホストを作成するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [アプリケーション ホ
スト ] を選択します。 

[ アプリ ケーシ ョ ン ホス ト ] パネルが表示されます。

2. [編集 ] をク リ ッ ク します。 [ アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト ] 編集ウ ィンド ウが表示され
ます。
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3. [ アプリ ケーシ ョ ン ホス ト名 ] フ ィールドにアプリケーシ ョ ン  ホス トの名前を入力
します。 この名前は重複してはならず、 スペースまたは特殊文字を使用するこ と も
できません。

4. [Web サイ ト  のホス ト  名 ] フ ィールドにホス トのコンマ区切りの一覧を入力しま
す。

完全修飾のホス ト名をアプ リケーシ ョ ン  ホス トに割り当てる必要はあ り ません。た
とえば、 アプ リ ケーシ ョ ンが内部ネッ ト ワークで使われる場合は、 アプ リケーシ ョ
ン  ホス トは fred1 と  fred2 に割り当てるこ とができます。あるいは、アプ リケーシ ョ
ンが内部か ら も外部か ら も ア ク セ ス可能であ る な ら ば、 fred1.allaire.com、
fred2.allaire.com、 fred1、 および fred2 を割り当てるこ とができます。

5. アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト を削除するには、 [ 削除 ] チェッ クボッ クスをオンにしま
す。

6. [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

7. アプリ ケーシ ョ ンを作成、 または公開する と きに、 [ アプリケーション ホスト ] ト ッ
プダウン  リ ス トから新規ホス ト を選択します。詳細については、122  ページの ｢ア

プリ ケーシ ョ ンの作成｣ または 123  ページの ｢アプリケーシ ョ ンの公開｣ を参照し
てください。

8. すでにアプリケーシ ョ ンがある場合は、 [ アプリ ケーシ ョ ンの編集 ] 編集ウ ィンド
ウを使用して新規ホス ト を選択してください。 詳細については、 126  ページの ｢ア
プリ ケーシ ョ ンの編集｣ を参照して ください。

9. JRun サーバーを再起動します。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  パラメータの追加パラ メータの追加パラ メータの追加パラ メータの追加

JRun では、 JMC を使用して実行時にアプリケーシ ョ ン パラ メータを指定するこ とがで
きます。 このパラ メータには、 ServletContext.getInitParameter() メ ソ ッ ドによ りサーブ
レッ トでアクセスするこ とができます。その変数は、Web アプリケーシ ョ ン内の全サー
ブレッ トに渡され、 サーブレッ トの init() メ ソ ッ ドで使用可能です。 サーブレッ トが リ
ロード されるまで、 初期化パラ メータを変更するこ とはできません。

メモメモメモメモ 初期化パラ メータを  1 つの サーブレッ トに渡すには、 [サーブレッ ト定義
] 編集ウ ィンド ウの [Init 引数 ] フ ィールドを使用します。 詳細については、
141  ページの ｢サーブレッ トの定義｣ を参照して ください。

初期化パラ メータの使用例については、 『JRunによるアプリ ケーシ ョ ンの開発』 を参照
してください。

アプリケーシ ョ ン変数を追加または変更するにはアプリケーシ ョ ン変数を追加または変更するにはアプリケーシ ョ ン変数を追加または変更するにはアプリケーシ ョ ン変数を追加または変更するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [application_name] > [Web アプリケーション
] > [アプリケーション変数 ] を選択します。

[ アプリ ケーシ ョ ン変数 ] パネルが表示されます。
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2. [編集 ] をク リ ッ ク します。 [ アプリ ケーシ ョ ン  変数 ] 編集ウ ィンド ウが表示されま
す。

3. 新規のアプリケーシ ョ ン変数を追加するには、 指定されたフ ィールドに変数 名と、
この名前に関連する変数 値を入力します。たとえば、[変数 名 ] フ ィールドにaddress、
[変数 値 ] フ ィールドに info@allaire.com と入力します。

4. アプリ ケーシ ョ ン変数を削除するには、 [削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

5. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

6. JRun サーバーを再起動します。

こ こで、サーブレッ ト  コード内に ServletContext.getInitParameter("address") を呼び出す
と、 値 info@allaire.com が返されます。

ファイル設定の変更ファイル設定の変更ファイル設定の変更ファイル設定の変更

JRun のファイル設定では、 ドキュ メン ト名が URL で指定されていない場合に、JRun ア
プ リ ケーシ ョ ンによって使用される既定のドキュ メ ン ト名の順番が制御されます。 ま
た、 JRun では、 ディ レク ト リの参照を制御するこ と もできます。

このセクシ ョ ンでは、 JMC のファイル設定を変更する方法について説明します。

JRun アプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンのファイルのファイルのファイルのファイルの設定を編集するには設定を編集するには設定を編集するには設定を編集するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [ファイル 設定 ] を選択します。 

[ ファ イルの設定 ] パネルが表示されます。
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2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [ ファ イルの設定 ] 編集ウ ィンド ウが表
示されます。

3. 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

ファイルのプロパティファイルのプロパティファイルのプロパティファイルのプロパティ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

デ ィ レ ク ト リの参
照許可

要求したファイルが存在せず、ディ レク ト リにデフォルト
ドキュメン ト もない場合に、ディ レク ト リ一覧を表示する
には、 チェ ックボックスをオンにします (true)。

デフォルト ドキュメン トが見つからない場合に、ブラウザ
に 「ファイルが見つかりません」 というエラーを表示する
には、 チェ ックボックスをオフにします false。 
既定値は true です。

デフ ォル ト ドキュ
メン ト

ページが URL で指定されていない場合は、 アプ リケー

シ ョ ンによって使用されるデフォルトページのコンマ区
切りの一覧を入力します。そのリス トの順番が重要となり
ます。 

たとえば、 URL にページのない要求が出された場合に、

JRun が最初に index.jsp を使用して、次に index.html を探
すようにするには、 index.jsp,index.html と指定します。
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JSP コンパイラの構成コンパイラの構成コンパイラの構成コンパイラの構成

JRun では業界標準 JSP 1.1 仕様を含む JavaServer Pages (JSP) がサポート されています。
このセクシ ョ ンで説明する内容に従って、 JRun のアプリ ケーシ ョ ン  レベルで JSP 設定
を変更するこ とができます。JSP コンパイラの詳細については、『JRunによるアプ リケー
シ ョ ンの開発』 を参照してください。

アプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンの JSP プロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [JavaServer Pages] を選択します。 

[JavaServer Pages の設定 ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。 [JavaServer Pages の設定 ] 編集ウ ィン
ド ウが表示されます。
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3. 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. Web サーバーを再起動します。

JRun アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン  イベン トイベン トイベン トイベン ト  ログの構成ログの構成ログの構成ログの構成

JRun のログ記録メカニズムを使用して、 ログ ファ イルの内容を制御するこ とができま
す。 各アプリ ケーシ ョ ンによ り、 ログ ファ イルに書き込まれるので、 エラーの診断や、
アプリ ケーシ ョ ンの保守ができます。

このセクシ ョ ンでは、 JRun アプリ ケーシ ョ ンのイベン ト  ログを構成する方法について
説明します。JRun サーバーのイベン ト  ログの構成については、106  ページの ｢ JRun サー

バー イベン ト  ログの設定｣ を参照して ください。

JSP コンパイルコンパイルコンパイルコンパイル プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

Global.jsa の検索
(JSP 1.1)

JSP の処理中に、 JRun に global.jsa フ ァイルを検索させ

る場合は、チェ ックボックスをオンにします (true) 。true
の場合、 Web サーバーにより、 デ ィ レク ト リにある  JSP
フ ァイルに対する要求が初めて受信されたときに、 JSP

ファイルと同じデ ィ レク ト リが検索されます。

global.jsa ファイルの詳細については、『JRun によるアプ
リケーシ ョ ンの開発 .』 を参照して く ださい。 

既定値は、 チェ ックがオフの false です。

Java コンパイラ JSP をコンパイルする場合は、 外部 Java コンパイラへの
パスを指定します。 JRun のインプロセス コンパイルを

使用する場合は、空白のままにしておきます。別のコン
パイラが必要な場合は、適切な Java コンパイル文字列を
入力して く ださい。 たとえば、 次のように設定します。
D:\jdk1.1.7b\bin\javac -nowarn -classpath %c -d %d %f
または
jvc /cp:c %c /dest:%d %f
ここで、
%c = classpath (java クラスパスが使用されます )
%d = codepath (コンパイルされたクラス ファイルの保存場所 )
%f = filename
既定の設定は次のとおりです。
{jrun.rootdir}/bin/jikesw -classpath %c -d %d %f.

詳細については、『JRunによるアプリケーシ ョ ンの開発』

を参照して く ださい。
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JRun ログ記録メカニズムの構成の詳細については、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ ンの
開発』 を参照してください。

アプリケーシ ョ ンのイベン トアプリケーシ ョ ンのイベン トアプリケーシ ョ ンのイベン トアプリケーシ ョ ンのイベン ト  ログを構成するにはログを構成するにはログを構成するにはログを構成するには

1. JMC の左側ペインで、 machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [ログ ファイルの設定 ] を選択します。

[ アプリ ケーシ ョ ン別ログ ファ イルの設定 ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [ ログ設定エディ タ ] が表示されます。

3. 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。 

4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

MIME タイプのマッピングタイプのマッピングタイプのマッピングタイプのマッピング

JRun を使用する と、 Web アプ リ ケーシ ョ ン  レベルで、 特定のフ ァ イル拡張子と
Multipurpose Internet Mail Extension (MIME) タイプを関連付けるこ とができます。つ
ま り、JRun を使用するこ とによ り、Web アプリ ケーシ ョ ン内で .html などの特定のファ
イル拡張子に対して要求をマッピングし、 plain/text など特定の MIME タイプで応答を
生成するこ とができます。

JRun アプリケーシ ョ ンのイベン トアプリケーシ ョ ンのイベン トアプリケーシ ョ ンのイベン トアプリケーシ ョ ンのイベン ト  ログのプロパティログのプロパティログのプロパティログのプロパティ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

ログレベル ログ ファイルに追加するログレベルをそれぞれ選択します。

既定では、 info、 warning、 error が設定されています。 他に

も  debug と  metrics のオプシ ョ ンがあります。

イベン ト  ログ ロ グ  フ ァ イ ルのパス と 名前を 設定し ま す。 既定値は

{jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-event.log です。
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MIME タイプに基づいて、 1 つのサーブレッ ト 、 またはサーブレッ ト  チェーンを開始す
るこ と もできます。詳細については、148  ページの ｢ MIME タイプ フ ィルタ リ ングでの
サーブレッ ト をチェーン化｣ を参照して ください。

このセクシ ョ ンでは、ファ イル拡張子と  MIME タイプを関連付ける方法について説明し
ます。

MIME タイプの関連付けを編集するにはタイプの関連付けを編集するにはタイプの関連付けを編集するにはタイプの関連付けを編集するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [MIME タイプのマッピング ] を選択します。 

[MIME タイプのマッピング ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [MIME タイプのマッピング ] 編集ウ ィ
ンド ウが表示されます。 

3. [MIME タイプ 拡張子 ] フ ィールドに、 MIME タイプと関連付けるファ イル拡張子
を入力します。 たとえば、 「html」 と入力します。

4. [MIME タイプ ] フ ィールドに、 [MIME タイプ 拡張子 ] フ ィールドに入力した拡張子
と関連付ける  MIME タイプを指定します。

5. 関連付けを削除するには、 [削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

7. JRun サーバーを再起動します。

セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン  ト ラ ッキングの構成ト ラ ッキングの構成ト ラ ッキングの構成ト ラ ッキングの構成

サーブレッ ト  2.2 仕様には、サーブレッ ト と  JSP または EJB でセッシ ョ ン  ト ラ ッキング
に使用できる方法が用意されています。 

• ク ッキー

• URL の書き換え

• 非表示のフォーム  フ ィールド

JRun の 2.2 サーブレッ ト仕様の実装では、これらの手段がすべてサポート されています
が、JMC にはこれらのメ ソ ッ ドの う ち最も一般的であるク ッキーを構成するための簡単
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な方法が用意されています。サーブレッ トにおけるセッシ ョ ン  オブジェク トの使用の詳
細については、 『JRunによるアプ リ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。

アプリケーシ ョ ンに関するセッシ ョ ンアプリケーシ ョ ンに関するセッシ ョ ンアプリケーシ ョ ンに関するセッシ ョ ンアプリケーシ ョ ンに関するセッシ ョ ン  ト ラ ッキングのプロパテ ィを編集するト ラッキングのプロパテ ィを編集するト ラッキングのプロパテ ィを編集するト ラッキングのプロパテ ィを編集する

にはにはにはには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [セッションの設定 ] を選択します。 

[Web アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ン ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [Web アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン ] 編
集ウ ィンド ウが表示されます。

3. 次の表の説明に従ってプロパティを編集します。

セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン  ト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

記憶領域チェ ックの
時間間隔 (秒 )

セッシ ョ ンが記憶装置に書き込まれる時間間隔を秒
単位で指定します。 既定の設定は 10 です。

セッシ ョ ンの最大数 古いセッシ ョ ンを開放するまでに、JRun がト ラックす
るセッシ ョ ンの最大数を指定します。 既定の設定は

9999999 です。

セッシ ョ ン保存のデ ィ レ
ク ト リ

セッシ ョ ンを格納するデ ィ レク ト リの絶対パスを入
力し ます。 既定値は {webapp.rootdir}/WEB-INF/
sessions です。
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セッシ ョ ン  ク ッキー最

大保存期間

セッシ ョ ン ト ラ ッキングに使用するために、ブラウザ

により  JRun ク ッキーが維持される時間を秒単位で指

定します。

以下の数値には特別な意味があります。

-1 ブラウザの終了時に、 クッキーが削除されます。 
0 ブラウザにより、即座にクッキーが削除されます。 
既定の設定は -1 です。

安全な接続のみ ク ッキーが安全なプロ ト コル (https) のみを使用して
送信されるように指定するには、チェ ックボックスを
オンにします (true)。 使用しているサーバーで安全な

プロ ト コルがサポー ト されている場合のみ、 この
チェ ッ クボッ クスを使用します。

既定値は false です。

セッシ ョ ン  ク ッキーの
を使用

cookie を使用してユーザ セッシ ョ ンを ト ラ ッ クする
には、 チェ ッ クボッ クスをオンにします (true)。 JRun

のセッシ ョ ン ト ラ ッキングを無効にするには、チェ ッ
クボッ クスをオフにします (false)。

既定値は true です。

セ ッ シ ョ ン  ク ッキー
ド メイン

1 つのド メイン名を入力します。 このド メインと一致
するホストに対してのみクッキーが保管されます。特
定の実装の詳細については、 RFC 2109 『HTTP State

Management Mechanism』 を参照して く ださい。

既定では、 このパラ メータは空白になっているので、
ク ッキーはすべてのド メ インのホス トに保管されま
す。

セ ッ シ ョ ン  ク ッキー

コ メン ト

JRun セッシ ョ ン  ク ッキーに表示されるコ メン ト を入

力します。 ク ッキーの目的を明確にするために、 この
コ メン ト を使用します。 

既定では、 "JRun Session Tracking Cookie" と設定され
ています。

セ ッ シ ョ ン  ク ッキー
パス

URL に対する制約を入力します。JRun からセッシ ョ ン
クッキーが送られるのは、この URL で始まる要求に対

してのみです。ク ッキーを設定したものと同じデ ィ レ
ク ト リやサブデ ィ レク ト リを参照する  URL も、 ク ッ

キーを見ることができます。 

既定の設定は / です。

セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン  ト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティ  (続 く続 く続 く続 く )

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明
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4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. Web サーバーを再起動します。

サーブレッ トの構成サーブレッ トの構成サーブレッ トの構成サーブレッ トの構成
Web アプリ ケーシ ョ ンには、アプ リケーシ ョ ンの機能を構成するサーブレッ ト を必要な
数だけ入れるこ とができます。 このセクシ ョ ンでは、 サーブレッ ト をアプ リケーシ ョ ン
に追加する方法、およびアプリケーシ ョ ン内のサーブレッ トの設定を変更する方法につ
いて説明します。

サーブレッ トの定義サーブレッ トの定義サーブレッ トの定義サーブレッ トの定義

サーブレッ ト を追加、 または登録する場合、 JMC でそれを定義してから  JRun サーバー
を再起動し、コンテキス ト  パス内でサーブレッ トが認識されるよ うにする必要があ り ま
す。 このセクシ ョ ンでは、 JMC を使用してサーブレッ ト を追加し、サーブレッ ト ご との
設定を変更する方法について説明します。また、 JRun サーバーを起動する と きに、サー
ブレッ ト をロードするかど うかを指定する こ と も可能です。 既定の設定では、 サーブ
レッ トはプリ ロード されません。

セッシ ョ ン  ク ッキー名 JRun セッシ ョ ンク ッキー名を入力します。 既定値は、

jsessionid です。 

セッシ ョ ン  タイムアウ

ト  (分 )

最後のアクセスの後、セッシ ョ ンがそのまま残されて
いる時間を分単位で指定します (セッシ ョ ン  タイムア
ウト )。 

既定の設定は 30 です。

セッシ ョ ン  パーシスタ
ンス エンジンの使用

JRun を終了して再起動した場合に、 Java Serialization
を使用してセッシ ョ ンを保存し、復元するには、 この
チェ ッ クボッ クスをオンにします (true)。 セッシ ョ ン

データは、JRun が適切に終了された場合のみ保存され
ます。 

仮想マシンにセッシ ョ ン  データを保管するだけなら

ば、チェ ッ クボッ クスをオフにします (false)。これは、

高可用性機能の 1 つです。

既定値は true です。

セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン  ト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティト ラ ッキングのプロパティ  (続 く続 く続 く続 く )

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明
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サーブレッ ト を定義するにはサーブレッ ト を定義するにはサーブレッ ト を定義するにはサーブレッ ト を定義するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [サーブレット 定義 ] を選択します。 

[サーブレッ ト定義 ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [サーブレッ ト定義 ] 編集ウ ィンド ウが
表示されます。

3. 次の表で説明されている とおりにプロパティを入力します。

サーブレッ ト構成のプロパティサーブレッ ト構成のプロパティサーブレッ ト構成のプロパティサーブレッ ト構成のプロパティ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

名前 サーブレッ ト名を入力します。この値にはスペースや特殊文
字を使用するこ とはできません。 たとえば、 「DbFuncs」 と
入力します。 

このフ ィールドは省略できません。

クラス名 サーブレッ トの完全修飾のクラス名を入力します。 たとえ
ば、サーブレッ ト名が DbFuncs で、 これが allaire.jrun.rds と
い う パ ッ ケ ー ジ に 入 っ て い る 場 合、
allaire.jrun.rds.DbFuncsServlet と入力します。このフィール
ドは省略できません。

表示名 JMC に表示されるサーブレッ トの短い名前を入力します。

説明 サーブレッ トの説明を入力します。 このフ ィールドはオプ
シ ョ ンです。

小さいアイコン このサーブレッ ト を表す 16x16 ピクセルのアイコンの位置

を指定します。 この情報は、 web.xml ファイルに保管されま
す。 このプロパティは、所有するカタログのサーブレッ ト を
それぞれのアイコンで表示する場合に使用するものです。こ
のフ ィールドはオプシ ョ ンです。
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4. サーブレッ トに初期化パラ メータを渡す必要がない場合は、 [Init  引数 ] フ ィールド
にある  InitParam=Value プレースホルダを削除します。

5. サーブレッ トの定義を削除するには、 [削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

7. サーバーの起動時にサーブレッ ト をロードするかど うかを指定するには、 [ サーブ
レッ ト定義 ] パネルの [プリ ロードの順番 ] をク リ ッ ク します。

[サーブレッ トのプ リ ロードの順番 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

大きいアイコン このサーブレッ ト を表す 32x32 ピクセルのアイコンの位置

を指定します。 この情報は、 web.xml ファイルに保管されま
す。 このプロパティは、所有するカタログのサーブレッ ト を
それぞれのアイコンで表示する場合に使用するものです。こ
のフ ィールドはオプシ ョ ンです。

Init 引数 このサーブレ ッ ト に渡される初期化パラ メータの一覧を入
力します。

アプリケーシ ョ ン変数エデ ィ タを使用して、アプリケーシ ョ
ン内にあるすべてのサーブレッ トに同じパラ メータを渡す
こ とができます。 詳細については、 132  ページの ｢アプ リ
ケーシ ョ ン パラ メータの追加｣ を参照して く ださい。 この
フ ィールドはオプシ ョ ンです。

サーブレッ ト構成のプロパティサーブレッ ト構成のプロパティサーブレッ ト構成のプロパティサーブレッ ト構成のプロパティ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明
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矢印キーを使用して、 [プリ ロードする ] リ ス ト と  [プリ ロード しない ] リ ス トの間
でサーブレッ ト を移動します。次に、 [ ロードの順番を調節 ] 矢印をク リ ッ ク して、
リ ス ト内でサーブレッ ト を上下に移動します。

8. 変更を適用するには、[更新 ] をク リ ッ ク します。JRun によ り  1 から始まるプ リ ロー
ド番号がサーブレッ ト それぞれに割 り当てられます。 サーブレッ トは昇順にプ リ
ロード されます。

9. JRun サーバーを再起動します。

サーブレッ ト を  [ サーブレッ ト定義 ] 編集ウ ィンド ウで変更した後で、 このサーブレッ
ト名を変更するには、既存のサーブレッ トの定義をすべて削除し、再追加する必要があ
り ます。

サーブレッ トへのリクエストマッピングサーブレッ トへのリクエストマッピングサーブレッ トへのリクエストマッピングサーブレッ トへのリクエストマッピング

JMC を使用して、 サーブレッ ト を  URL パターンにマッピングするこ とができます。

JRun によ り、 HTTP の要求が受信される と、 サーブレッ ト  エンジンによ り、 定義済み
コンテキス ト  パス と  URL パターンが比較され、 次にアプリ ケーシ ョ ン内にある登録済
みサーブレッ ト と  URL パターンの次の部分が比較されます。 最後に、 残っているパス
情報があれば、 この情報がサーブレッ トに渡されて処理されます。パターンがどのコン
テキス ト  パスにも一致しない場合、 JRun によ り、 既定のアプリ ケーシ ョ ンに要求が渡
されます。

また、 ファ イル拡張子をサーブレッ トにマッピングし、 サーブレッ トのチェーンを構成
して、 1 つずつ実行するこ と も可能です。以下のセクシ ョ ンでは、 JMC を使用してこれ
らのタスクを実行する方法について説明します。

JRun によるファ イルの処理方法と、 URL リ クエス ト  を解析する方法の詳細について
は、 『JRunによるアプ リ ケーシ ョ ンの開発』 を参照して ください。

サーブレッ トのサーブレッ トのサーブレッ トのサーブレッ トの URL マッピングマッピングマッピングマッピング

JRun を使用して、 サーブレッ ト を URL 接頭部にマッピングする と、 HTTP の要求から
サーブレッ トへアクセスする方法を制御できるよ うになり ます。JMC を使用してできる
こ とは次のとおりです。

• 個々のサーブレッ トやサーブレッ ト  エイ リ アスに URL パターンをマッピング
します。 たとえば、 要求を  http://www.yourdomain.com/demo にマッピングし、
JRunDemoServlet を開始するこ とができます。

• URL パターンを  JRun invoker サーブレッ トにマッピングします。たとえば、ユー
ザが http://www.yourdomain.com/ShoppingCart/<anyservlet> を要求し、 /
ShoppingCart が invoker にマ ッ ピング される と、 <anyservlet> の値が invoker
サーブレッ ト に渡され、 サーブレ ッ ト と して実行されます。 ただし、 この方法
は、 Web アプ リ ケーシ ョ ンがサーブレッ ト仕様の対象になる前に設計されてい
るので、お奨めできません。 この方法でマップを行 う と、 リ ソース参照にエラー
が発生します。 
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既定の設定では、 /servlet 接頭部を含む HTTP の要求は http://www.yourdomain.com/
demo/servlet/SimpleServlet と同様、invoker にマッピングされます。サーブレッ トにマッ
プできる  URL の数には制限はあ り ません。

サーブレッ トのサーブレッ トのサーブレッ トのサーブレッ トの URL 接頭部へマッピングするには接頭部へマッピングするには接頭部へマッピングするには接頭部へマッピングするには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [サーブレット URL のマッピング ] を選択します。 

[サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [サーブレッ ト  URL のマッピング ] 編集
ウ ィンド ウが表示されます。

3. [仮想 パス /拡張子 ] フ ィールドに、サーブレッ ト を呼び出す URL 接頭部を入力しま
す。 たとえば、 「/demo」 や 「/ShoppingCart」 のよ うに指定します。 次のフ ィール
ドで指定されたサーブレッ ト を、 この Web アプ リ ケーシ ョ ンのデフォルトサーブ
レッ ト とするには、 '/' を入力します。

4. [ 呼び出されるサーブレット ] フ ィールドに、 URL 接頭部によ り呼び出されるサーブ
レッ ト を入力します。呼び出されるサーブレッ トは、実際のサーブレッ トのエイ リ
アスである場合もあ り ます。 エイ リ アスの定義については、 146  ページの ｢サーブ
レッ トのエイ リ アス設定｣ を参照して ください。

5. サーブレッ トのマッピングを削除するには、[削除 ] チェッ クボッ クスをオンにしま
す。

6. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

7. JRun サーバーを再起動します。
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接尾部を持つファイル拡張子のマッピング接尾部を持つファイル拡張子のマッピング接尾部を持つファイル拡張子のマッピング接尾部を持つファイル拡張子のマッピング

JRun では、 どのよ うなファイル拡張子でも、 サーブレッ ト にマッピングする こ とがで
きます。既定の設定では、拡張子 *.jsp が暗黙的に invoker サーブレッ トにマッピングさ
れていますが、 明示的なマッピングに上書きするこ とができます。

サーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするにはサーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするにはサーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするにはサーブレッ トのファイル拡張子をマッピングするには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーション ] >
[application_name] > [サーブレット URL のマッピング ] を選択します。

[サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルが表示されます。

2. [編集 ] をク リ ッ ク します。[サーブレッ ト  URL のマッピング ] 編集ウ ィンド ウが表
示されます。

3. [仮想 パス /拡張子 ] フ ィールドに、 サーブレッ トにマッピングする拡張子を入力し
ます。 この拡張子を使って要求されたすべてのファイルをサーブレッ トにマッピン
グするには、 ワイルドカード文字 (*) を使用します。 たとえば、 「*.cfm」 と入力し
ます。

4. [呼び出される サーブレット ] フ ィールドに、ファ イル拡張子によ り呼び出されるサー
ブレッ ト を入力します。 このよ うなサーブレッ トは、実際のサーブレッ トのエイ リ
アスである場合もあ り ます。 エイ リ アスの定義については、 146  ページの ｢サーブ
レッ トのエイ リ アス設定｣ を参照して ください。 

5. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

6. JRun サーバーを再起動します。

サーブレッ トのエイリアス設定サーブレッ トのエイリアス設定サーブレッ トのエイリアス設定サーブレッ トのエイリアス設定

[ サーブレッ ト  URL のマッピング ] 編集ウ ィ ン ド ウを使用して、 エイ リ アスでサーブ
レッ ト を参照するこ とができます。 これによ り、 サーブレッ トの実名など実装の詳細を
ユーザに対して非表示にするこ とができます。 たとえば、 ShoppingCart とい う名前のエ
イ リ アスに実名 shop_05022000 のサーブレッ ト を参照させる こ とができます。 新しい
名前を持つサーブレッ トの新しいバージ ョ ンを作成するには、 1 か所のみ名前を変更し
ます。

このサーブレッ トにエイ リ アスを設定する方法で、サーブレッ トのチェーンを参照する
こ と もできます。 詳細については、 147  ページの ｢エイ リ アスを使用したサーブレッ ト
のチェーン化｣ を参照して ください。

このセクシ ョ ンでは、エイ リ アスを  1 つのサーブレッ トに割り当てる方法について説明
します。

サーブレッ トに対するエイリアスを設定するにはサーブレッ トに対するエイリアスを設定するにはサーブレッ トに対するエイリアスを設定するにはサーブレッ トに対するエイリアスを設定するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [サーブレット URL のマッピング ] を選択します。 

[サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルが表示されます。
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2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [サーブレッ ト  URL のマッピング ] 編集
ウ ィンド ウが表示されます。

3. [仮想 パス /拡張子 ] フ ィールドに、 サーブレッ ト を指示するエイ リ アスを入力しま
す。 たとえば、 「ShoppingCart」 と入力します。

4. [呼び出される サーブレット ] フ ィールドに、エイ リ アスによ り参照されるサーブレッ
ト名を入力します。 たとえば、 「shop_05022000」 と入力します。

5. サーブレッ トのエイ リ アスを削除するには、[削除 ] チェッ クボッ クスをオンにしま
す。

6. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

7. JRun サーバーを再起動します。

サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化

JRun では、 サーブレッ トのチェーン化がサポート されています。 この機能を使用する
と、 あるサーブレッ トの出力を、別のサーブレッ トの入力と して使用するこ とができま
す。最も基本的なサーブレッ ト  チェーン化の方法は、 リ クエス ト を行 う と きに、サーブ
レッ ト をコンマで区切った リ ス ト と して、 パス情報に追加するこ とです。

たとえば、 次の要求によ り、 Servlet1 が実行され、 その出力が Servlet2 サーブレッ トに
送信されます。

http://www.yourdomain.com/servlet/Servlet1,Servlet2

この簡単なチェーン化メ ソ ッ ドでは、必要を満たさない場合もあ り ます。JRun でのサー
ブレッ トのチェーン化には、 このほかに次の 2 通りの方法があ り ます。 

• サーブレッ トのエイ リ アス設定

• MIME タイプのフ ィルタ リ ング

後続の数セクシ ョ ンで、 JRun でサーブレッ ト をチェーン化する  2 通りの方法について
説明します。

エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化エイリアスを使用したサーブレッ トのチェーン化

JRun では、 チェーンを形成するサーブレッ ト  リ ス トの参照を  1 つの名前、 つま りエイ
リ アスで表すこ とができます。 これはエイ リ アス設定と呼ばれます。 

エイリアス設定を使ってサーブレッ ト をチェーン化するにはエイリアス設定を使ってサーブレッ ト をチェーン化するにはエイリアス設定を使ってサーブレッ ト をチェーン化するにはエイリアス設定を使ってサーブレッ ト をチェーン化するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [サーブレット URL マッピング ] を選択します。 

サーブレッ ト  URL マップ パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 [サーブレッ ト  URL マップの編集 ] ウ ィ
ンド ウが表示されます。
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3. [ 仮想パス / 拡張子 ] フ ィールドで、 サーブレッ トのチェーンを呼び出すエイ リアス
を指定します。 たとえば、 "/Samples" と入力します。

4. [呼び出されるサーブレット ] フ ィールドに、実行順に並べられたサーブレッ ト をコン
マ区切りの リ ス ト と して入力します。

たとえば、 SnoopServlet からの出力を  UpperCaseFilter に送信するチェーンを作成す
る場合は、 "SnoopServlet, UpperCaseFilter" と入力します。

5. サーブレッ トのチェーンを削除するには、[削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

7. JRun サーバーを再起動します。

MIME タイプタイプタイプタイプ フ ィルタ リングでのサーブレッ ト をチェーン化フ ィルタ リングでのサーブレッ ト をチェーン化フ ィルタ リングでのサーブレッ ト をチェーン化フ ィルタ リングでのサーブレッ ト をチェーン化

応答タイプの設定に加え、MIME タイプのマップを使用して、サーブレッ ト  チェーンを
実行する こ と もできます。 しかし、 エイ リ アスを使用した場合のよ うに、 要求にした
がってチェーン化するサーブレッ ト を明確に指定するのではなく、サーブレッ トやサー
ブレッ トのチェーン実行のト リガとなる送信 MIME タイプを指定します。

たとえば、 text/plain MIME タイプを  UpperCaseFilter サーブレッ トにマップする と、 こ
のアプ リ ケーシ ョ ンで text/plain とい う コンテンツ  タ イプで応答するサーブレッ トが
すべて、 UpperCaseFilter にチェーン化されます。 コンテキス ト  タイプ text/plain で応答
するその他のタイプの要求でも、UpperCaseFilter サーブレッ トが起動されるため注意が
必要です。 

JRun サーバーである応答の出力がフ ィルタ され、 別のサーブレ ッ トやサーブレ ッ ト
チェーンに渡されるので、 このプロセスはフ ィルタ リ ングと呼ばれます。

MIME タイプタイプタイプタイプ フ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するにはフ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するにはフ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するにはフ ィルタ リングでサーブレッ ト をチェーン化するには

1. JCM の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーショ
ン ] > [application_name] > [MIME タイプ のチェーン化 ] を選択します。

[MIME タイプ チェーン化 ] パネルが表示されます。

2. 右側ペインで、 [編集 ] をク リ ッ ク します。 

[MIME タイプのチェーン化 ] 編集ウ ィンド ウが表示されます。
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3. [MIME タイプ ] フ ィールドに、MIME タイプを xxx/yyy のフォームで入力します。た
とえば、 次のよ うに設定します。

text/vnd.wap.wml
text/plain
text/html
image/gif
image/jpg

4. [ 呼び出される サーブレット ] フ ィールドには、 MIME タイプによ り起動されるサー
ブレッ ト  (またはエイ リ アス） の名前を入力します。このフ ィールドにはサーブレッ
ト のチ ェーン を、 コ ンマで区切っ て入力する こ と も 可能です。 た と えば、
UpperCaseFilter, SpellCheckFilter と指定します。

5. MIME フ ィルタを削除するには、 [削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

6. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

7. JRun サーバーを再起動します。

SSI タグレッ トの使用タグレッ トの使用タグレッ トの使用タグレッ トの使用

JRun には、 Server-Side Include (SSI) タグレ ッ ト を使用して、 HTML ファ イルに Java
サーブレッ ト を埋め込むオプシ ョ ンが用意されています。 タグレッ トによ り、 SHTML
ファ イルで一意のタグをフレキシブルに定義し、 実装するこ とができます。

SSI は以前はダイナミ ッ クなコンテンツを作成するために広 く使用されていましたが、
JRun では古いインプ リ メ ンテーシ ョ ンにも対応できるよ うにするため、 この機能も使
用しています。 従来のタグレッ トから  Java Server Pages (JSP) と  Java サーブレッ ト  テク
ノ ロジに代わ り、 SSI の機能が大幅に拡張されました。

このセクシ ョ ンでは、 JRun で使用する  SSI ターゲッ トの構成方法について説明します。
SSI ターゲッ トの使用に関する詳細については、『JRunによるアプ リ ケーシ ョ ンの開発』
を参照してください。

SSI を構成するにはを構成するにはを構成するにはを構成するには

1. JMC の左側ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [Web アプリケーション
] > [application_name] > [ サーバーサイドインクルード] を選択します。

[SSI 設定 ] パネルが表示されます。

2. [編集 ] をク リ ッ ク します。 [SSI 設定の編集 ] ウ ィンド ウが表示されます。
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3. 次の表の説明に従ってプロパティを入力します。 

4. SSI タグレッ トのマップを削除するには、[削除 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

5. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

6. JRun サーバーを再起動します。

エンタープライズエンタープライズエンタープライズエンタープライズ アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成アプリケーシ ョ ンの構成

JRun 3.0 では、 Enterprise JavaBeans (EJB) および .ear ファ イルの公開ができるよ うに
なり ました。独自の EJB を開発し、ホームと リモート  インタフェースを定義する と、公
開の準備ができます。 ただし、 この 「公開」 とい う用語は、 EJB の JRun に使用する場
合に意味が若干異なるため、注意が必要です。 サーブレッ トの場合は、 コンパイル、 テ
ス ト を行ってから、 最後に公開して配布します。 EJB の場合は、 コンパイル、 テス ト を
実行するための公開、 テス ト を行ってから、 最終的に公開して配布します。

JMC には [Enterprise JavaBeans] パネルがあ り、 [machine_name] >
[JRun_server_name] > [Enterprise JavaBeans] を選択するこ とによ りアクセスできます。

このセクシ ョ ンでは、 次のト ピッ クについて説明します。

SSI プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

タグレッ ト名 タグレ ッ ト名を入力する。 たとえば、 foo のように入力す

る。 サーブレッ ト を呼び出す必要がある場合は、 Web ペー

ジで次のコードを使用する。
<foo></foo>

サーブレッ ト マッ
ピング

タグレ ッ トによって参照されるサーブレッ ト を入力する。
たとえば、SnoopServlet のように入力する。 この結果、Web

ページで foo タグレッ ト を使用すると、SnoopServlet サーブ
レッ トが呼び出されるようになる。
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• 151  ページの ｢ EJB の公開｣ 

• 153  ページの ｢ EJB の再公開｣ 

• 153  ページの ｢ EJB の削除｣ 

• 154  ページの ｢ EJB の構成｣ 

• 155  ページの ｢ EAR ファ イルの公開｣ 

JRun での Enterprise JavaBeans 使用の詳細については、 『JRun によるアプ リ ケーシ ョ
ンの開発』 を参照してください。

 EJB の公開の公開の公開の公開

JMC を使用して、 JRun で公開する  bean を作成します。 JMC での公開では、 次のアク
シ ョ ンを実行します。

• 提供された .jar ファ イルのリ ス トにある  EJB にホームとオブジェク ト実装を生
成します。 

• 生成されたオブジェク トにスタブ ク ラスを作成します。

• deploy.properties ファ イルが ejipt.isCompatible=true を指定している場合に限
り、 JDK 1.1 ベースのク ライアン トで使用する際に必要と されるスケルト ンを作
成します。

• deploy.properties のプロパティ と現在の環境を使用して、runtime.properties を作
成します。 JRun では、 runtime.properites ファ イルを使用してランタイム環境を
確立します。

JMC 公開ツールは、/deploy ディレク ト リでのみ動作します。.jar ファ イルなどのすべて
の入力が /deploy ディ レ ク ト リ で使用可能であ り、 生成された出力がすべて /deploy
ディ レク ト リに公開されるよ うにする必要があ り ます。

EJB を公開するにはを公開するにはを公開するにはを公開するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Enterprise JavaBeans] を選択します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

2. ページ最上部にある  [ 公開 ]  をク リ ッ ク します。 また、 [machine_name] >
[JRun_server_name] をク リ ッ ク してから、 ページ最上部の [EJB 公開 ] をク リ ッ クす
る方法もあ り ます。

[Enterprise JavaBeans の公開 ] パネルが表示されます。
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3. 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。

4. [公開 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

EJB の公開の公開の公開の公開

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

EJB Jar ファイル EJB の .jar ファイルへのパスを入力するか [参照 ] をク

リ ッ クして、 JRun の ディ レク ト リ  リーダー を使用す
る。

JRun サーバー名 EJB を公開するサーバーを選択する。

公開プロパティ EJB のサーバー レベルの公開プロパテ ィ を編集して

deploy.properties ファイルに格納する。name=value の
組み合わせの変更、 追加、 削除が可能である。 EJB を

公開するときに JMC により変更を加えたフ ァイルで

deploy.properties ファイルが上書きされる。
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 EJB の再公開の再公開の再公開の再公開

JMC の [Bean プロパティの編集 ] ウ ィンド ウか、 別の <bean_name>.properties ファ イ
ル変更ツールのいずれかを使用して bean のプロパテ ィ を変更する場合は、 その都度、
対象の EJB が組み込まれた .jar ファ イルを再公開する必要があ り ます。 このセクシ ョ ン
では、 JRun サーバー上にある  .jars を一括して再公開する方法ついて説明します。

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Enterprise JavaBeans] を選択します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

2. ページ最上部にある  [すべての Jar を再公開 ] をク リ ッ ク します。

[OK] か [ キャンセル ] をク リ ッ クするよ うに要求されます。

メモメモメモメモ すべての .jar ファ イルをサーバーに再公開する と きは、 ファ イルのサ
イズと数量に応じた時間がかかり ます。

3. [OK] をク リ ッ ク します。

JRun では、 以前そのサーバで公開された .jar ファ イルがすべて再公開されます。

 EJB の削除の削除の削除の削除

指定された .jar ファ イルから  EJB を削除する手順です。 ファ イル システムから実際に
ファ イルが削除されるわけではあ り ません。 JRun サーバーへの登録だけが削除されま
す。

EJB を削除するにはを削除するにはを削除するにはを削除するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Enterprise JavaBeans] を選択します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

2. ページ最上部にある  [削除 ] をク リ ッ ク します。

[EJB コンテナ削除 ] パネルが表示されます。
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3. [アプリケーション ] リ ス トボッ クスで削除する  .jar ファ イルを選択します。

4. [削除 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

 EJB の構成の構成の構成の構成

JMC を使用する と、 管理でき る  bean コンテキス ト の数を構成する こ とができます。
bean コンテキス ト を使用して、公開された bean のインスタンスのステータスに関する
情報を取得します。コンテキス トは、bean インスタンスの作成時に作成され、その bean
インスタンスが存在する限 り  bean と と もに保持され、 他の bean インスタンスでは使
用できません。 コンテキス トには、 インスタンスのステータスの変更など、 bean インス
タンスに関する情報が格納されます。

利用できるコンテキス トの数は、 JMC の ejipt.maxContexts、 ejipt.maxFreeContexts、 お
よび ejipt.minFreeContexts を設定するこ とで管理できます。 JMC は、 この情報を  beans
の default.properties ファ イルに書き込みます。 JMC では他の bean プロパティ も  [Bean
プロパティの編集 ] ウ ィンド ウに表示されます。このセクシ ョ ンでは、このよ うな bean
プロパティを編集する方法について説明します。

メモメモメモメモ 既存の bean プロパティを変更する場合は、bean の .jar ファ イルの再公開
が必要です。

bean コンテキス ト  プロパティの使用の詳細については、 JRun JavaDocs ファ イルに付
属する 「Ejipt Properties API」 のマニュアルおよび 『JRunによるアプ リケーシ ョ ンの開
発』 を参照して ください。

EJB 設定を構成するには設定を構成するには設定を構成するには設定を構成するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Enterprise JavaBeans] > [jar_file] > [bean]
を選択します。

[Bean プロパティ ] パネルが右側ペインに表示されます。
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2. [編集 ] をク リ ッ ク します。 [Bean プロパティの編集 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3. JRun Java Doc ファ イルに付属する 「Ejipt Properties API」 マニュアルの説明にし
たがってプロパティを編集します。

4. [更新 ] をク リ ッ ク して、 変更を適用します。

5. [machine_name] > [JRun_server_name] > [Enterprise JavaBeans] を選択します。

[Enterprise JavaBeans] パネルが表示されます。

6. ページ最上部にある  [ すべての Jar を再公開 ] をク リ ッ ク します。 [OK] か [ キャン
セル ] をク リ ッ クするよ うに要求されます。

メモメモメモメモ すべての .jar ファ イルをサーバーに再公開する と きは、 ファ イルのサ
イズと数量に応じた時間がかかり ます。

7. [OK] をク リ ッ ク します。

JRun では、 以前そのサーバで公開された .jar ファ イルがすべて再公開されます。

8. JRun サーバーを再起動します。

EAR ファイルの公開ファイルの公開ファイルの公開ファイルの公開

.ear ファ イル (Enterprise Application アーカイブ ) には、 ディ レク ト リ構造のすべてと
エンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンを定義するファ イルのすべてが組み込まれます。
.ear ファ イルは、 .jar ファ イルの作成に使用したのと同じツールで作成します。 J2EE ア
プリ ケーシ ョ ン公開の際に、 JRun では .ear ファ イルに格納された .war ファ イルが変換
され、指定 JRun サーバーに新しいアプリケーシ ョ ンが定義されます。 JRun は、.ear ファ
イルに格納されたすべての EJB .jar ファ イルも公開します。

JMC を使用して、 J2EE アプリケーシ ョ ンを指定の環境にインス トールします。 .ear ファ
イルのインス トールの際に、 JMC によ りサーバー固有パラ メータのセッ トの構成、ディ
レク ト リ構造の形成、 JRun プロパティ  ファ イルの更新が行われます。



156 JRun セッ トアップ  ガイド
.ear ファ イルには META-INF/application.xml 公開記述子が格納されている必要があ り ま
す。 JRun アプ リ ケーシ ョ ン公開ユーティ リ ティにはこの記述子から情報が提供されま
す。

.ear ファ イルおよび J2EE アプリ ケーシ ョ ンの詳細については、『JRunによるアプ リケー
シ ョ ンの開発』 を参照してください。

EAR ファイルを公開するにはファイルを公開するにはファイルを公開するにはファイルを公開するには

1. [machine_name] > [JRun_server_name] を選択します。 

[JRun サーバー ] パネルが表示されます。

2. [EAR 公開 ] をク リ ッ ク します。

[J2EE アプリケーシ ョ ンの公開 ] パネルが表示されます。



第 3 章 : JRun 管理コンソール 157
3. 次の表の説明に従って、 右側ペインにプロパティを入力します。

4. [公開 ] をク リ ッ ク します。

5. JRun サーバーを再起動します。

JMC キーの検索キーの検索キーの検索キーの検索

キー検索機能を使用して、 1 つ以上の JRun サーバー内で接頭辞や接尾辞によ り、 キー
(プロパティ名 ) を検索するこ とができます。

キー検索を実行するにはキー検索を実行するにはキー検索を実行するにはキー検索を実行するには

1. アクセス  バーの [キー検索 ] をク リ ッ ク します。さまざまな JMC パネルにある  [キー
検索 ] ボタンをク リ ッ クするこ と もできます。

右側ペインにキー検索ウ ィンド ウが表示されます。

.ear ファイルの公開ファイルの公開ファイルの公開ファイルの公開

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 説明説明説明説明

EAR ファイル .ear ファイルへのパスを入力するか [参照] をクリ ッ ク

して、 JRun の デ ィ レク ト リ  リーダー を使用する。

JRun サーバー名 .ear ファイルを公開する  JRun サーバーを選択する。
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2. 一般的に使用されるキーを検索するには、 [ よ く使われるキー ] を選択し、 ド ロ ッ
プダウン  リ ス トボッ クスからキーを選択します。

3. 追加したキーを検索するには、 [ユーザ 定義 キー ] を選択し、指定されたフ ィールド
にキーを入力します。次に、適切なボタンをク リ ッ ク して、 このキーが接頭辞であ
るか、 接尾辞であるかを指定します。

4. [サーバーの 選択 ] リ ス トボッ クスで検索の対象となる  JRun サーバーを選択します。
複数の JRun サーバーを選択する と きは、 まず 1 つのサーバーをク リ ッ ク し、 Ctrl
キーを押しながら、 残りの JRun サーバーを選択します。

5. [ 検索 ] をク リ ッ ク します。 ウ ィンド ウの下部ペインには検索の結果が表示されま
す。

ログアウトログアウトログアウトログアウト
変更の中には、 JMC からログアウ ト して、 変更内容を有効にするものもあ り ます。

JMC からログアウトするにはからログアウトするにはからログアウトするにはからログアウトするには

1. アクセス  バーの [ログアウト ] をク リ ッ ク します。

これで JRun からログアウ トできます。 [ ログイン ] 画面が表示されます。
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第 4 章 コネクタコネクタコネクタコネクタ
この章では、外部 Web サーバーに接続する場合の JRun アーキテクチャについて説明
します。 また、 いくつかの一般的な事例と、 分散環境で JRun を使用する場合に役立
つセキュ リ ティ と要求のチェーン化などの問題についても取り上げます。
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JRun ポートについてポートについてポートについてポートについて

JRun を管理する際に認識する必要がある、 JRun サーバーで使用される既定のポートが
4 つあり ます。 100  ページの ｢ JRun サーバーの追加および削除｣ に記載されているよ う

に新しい JRun サーバーを追加する と きには、 これらのポートの認識が特に重要です。 

各ポートは JRun サーバーご とに固有でなければなり ません。 これらのポートは以下の
とおりです。

• 2 つの JWS ポート  (admin および default JRun サーバー ) 

• 2 つの制御ポート  (admin および default JRun サーバー )

次の図は、 関連する既定のポート間の対話を示しています。 この図は既定の JRun セッ
ト アップを想定しています。

コネク タ  ウ ィザードを実行して JRun を外部 Web サーバーに接続する場合、 次のポー
ト も認識する必要があ り ます。

• JCP ポート  (接続された JRun サーバーご とに 1 つ )

JCP ポートによって、JRun Connection Module (JCM) と  Web サーバー コネク タ との接
続が容易になり ます。

default および admin JRun サーバーのほかに JRun サーバーを追加する場合、 その制御
ポートおよび JWS ポート を認識する必要があ り ます。追加した JRun サーバーに対して
コネク タ  ウ ィザードを実行した場合、 その JCP ポート も認識する必要があ り ます。 次
の図は、 これらのポート間の対話を示しています。
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次の表は、 前に説明した各ポート と、 EJB サーバーに使用されるその他のポート を示し
ています。 また、 JRun サーバーを新たに追加する際に各ポートに使用する推奨範囲も
示しています。

ポート名ポート名ポート名ポート名
(local.properties 内内内内 )

説明説明説明説明 既定値既定値既定値既定値 (JRun サーサーサーサー
バーごとバーごとバーごとバーごと )

推奨範囲推奨範囲推奨範囲推奨範囲

web.endpoint.main.port JRun Web サーバー (JWS) で使

用されるポー ト。 既定で、 各

JRun サーバーに関連付けられ
た JWS があります。これはその

JWS の HTTP ポートです。

admin: 8000
default: 8100

8101 - 8199

jcp.endpoint.main.port JRun Connection Module (JCM)

とも呼ばれる  JRun コネクタ  プ

ロキシ (JCP) に使用されるポー
ト。 このポートによって、 JRun

は外部 Web サーバーの JRun コ
ネクタと通信できます。

コネク タ  ウ ィザード を

実行して JRun サーバー

を外部 Web サーバーに
接続しない場合、default

サーバーはブランクに
なります。

デフォルトは 51000 で

す。

51001 - 51999
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空きポートの検出空きポートの検出空きポートの検出空きポートの検出

JRun インス トール中に空きポートが検出されます。 ただし、 同じコンピュータに JRun
サーバーを新たに追加する場合、空きポートに対するプログラ ミング的なスキャンが必
要なこ と もあ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 単純な Java ユーティ リ テ ィ を使用してこ
の作業を実行する方法を説明します。

JRun には、 一定範囲のポート をスキャンして使用可能なポート を返す GetControlPort
ユーティ リ ティが用意されています。 GetControlPort は allaire.jrun.install パッケージに
含まれています。 GetControlPort を呼び出すには、 ク ラ スパスに <jrun_root_dir>/lib/
install.jar を含める必要があ り ます。

GetControlPort は 1 つのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドである  scan() を持ちます。このメ ソ ッ ドは、
範囲の上限と下限の 2 つの引数を取 り ます。 これらの引数のデータ  タイプは String で
す。 String の配列で渡すこ と もできます (以下を参照 )。 GetControlPort は、該当範囲内
の最初の空きポート を返します。

次に例を示します。

String[] portrange = new String[2];
String openport = new String;
portrange[0] = "8001";
portrange[1] = "8099";
GetControlPort gcp = new GetControlPort();GetControlPort gcp = new GetControlPort();GetControlPort gcp = new GetControlPort();GetControlPort gcp = new GetControlPort();
openport = gcp.scan(portrange);openport = gcp.scan(portrange);openport = gcp.scan(portrange);openport = gcp.scan(portrange);
out.println("The first open port between " + portrange[0] + " and " +

portrange[1] + " is " + openport);

Web サーバーサーバーサーバーサーバー コネクタについてコネクタについてコネクタについてコネクタについて

ネイティブ サーバー接続モジュール、すなわちコネクタは、特定の Web サーバー、ハー
ド ウェア アーキテクチャ、 およびオペレーティング システムに対応してコンパイルさ

c o n t r o l . e n d p o i n t .
main.port

admin JRun サーバーがほかの
JRun サーバーに制御メ ッセー

ジを送信するために使用する
ポート。

admin: 52000
default: 53000

53001 - 53999

ejipt.classServer.port EJB エンジンがクライアン トに

ク ラスを配布するために使用
するポート。

admin: 2423
default: 2323

2324 - 2422

ejipt.homePort EJB ホーム オブジ ェ ク ト用の

ポート。

admin: 2433
default: 2333

2334 - 2432

ポート名ポート名ポート名ポート名
(local.properties 内内内内 )

説明説明説明説明 既定値既定値既定値既定値 (JRun サーサーサーサー
バーごとバーごとバーごとバーごと )

推奨範囲推奨範囲推奨範囲推奨範囲
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れています。 たとえば、 JRun で Netscape Application Server 用のコネクタを作成する
場合は、 NSAPI を使用し、 JRun がサポートする各ハード ウェア  アーキテクチャおよび
オペレーテ ィ ング システムに合わせて作成します。 JRun コネク タは、 標準コネク タ
サービス  プロバイダ インタフェースを定義する  Sun J2EE コネクタ とは別のものです。

各 JRun サーバーに複数の Web サーバーを接続できます。通常の公開環境では、アプ リ
ケーシ ョ ンを処理する  default JRun サーバーに、 1 つの Web サーバーを接続します。次
の図では、 default サーバーに接続している  Web サーバーの例を示しています。 

アプリ ケーシ ョ ン  リ ソースへの要求が発生する と、Web サーバー上のコネクタは、JRun
サーバー内に存在する  JRun 接続モジュールへのネッ ト ワーク接続を開きます。 接続モ
ジュールは透過的なコ ミ ュニケータ  ( 伝達仲介者 ) と しての役割を果たし、 コネク タか
らの要求を変換して JRun サーバーに伝達します。 JRun サーバーは要求を処理し、その
結果を接続モジュール サービスに返します。 

各 JRun サーバーは、 それぞれ異なるネッ ト ワーク  ポート番号を使用して、 Web サー
バーからの要求を受信します。 たとえば、 上の図では、 default JRun サーバーはポート
番号 51000 で受信します。ユーザは JRun サーバーと  Web サーバー間の接続を構成する
場合、 このポート番号を指定する必要があ り ます。 

また、 2 番目のパラ メータであるバインド  アドレスを使用して、 Web サーバーと  JRun
サーバー間の接続を定義するこ と も可能です。 バインド  アドレスには、 JRun サーバー
が要求を受信できるネイティブ Web サーバーの IP アド レスを指定します。 既定では、
すべての JRun サーバーのバインド  アドレスが "*" です。 * は、 JRun サーバーがすべて
の IP アドレスの Web サーバーから要求を受信するこ とを表します。



164 JRun セッ トアップ  ガイド
Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファイル内のコネファイル内のコネファイル内のコネファイル内のコネ

クタのプロパテ ィクタのプロパテ ィクタのプロパテ ィクタのプロパテ ィ

JRun コネクタのプロパティは、Web サーバー マシン上に格納されます。Web サーバー
のコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルである  jrun.ini には IIS インプ リ メ ンテーシ ョ ンの
プロパティが、httpd.conf には Apache のプロパティが、そして obj.conf には Netscape/
iPlanet のプロパティが含まれます。 

これらのプロパティは接続モジュールの初期化を行います。その際に使用される設定で
は、 接続モジュールが JRun サーバーを見つけて、 どのサーバーに接続すべきかを判断
する手助けを行います。 以下の表に、 Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イ
ルに含まれる  JRun プロパティを示します。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

jrun.rootdir jrun.rootdir プロパティは、JRun のインストール先を指定します。

たとえば、 /opt/JRun や c:\Progra~1\Allaire\JRun のように指定し

ます。

jvmlist jvmlist プロパティは、 この Web サーバーに接続される JRun サー

バーの一覧を指定します。たとえば、default、admin、production、
および qa のように指定します。

verbose verbose プロパティは、JRun サーバーと  Web サーバー間の通信に
関する、 より詳細なログ ファイル エン ト リを作成します。 この

ログ ファイル エン ト リは、 Web サーバーのログ ファイルに影響

を与えます。 既定値は false です。

proxyhost
proxyport

proxyhost および proxyport プロパテ ィ は、 JRun Connection

Module (JCM) が接続されるネイテ ィ ブ コネク タを指示します。
JCM は、外部 Web サーバーからの要求を受信するサービスです。 

proxyhost プロパティは、JRun を実行するコンピュータの IP アド

レスを参照します。 proxyport プロパテ ィは、 JRun が Web サー

バーからの要求を受信するポート を参照します。 Web サーバー
は、 proxyhost アドレス /proxyport の組み合わせを使用して、 ソ

ケッ トに要求を送信します。JRun をこのポート / アドレスの組み
合わせで受信するように設定することも必要です (詳細について

は、 167  ページの ｢ local.properties ファ イル内のコネクタのプロ
パティ ｣ を参照して く ださい )。

コネク タ  ウ ィザー ド を実行する場合、 proxyhost および

proxyport は JMC によって設定されます。ただし、同一コンピュー

タ上にない Web サーバーに接続するときは、場合によっては、こ

れらのプロパティを手動で編集する必要があります。



第 4 章 : コネクタ 165
Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファイルのサンプファイルのサンプファイルのサンプファイルのサンプ

ルルルル

このセクシ ョ ンでは、 Web サーバーを  JRun に接続する場合の Web サーバーのプロパ
ティの例を示し、 Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルのパラ メータを具
体的に説明します。 こ こで説明する例では、 JRun と  Web サーバーが同一のコンピュー
タ上にあるものと します。

Apache コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファイルファイルファイルファイル

Apache Web サーバーと同一のコンピュータに JRun の標準インス トールを行った場
合、 httpd.conf ファ イルは次のよ うになり ます。

LoadModule ステート メン トは、マルチ ホスティング環境での VirtualHost ディ レクティ
ブの外部に記述する必要があ り ます。 これは、 LoadModule ステート メン トの参照はグ
ローバル レベルで 1 回だけ行 う よ うにする必要があるためです。 LoadModule ステート
メン トが必要となるのは、 JRun を Dynamic Shared Objects (DSO) モジュールと して使
用する場合に限られます。

また、 Apache コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルでは、 rulespath の代わ りに Mappings
を使用します。

LoadModule jrun_module136 "/opt/JRun/connectors/apache/intel-linux/mod_jrun.so"
<IfModule mod_jrun.c>

JRunConfig jrun.rootdir "/opt/JRun/bin/.."
JRunConfig jvmlist default

rulespath rulespath プロパティは、local.properties ファイルの場所を指定し
ます。 JRun がリモート  コンピュータにインス トールされている

場合、 それらが同じ フ ァイル システムにあるときは、 rulespath
プロパテ ィにリモー ト  コンピュータへのフル パスを指定しま

す。一方、異なるファイル システムにあるときは、local.properties
フ ァ イルのコピーをローカル フ ァ イル システム上に作成しま
す。 local.properties ファイルには、JRun に渡す要求をネイテ ィブ

コネクタに指示するマッピング ルールが含まれています。 

scriptpath IIS のみに適用されます。 scriptpath プロパティは、 Web サーバー

上の仮想 /scripts デ ィ レク ト リを指定します。

errorurl errorurl プロパティは、 カスタマイズしたエラー メ ッセージを指

定します。 このプロパティはオプシ ョ ンです。既定では、 このプ
ロパテ ィはコ メン ト化されています。 エラー メ ッセージのカス

タマイズの詳細については、 『JRun によるアプリケーシ ョ ンの開

発』 の第 40 章を参照して く ださい。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明
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JRunConfig Verbose false
JRunConfig ProxyHost 127.0.0.1
JRunConfig ProxyPort 51000
JRunConfig Mappings "/opt/JRun/servers/default/local.properties"

</IfModule>

IIS コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファイルファイルファイルファイル

IIS の場合、 JRun は jrun.ini ファ イルを使用して jrun.dll フ ィルタを初期化します。一般
的な jrun.ini は以下のよ うになり ます。
jrun.rootdir=C:/PROGRA~1/Allaire/JRun
jvmlist=default
verbose=false
proxyhost=127.0.0.1
proxyport=51000
scriptpath=/scripts/jrun.dll
rulespath=C:/Progra~1/Allaire/JRun/servers/default/local.properties
#errorurl=<optionally redirect to this URL on errors>

Netscape/iPlanet コンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ンコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファイルファイルファイルファイル

Netscape/iPlanet Web サーバーの obj.conf ファ イルでは、これらのパラ メータは次のよ
うになり ます。

Init jrun.rootdir="C:/PROGRA~1/Allaire/JRun" proxyport="51000" verbose="false" 
proxyhost="127.0.0.1" jvmlist="default" rulespath="C:/Program Files/Allaire/JRun/
servers/default/local.properties" fn="jruninit"
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local.properties ファイル内のコネクタのプロパティファイル内のコネクタのプロパティファイル内のコネクタのプロパティファイル内のコネクタのプロパティ

各 JRun サーバーの local.properties ファ イルの JCP Services セクシ ョ ンには、 JRun コネ
ク タに影響を与えるプロパティが含まれます。以下の表に、 これらのプロパティを示し
ます。

1 つのつのつのつの Web サーバーへの複数のサーバーへの複数のサーバーへの複数のサーバーへの複数の JRun サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続

1 つの JRun サーバーを  1 つの外部サーバーに接続するのは簡単です。ただし、外部 Web
サーバーにさ らに別の JRun サーバーを接続する場合は、 特別な手順に従う必要があ り
ます。 

たとえば、admin および default JRun サーバーのほかに、テス ト /品質管理用 JRun サー
バーと実際の運用に使用される  JRun サーバーが必要となる と します。 この場合、 複数
の JRun サーバーを、 同じコンピュータ上の 1 つの Web サーバーに接続して実行しま
す。 この事例を図に示すと、 次のよ うになり ます。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ 説明説明説明説明

jcp.endpoint.main. interface JMC の [外部 Web サーバー アドレス ] フ ィールドに対

応します。 このプロパテ ィ を使用すると、 JRun に接
続可能な Web サーバーを制限できます。既定値は、す

べての Web サーバー (*) です。 JRun サーバーは、
jcp.endpoint.main.interface プロパテ ィ と一致する

Web サーバーからのみ要求を受け入れます。

j c p . e n d p o i n t . m a i n .
bindaddress

JMC の [ 受信アドレス ] フ ィールドに対応します。 こ

のプロパテ ィは、 外部 Web サーバーからの要求を受

信する  JRun サーバーのアドレスを指定します。 JRun
と  Web サーバーが同一のコンピュータ上にある場合

は、 127.0.0.1 に設定されます。

jcp.endpoint.main.port JMC の [ 受信ポート ] フ ィールドに対応します。 この

プロパティは、 JRun サーバーが外部 Web サーバーか

らの接続を受信するポートを指定します。

timeout
min.threads
active.threads
max.threads

JCP Services セクシ ョ ンの残りの 4 つのプロパティは、
スレ ッ ドの設定を参照します。 これらのプロパテ ィ
は、 JCP の構成に直接影響しません。 これらのフ ィー

ルドの詳細については、 112  ページの ｢並行処理の概

要｣ を参照して く ださい。
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このセクシ ョ ンでは、 IIS や Apache など、 1 つの Web サーバー、 1 つの JRun プログラ
ム、 および複数の JRun サーバーがすべて同一のコンピュータに必要である と します。

設定の詳細設定の詳細設定の詳細設定の詳細

JRun は 3 つのファ イルを使用して、 1 台のコンピュータ上で 1 つの外部 Web サーバー
に接続されている複数の JRun サーバーに対して設定を行います。 それらのファイルは
次のとおりです。

• Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル (IIS の場合は jrun.ini、
iPlanet/Netscape の場合は obj.conf、 Apache の場合は httpd.conf など )

• jvms.properties

• 各 JRun サーバーの local.properties ファ イル

これらの各ファ イルでの変更については、 以降のセクシ ョ ンで説明します。 2 つ目の
JRun サーバーを  Web サーバーに追加する手順については、 169  ページの ｢ Web サー

バーの接続｣ を参照して ください。

Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ンサーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファイルファイルファイルファイル

JRun と  Web サーバーが同一のコンピュータ上にある場合、 Web サーバーのコンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ファ イル内の jrun.rootdir および jvmlist プロパティによって、 コネク タ
がすべての JRun サーバーと通信するよ うに設定できます。 次に例を示します。

JRunConfig jrun.rootdir "/opt/JRun/.."
JRunConfig jvmlist default,production,qa

JRun は jrun.rootdir プロパテ ィ を使用して jvms.properties フ ァ イルを検索し ます。
jvmlist プロパティは、 jvms.properties の一覧に示されたサーバーを確認するために使用
されます。
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jvms.properties ファイルファイルファイルファイル

jvms.properties ファ イルによって、 各 JRun サーバーのルート  ディ レク ト リが JRun に
提供されます。 次に例を示します。

default=/opt/JRun/servers/default
production=/opt/JRun/servers/production
qa=/opt/JRun/servers/qa

各各各各 JRun サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの local.properties ファイルファイルファイルファイル

各 JRun サーバーのルート  ディ レク ト リ を取得した後、 JRun は local.properties ファ イ
ルを検索するこ とができます。JRun は各サーバーのファイルを読み取り、JCP の設定情
報 (バインド  アドレス とポート ) を調べます。

## jcpservices
jcp.endpoint.main.bindaddress=127.0.0.1
jcp.endpoint.main.port=55555

JRun と  Web サーバーが同一のコンピュータ上にない場合、 JRun は、 Web サーバーの
コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内の proxyhost、 proxyport、 および rulespath プロパ
ティを使用して、 各 JRun サーバーの local.properties ファ イルを検索します。 詳細につ
いては、 170  ページの ｢単純な分散環境での JRun の実行｣ を参照してください。

複雑な分散環境で JRun をインス トールする場合、JRun アーキテクチャ とポートの使用
についてよ く理解しておく と役立ちます。詳細については、160  ページの ｢ JRun ポート
について｣ を参照して ください。

Web サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続サーバーの接続

複数の複数の複数の複数の JRun サーバーをサーバーをサーバーをサーバーを  1 つのつのつのつの Web サーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するには

1. 100  ページの ｢ JRun サーバーの追加｣ で説明されているよ うに、 新規の JRun サー
バーをそれぞれ作成します。

必ず、 jvms.properties ファ イルに新規 JRun サーバーのルート  ディ レク ト リ を手作
業で加えて更新します。

2. 各 JRun サーバーのコネクタ  ウ ィザードを実行し、 同一の Web サーバーに接続す
る  JRun サーバーをそれぞれ選択します。 コネク タ  ウ ィザードでは、 必ず一意の
JRun サーバー コネク タ  ポート を入力します。 この作業を行わないと、 バインディ
ング例外が発生します。 コネク タ  ウ ィザード使用の詳細については、 42  ページの

｢構成の概要｣ を参照して ください。 

コネク タ  ウ ィザードを実行する と、接続モジュールがインス トールされ、JRun サー
バーの local.properties ファ イルと  Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イ
ルが更新されます。

3. 各 JRun サーバーのコネクタ  ウ ィザードを実行した後で、Web サーバーのコンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ファ イルの jvmlist プロパティに新規 JRun サーバーの名前を追加
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する必要があ り ます ( たとえば、 コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルは、 IIS の場合
は jrun.ini、 iPlanet/Netscape の場合は obj.conf、 Apache の場合は httpd.conf です
)。 各サーバー名をカンマで区切り ます。 次に例を示します。

JRunConfig jvmlist default,production,qa

jvmlist プロパティにサーバーが複数存在する と、 JRun が Web サーバーのコンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ファ イル内の rulespath、 proxyhost、 および proxyport プロパティ
を無視するこ とに注意してください。その代わ り、 JRun は、168  ページの ｢設定の

詳細｣ で説明されているよ うに、各サーバーの local.properties ファ イルからこの情
報を取得します。

4. Web サーバーを再起動します。

5. JRun サーバーを再起動します。

単純な分散環境での単純な分散環境での単純な分散環境での単純な分散環境での JRun の実行の実行の実行の実行

単純な分散型構成では、1 台のコンピュータを  Web サーバー専用と し、も う  1 台を  JRun
サーバー専用と します。 これは、処理の負荷を複数のコンピュータに分散する一般的な
方法です。

分散環境で JRun を実行する事例を以下の図に示します。

単純な分散環境でのインストール単純な分散環境でのインストール単純な分散環境でのインストール単純な分散環境でのインストール

単純な一対一の分散環境で JRun を構成する場合には、 以下の手順をお勧めします。 

JRun を一対一の分散環境にインストールするにはを一対一の分散環境にインストールするにはを一対一の分散環境にインストールするにはを一対一の分散環境にインストールするには

1. Web サーバー マシンと  JRun 専用コンピュータの両方に JRun をインス トールしま
す。 Web サーバー マシンにも  JRun をインス トールするのは、 コネク タ  ウ ィザー
ドを実行できるよ うにするためです。

2. Web サーバー マシンで JRun コネク タ  ウ ィザードを実行し、 ローカル Web サー
バーに接続します。 コネク タ  ウ ィザードを実行する と、 Web サーバー フ ィルタお
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よび Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルがインス トールされます。
JRun のこのインスタンスは、 サーブレッ ト 、 JSP、 または EJB の処理には使用しま
せん。

a. コネク タ  ウ ィザードで、ローカル Web サーバー、ローカル Web サーバーの
スク リプ ト またはコンフ ィギュレーシ ョ ン  ディ レク ト リ を選択します。

b. コネク タ  ウ ィザードの [JRun サーバー IP アドレス ] フ ィールドに、 JRun を実
行するコンピュータの IP アドレスを入力します。 これによって、 Web サー
バーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内の proxyhost プロパティが設定
されます。 

c. コネク タ  ウ ィザードの [JRun サーバー コネクタ ポート ] フ ィールドに、 JRun
コンピュータの JCP ポート番号を入力します。これによって、Web サーバー
のコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内の proxyport プロパティが設定され
ます。 proxyport プロパティは、 JRun が Web サーバーからの要求を受信す
るポート を参照します。

3. JRun マシン上で、 local.properties ファ イルを次のよ うに変更します。

a. JRun コンピュータに、 コネクタ  ウ ィザードを実行したかのよ うに認識させ
る必要があ り ます。

• ファ イルの最後に次の行を追加します。

ranConnector=yes

• jcp を  servlet.services プロパティに追加し、 JRun コネク タ  プロキシを、
実行するサービスの一覧に加えます。

servlet.services=jndi,jdbc,web,url,{servlet.webapps},jcp,jcp,jcp,jcp

b. JCP バインド  アドレスを  JRun サーバーのコンピュータの IP アドレスに設
定します。 次に例を示します。

jcp.endpoint.main.bindaddress=10.0.0.8

bindaddress はループバッ ク  アドレス  (127.0.0.1) に設定できません。 設定する
と、 Web サーバーは自身の Web サーバー上の JRun サーバーに接続しよ う と し
ます。 両方のサーバーが同一のコンピュータ上にある場合は、 127.0.0.1 に設定
できます。

4. Web サーバー マシン上で、Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルを次
のよ う に変更し ます ( このコンフ ィ ギュ レーシ ョ ン  フ ァ イルは、 IIS の場合は
jrun.ini、 iPlanet/Netscape の場合は obj.conf、 Apache の場合は httpd.conf です )。

• Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン ファ イル内の rulespath プロパティを、
JRun の local.properties ファ イルを参照するよ うに設定します。 次に例を示しま
す。

rulespath="Z:/Program Files/Allaire/JRun/servers/default/
local.properties"

• jvmlist および jrun.rootdir プロパティをコ メン ト化します。

#jrun.rootdir=C:/PROGRA~1/Allaire/JRun



172 JRun セッ トアップ  ガイド
#jvmlist=default

5. 2 台のコンピュータが異なるファ イル システムを使用している場合 (1 台が
Windows NT、も う  1 台が Linux を実行している場合など ) は、local.properties ファ
イルを  Web サーバー マシンにコピーして、Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ
ン  ファ イル内で、 コピーしたローカル ファ イルを参照する必要があ り ます。

メモメモメモメモ Web サーバー マシン上の local.properties ファ イルは、 rules セクシ ョ
ンのサーブレッ ト  マッピング用にのみ使用されます。これらのマッピ
ングがないと、 JRun コンピュータに対する要求のマッピングが正し
く行われません。 したがって、 ルール マッピングを変更しない限り、
このファ イルを継続的に更新する必要はあ り ません。

6. 分散環境で、コンピュータ間のファイル システムが異なる場合に JSP を使用する と
きは、pathtrans プロパティを編集する必要があ り ます。詳細については、175  ペー

ジの ｢分散環境での JSP の使用｣ を参照して ください。

7. Web サーバー マシン上の JRun サーバーを使用不可にします ( オプシ ョ ン )。 Web
サーバー マシンから  JRun をアンインス トールしないでください。 また、 コネク タ
を削除しないでください。

8. JRun サーバーを再起動します。

9. Web サーバーを再起動します。

単純な分散環境の例単純な分散環境の例単純な分散環境の例単純な分散環境の例

次の図は、 2 台のコンピュータ上での 1 つの Web サーバーと  1 つの JRun サーバーの接
続に必要な設定を示しています。 こ こでは、 2 台のコンピュータが同一のファイル シス
テム上にある と想定しています。 JRun コンピュータは Web サーバー マシンの D ド ラ
イブにマッ ピングされています。 このため、 rulespath プロパテ ィは D ド ラ イブ上の
local.properties ファ イルを参照しています。
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複雑な分散環境での複雑な分散環境での複雑な分散環境での複雑な分散環境での JRun の実行の実行の実行の実行

も う  1 つの一般的な事例と しては、 顧客が複数の Web サーバー マシンを使用している
環境で、JRun サーバー専用のコンピュータをも う  1 台追加する場合が考えられます。分
散環境で JRun を実行する事例を以下の図に示します。

複雑な分散型インストール複雑な分散型インストール複雑な分散型インストール複雑な分散型インストール

JRun サーバーを複数のサーバーを複数のサーバーを複数のサーバーを複数の Web サーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するにはサーバーに接続するには

1. 170  ページの ｢単純な分散環境での JRun の実行｣ の説明に従って、 各 Web サー
バー マシンを、 JRun と通信するよ うに設定します。

2. JRun コンピュータ上の local.properties の jcp.endpoint.main.interface プロパティ
を、 * または JRun と接続する  Web サーバーの IP アドレスの一覧 ( カンマ区切り )
に設定します。 JRun は、 このプロパティ と一致しないコンピュータからの要求を
受け付けません。 

上記の図では、 以下のよ うになり ます。

jcp.endpoint.main.interface=10.0.0.5,10.0.0.6,10.0.0.7
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3. 各 Web サーバー コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの proxyhost が、JRun を実行し
ているコンピュータの IP アドレスに設定されているこ とを確認します。 また、 こ
れらのコ ンピ ュータの proxyport 設定は、 JRun の local.properties フ ァ イルの
jcp.endpoint.main.port と同一である必要があ り ます。

4. 複数のコンピュータが異なるファ イル システムを使用している場合 (Web サー
バーで IIS/Windows NT、 アプ リ ケーシ ョ ンの処理用に JRun/Linux を実行してい
る場合など ) は、local.properties ファ イルを Web サーバー マシンにコピーし、Web
サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内で、 コピーしたローカル ファ イル
を参照する必要があ り ます。

メモメモメモメモ Web サーバー マシン上の local.properties ファ イルは、 rules セクシ ョ
ンのサーブレッ ト  マッピング用にのみ使用されます。これらのマッピ
ングがないと、 JRun コンピュータに対する要求のマッピングが正し
く行われません。 したがって、 ルール マッピングを変更しない限り、
このファ イルを継続的に更新する必要はあ り ません。

5. 分散環境で、コンピュータ間のファイル システムが異なる場合に JSP を使用する と
きは、pathtrans プロパティを編集する必要があ り ます。詳細については、175  ペー

ジの ｢分散環境での JSP の使用｣ を参照して ください。

6. Web サーバー マシン上の JRun サーバーを使用不可にします ( オプシ ョ ン )。 Web
サーバー マシンから  JRun をアンインス トールしないでください。 また、 コネク タ
を削除しないでください。

7. JRun サーバーを再起動します。

8. Web サーバーを再起動します。

複雑な分散環境の例複雑な分散環境の例複雑な分散環境の例複雑な分散環境の例

次の図は、別個のコンピュータ上での複数の Web サーバーと  1 つの JRun サーバーの接
続に必要な設定を示しています。 これは、複数のコンピュータが同一のファイル システ
ムを使用しており、JRun サーバーの local.properties ファ イルにアクセスできるよ うに、
ディ レク ト リ  /jrun が各 Web サーバー マシンにマップされているこ とを想定していま
す。どのコンピュータ も  JRun サーバーに接続できるよ うに、jcp.endpoint.main.interface
が * に設定されているこ とに注意して ください。 これを  10.0.0.5、10.0.0.6、10.0.0.7 に
設定するこ と も簡単にできます。
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以下の図は、 Web サーバーのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルおよび local.properties
ファ イルで必要な設定を示しています。

分散環境での分散環境での分散環境での分散環境での JSP の使用の使用の使用の使用

複数のコンピュータで異なるファ イル システムを使用するこ とがあ り ます。 ユーザが
JSP の URL を要求したと き、 Web サーバーのリ アル パスは、 実際にページを取得する
"本当の " パスではあ り ません。Web サーバーの " リ アル " パスを、 JRun が要求への応
答で使用するパスに変換する必要があ り ます。

JRun の pathtrans プロパティを使用する と、 要求を実際のパスにマッピング (パスを変
換 ) するこ とができます。 global.properties ファ イルのこれらのプロパティの既定値は
以下のとおりです。

### pathtrans.properties
webapp.pathcount=0
webapp.path0.from=/virtualdir
webapp.path0.to=/realdir

この設定は、 JRun サーバーと  Web サーバーが同一のコンピュータ上にある場合に有効
とな り ます。 ただし、 分散環境で JRun サーバーが異なるコンピュータ上にあ り、 2 つ
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のコンピュータが異なるファ イル システムを使用している場合は、ユーザがマッピング
を指定する必要があ り ます。

pathtrans プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集プロパティの編集

pathtrans プロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するにはプロパティ を編集するには

1. JRun の global.properties の pathtrans セクシ ョ ンを JRun サーバーの
local.properties にコピーします。 ローカル Web サーバーの local.properties はルー
ル マッピング用にのみ使用されます。 この変更は、 JRun をホス トするコンピュー
タ上で行 う必要があ り ます。 Web サーバー マシンの local.properties のコピーは変
更しません。

2. webapp.pathcount をパス変換の回数 n だけ増分します。

3. webapp.path[n].from ディ レク ト リが Web サーバーを参照し、 webapp.path[n].to
ディ レク ト リが JRun コンピュータを参照するよ うにします。

必要なすべての JSP を JRun コンピュータ上の webapp.path[n].to ディ レク ト リに格
納する必要があ り ます。

pathtrans の例の例の例の例

以下の例では、 Linux 上の Apache ドキュ メ ン ト  ルート  ディ レク ト リ に JSP があ り ま
す。pathtrans プロパティを使用して JRunに指示する と、/jsps 内の JSP に対する要求を
すべて Apache /htdocs/jsps ディ レク ト リに再マッピングできます。 以下の例ではディ
レク ト リ名が同じですが、 異なっていても問題はあ り ません。

### pathtrans.properties
webapp.pathcount=1
webapp.path0.from=C:\\Inetpub\\wwwroot2\\jsps
webapp.path0.to=/usr/local/apache/htdocs/jsps

分散分散分散分散 JRun システムの保護システムの保護システムの保護システムの保護

分散環境でシステムのセキュ リ テ ィ を備えるにあたって考慮するべき こ とは多々あ り
ますが、 このセクシ ョ ンでは JRunに関して行 うべき こ とを説明します。

• JWS のシャ ッ トダウンのシャ ッ トダウンのシャ ッ トダウンのシャ ッ トダウン JRun のデフォルトのインス トールでは、 dmin JRun サー
バーを含め、それぞれの JRunサーバーにWebサーバーが設定されます。 JWSの
オフについては 177  ページの ｢ JWSのオフ｣ を参照して ください。

• ホス トホス トホス トホス ト  ベースの認証の設定ベースの認証の設定ベースの認証の設定ベースの認証の設定 JRunでは、 JRunサーバーと外部Webサーバー間の通
信をハイジャ ッ クから守るための基本的な メカニズムが提供されています。 こ
の設定については、 177  ページの ｢コネクタ用のホス トベース認証｣ を参照して
ください。
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JWSのオフのオフのオフのオフ

JRunのインス トールによ り、default と adminの 2つの JRunサーバー、および default

と admin の 2つの all-Java JRun Web Servers (JWS) が作成されます。 デフォルトでは、
これらの Web サーバーは、 ポート 8000およびポート 8100 のそれぞれで受信しよ う と
します。 たいていのシステム管理者は、 ファ イアウォールで入力ポートのアクセスを制
限していますが、使用していないサービスをオフにしておく こ とに越したこ とはあ り ま
せん。 このセクシ ョ ンでは、 JRunサーバー用の JWS をオフにする方法を説明します。

使用されていない使用されていない使用されていない使用されていない JRunサーバー用のサーバー用のサーバー用のサーバー用の JWS をオフにするにはをオフにするにはをオフにするにはをオフにするには

1. JRun サーバーの local.properties ファ イルを開きます。 このファイルは、

<jrun_root_dir>/servers/<server_name>/local.propertiesにあるはずです。

2. webサービスを  servlet.services プロパティから削除します。 たとえば、 次のよ
うになり ます。

# was: servlet.services=jndi,jdbc,webwebwebweb,mail,url,{servlet.webapps},jcp
servlet.services=jndi,jdbc,mail,url,{servlet.webapps},jcp

3. JRunサーバーを再起動します。

コネクタ用のホス トベース認証コネクタ用のホス トベース認証コネクタ用のホス トベース認証コネクタ用のホス トベース認証

JRun を実行するマシンと  Webサーバーを実行している別のマシン間で接続が作成され
る と、ネッ ト ワーク上の別の場所から許可されていないユーザーのアクセスを防止して
おきたいものです。 JRun では、 JRun コネク タ用にホス ト  ベースの認証が提供されま
す。 つま り、 定義されたアドレスからのホス トのみ、 JRun サーバーに要求を送信する
よ うにできます。

JMCの [外部 Web サーバー]パネルを使用して、IPアドレスが特定の JRunサーバーと交
信できるよ うに指定できます。 現在のと ころ、 SSL または他の暗号化技術を使用して
外部Webサーバーと JRunサーバー間のト ラフ ィ ッ クを保護するこ とはできません。 

メモメモメモメモ すべての IP アドレスから要求を受信するのが JRun サーバーのデフォル
トの設定です。

Webサーバーとサーバーとサーバーとサーバーと JRun間の接続をロックするには間の接続をロックするには間の接続をロックするには間の接続をロックするには

1. JRun 管理コンソールの左ペインで、 [machine_name] > [JRun_server_name] > [ 外
部 Web サーバー ] を選択します。

メモメモメモメモ コネク タ  ウ ィザードを実行して、この JRunサーバーを外部Webサー
バーに接続していない場合、 こ こで接続するよ うに指示があ り ます。

[外部 Web サーバー ]パネルが表示されます。
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2. 右ペインで、[外部サーバー アドレス ] フ ィールドをク リ ッ ク します。[外部Web サー
バー編集 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3. カンマで区切った IP アドレスを入力します。 これらのマシン上にある Webサー
バーのみ JRun サーバーに要求を送信できます。 すべてのWebサーバーから JRun
に要求を送信できるよ うにするには、 * を入力します。

4. 変更を適用するには、 [更新 ] をク リ ッ ク します。

5. JRunサーバーを再起動します。

メモメモメモメモ ホス ト  ベースの認証による保護は、 IP スプールまたは 他の man-in-the-
middle テクニッ クを使用してのアタ ッ クを防止する こ とはできません。
JRunの後のバージ ョ ンでは、 TLS/SSLがサポート される予定です。

JRun でのマルチでのマルチでのマルチでのマルチ ホステ ィングホステ ィングホステ ィングホステ ィング

1 台のコンピュータ上に複数の仮想ホス ト を設定する場合、JRun をこれらのホス トに接
続するには、特別な手順を実行する必要があ り ます。 ほとんどの環境では、以下の理由
によ り、 各仮想ホス ト ご とに別個の JRun サーバーを作成します。 

• 異なる仮想ホス トの Web アプリケーシ ョ ンを別個の JVM によって処理できる
よ うにするため。

• 1 つの JRun サーバーが停止しても、すべての Web アプリケーシ ョ ンに障害が起
こらないよ うにするため。
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• 開発者や顧客が、 同じ名前を持つ Web アプリケーシ ョ ンを作成しないよ うにす
るため (ISP の場合 )。

次の図は、 1 台のコンピュータが 1 つの Web サーバーを実行する、 単純なマルチホス
ティング構成を示しています。 こ こで、Web サーバーは 2 つの仮想ホス トのホス トであ
り、 これらの仮想ホス トはそれぞれ、 独自の JRun サーバーを持っています。

このセクシ ョ ンでは、 最も よ く使用されている  Web サーバーでマルチ ホスティングを
行 う方法について説明します。

Apache でのマルチでのマルチでのマルチでのマルチ ホステ ィングホステ ィングホステ ィングホステ ィング

Apache 仮想ホス ト を設定し、各ホス トに独自の JRun サーバーを作成するには、Apache
のコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル (httpd.conf) の各 VirtualHost ディ レクテ ィブ内に
JRun コンフ ィギュレーシ ョ ン  ブロ ッ クを含めます。

次の一覧は、 VirtualHost ディ レクティブ内の JRun コンフ ィギュレーシ ョ ン情報の例を
示しています。 LoadModule は、 VirtualHost ディ レクテ ィブの外部に記述する必要があ
り ます。 これは、 LoadModule ステート メン トの参照は、 グローバル レベルで 1 回だけ
行 う よ うにする必要があるためです。

LoadModule jrun_module136 "/opt/JRun/connectors/apache/intel-linux/mod_jrun.so"
<VirtualHost 127.0.0.1>

ServerAdmin webmaster@localhost
DocumentRoot /usr/local/apache/htdocs/localhost
ServerName new-host
ErrorLog logs/new-host-error_log
CustomLog logs/new-host-access_log common

    # JRun Settings
<IfModule mod_jrun.c>

JRunConfig jrun.rootdir "/opt/JRun/bin/.."
JRunConfig jvmlist new-host
JRunConfig Verbose false
JRunConfig ProxyHost 127.0.0.1
JRunConfig ProxyPort 51001
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JRunConfig Mappings "/opt/JRun/servers/new-host/local.properties"
</IfModule>

</VirtualHost>

LoadModule ステート メン トが必要となるのは、JRun を  Dynamic Shared Objects (DSO)
モジュールと して使用する場合に限られます。 JRun をスタティ ッ ク  モジュールと して
設定した場合は、 LoadModule ステート メン トは必要あ り ません。 

また、 httpd.conf ファ イルの編集に加えて、 各仮想ホス トの JRun サーバーを、 一意の
プロキシ ポート を使用するよ うに設定する必要があ り ます。

Apache でマルチでマルチでマルチでマルチ ホステ ィングを行うにはホステ ィングを行うにはホステ ィングを行うにはホステ ィングを行うには

1. 新規 Apache 仮想ホス ト を作成します。

2. 100  ページの ｢ JRun サーバーの追加｣ の説明に従って、 新規 JRun サーバーを作成
します。 手順の説明上、 新規 JRun サーバーを  new-host と呼びます。

各仮想ホス トは、VirtualHost ディレクティブ内の ProxyPort プロパティ と一致する、
一意の JCP ポート を持つ必要があ り ます。 JRun ポート の使用の詳細については、
160  ページの ｢ JRun ポートについて｣ を参照して ください。

3. local.properties の servlet.services プロパティから  web サービスを削除して、 new-
host JWS を無効にします。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp,web,web,web,web
servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp

4. admin JRun サーバーを再起動します。 次に例を示します。

% jrun -restart admin

5. Apache Web サーバーを再起動します。

6. new-host JRun サーバーを起動します。 次に例を示します。

% jrun -start new-host

IIS でのマルチでのマルチでのマルチでのマルチ ホステ ィングホステ ィングホステ ィングホステ ィング

複数の仮想サーバーを設定できるのは IIS 4.0 だけです。 IIS 3.0 および PWS は、 複数の
仮想サーバーをサポート していません。

IIS でマルチでマルチでマルチでマルチ ホステ ィングを行うにはホステ ィングを行うにはホステ ィングを行うにはホステ ィングを行うには

1. 新規仮想ホス トのディ レク ト リ を作成します。 たとえば、 c:\inetpub\newhost_root
と します。

2. newhost Web サイ トの新規 scripts ディ レク ト リ を作成します。 たとえば、
c:\inetpub\newhost_root\scripts と します。

3. 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 の説明に従って、 新規 JRun サーバーを作成します。
手順の説明上、 新規 JRun サーバーを  new-host と呼びます。
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各仮想ホス トは、VirtualHost ディレクティブ内の ProxyPort プロパティ と一致する、
一意の JCP ポート を持つ必要があ り ます。 JRun ポート の使用の詳細については、
160  ページの ｢ JRun ポートについて｣ を参照して ください。

4. local.properties の servlet.services プロパティから  web サービスを削除して、 new-
host JWS を無効にします。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp,web,web,web,web
servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp

5. admin JRun サーバーを再起動します。 次に例を示します。

% jrun -restart admin

6. MMC で、 コンピュータ名を右ク リ ッ ク し、 [新規 ] > [Web サイト ] を選択して新規
Web サイ ト を作成します。 たとえば、 NewHost_Site を作成します。

7. JRun サーバーの scripts ディ レク ト リ を参照する仮想 scripts ディ レク ト リ  ( たとえ
ば、 c:\inetpub\newhost_root\scripts) を、 Web サイ ト を右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] > [
仮想ディレクトリ ] を選択して作成します。エイ リ アスを  newhost_scripts に設定しま
す。 この新規ディ レク ト リに実行権限を与えます。

8. JMC で、 Web サーバーに対してコネク タ  ウ ィザードを実行します。

コネク タ  ウ ィザードの手順 2 で、 必ず接続ご とにコネク タ  ウ ィザードに一意の
JRun サーバー コネクタ ポート を入力して ください。

手順 3 で以下の操作を行います。

• IIS Scripts ディレクトリ が新規の scripts ディ レク ト リ を参照するよ うにします (
たとえば、 c:\inetpub\newhost_root\scripts)。 

• [ グローバル フィルタとしてのインストール ] チェッ ク  ボッ クスをオフにして、JRun
フ ィルタを仮想サイ トの /scripts ディ レク ト リにのみ適用します。 

マルチ ホスティングをセッ ト アップする際は、 JRun フ ィルタが既にグローバルに
インス トールされていないこ とを確認してください。グローバルにインス トールさ
れている場合は、 metaset ユーテ ィ リ テ ィ を使用してアンインス トールできます。
metaset 使用の詳細については、 『拡張設定ガイ ド』 の関連するセクシ ョ ンを参照し
てください。

9. World Wide Web Publishingサービスを再起動します。

10. newhost JRun サーバーを起動します。 次に例を示します。

% jrun -start newhost

Netscape でのマルチでのマルチでのマルチでのマルチ ホステ ィングホステ ィングホステ ィングホステ ィング

Netscape では、 仮想ホス ト ご とに新規 Web サーバーのインスタンスが必要です。

Netscape でマルチでマルチでマルチでマルチ ホステ ィ ングを行うにはホステ ィ ングを行うにはホステ ィ ングを行うにはホステ ィ ングを行うには

1. 仮想ホス ト ご とに新規 Web サーバーのインスタンスを作成します。
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2. 94  ページの ｢ JRun サーバーの設定｣ の説明に従って、新規 JRun サーバーを作成し
ます。 手順の説明上、 新規 JRun サーバーを  new-host と呼びます。

3. local.properties の servlet.services プロパティから  web サービスを削除して、 new-
host JWS を無効にします。

# was:servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp,web,web,web,web
servlet.services=jndi,jdbc,{servlet.webapps},jcp

4. JMC でコネクタ  ウ ィザードを実行し、 新規 JRun サーバーを新規の Netscape Web
サーバー インスタンスに接続します。

コネク タ  ウ ィザードの手順 2 で、 必ず接続ご とにコネク タ  ウ ィザードに一意の
JRun サーバー コネクタ ポート を入力して ください。

5. Netscape サーバーを再起動します。

6. admin JRun サーバーを再起動します。 次に例を示します。

% jrun -restart admin

7. fredserver JRun サーバーを起動します。 次に例を示します。

% jrun -start new-host

要求のチェーン化要求のチェーン化要求のチェーン化要求のチェーン化
JRunConnector サーブレッ ト を使用する と、サーブレッ ト  エンジン  インスタンスから別
のサーブレッ ト  エンジン  インスタンスへ渡される要求をチェーン化するこ とができま
す。サーブレッ ト  エンジンを使用する と、 JRun サーバーから別の JRun サーバーへ、 ま
たは 非 JRun サーブレ ッ ト  エンジンから  JRun サーバーへと要求を渡すこ とができま
す。

この機能は、 複数の JRun サーバーにアクセスする中心点が必要な場合に役立ちます。

JRunConnector サーブレッ ト を使用するには、 次の手順を実行します。

• ターゲッ ト  JRun サーバーのホス トおよびポート情報を確認します。

• 呼び出す側のサーバーの設定を定義します。

• ターゲッ ト  サーバーの設定を定義します。
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ターゲッ トターゲッ トターゲッ トターゲッ ト  サーバーの設定の確認サーバーの設定の確認サーバーの設定の確認サーバーの設定の確認

まず、 ターゲッ ト  JRun サーバーの設定を取得します。 取得する必要のある設定には以
下が含まれます。

• proxyhost: ターゲッ ト  JRun サーバーの IP アドレスです。

• proxyport: ターゲッ ト  JRun サーバー上で動作する  JCP プロセスのポート番号で
す。 これは、 コネク タ  ウ ィザードの実行時に指定したポート番号です。

• send-path-info (オプシ ョ ン ): ブール値です。JRunConnector がすべての URI 情報
を渡す (false) か、 URI のパス情報のみを渡す (true) かを指定します。 既定値は
false です。URI およびパス情報の詳細については、『JRun によるアプ リケーシ ョ
ンの開発』 を参照してください。

呼び出す側のサーバーの設定の定義呼び出す側のサーバーの設定の定義呼び出す側のサーバーの設定の定義呼び出す側のサーバーの設定の定義

呼び出す側のサーバー (JRun 以外のサーブレッ ト  エンジンの場合もあ り ます ) 上で、以
下の設定を作成します。

• JRunConnector のサーブレッ ト定義。 この定義には、 proxyhost、 proxyport、 お
よび ( オプシ ョ ンの ) send-path-info の初期化引数を含める必要があ り ます。 た
とえば、 次のよ うに定義します。

Name:gotohr
Class name:allaire.jrun.connector.JRunConnector
Display name:Connect to HR server
Init arguments:
   proxyport=51001
   proxyhost=200.10.5.30

• サーブレッ ト定義を呼び出す URL マッピング。 たとえば、 次のよ うに定義しま
す。

Virtual path/extension:/hr
Servlet invoked:gotohr

ターゲッ ト  JRun サーバーは、 proxyhost/proxyport の組み合わせで一意に識別されま
す。 ターゲッ ト  JRun サーバーご とに、 サーブレッ ト定義 /URL マッピングのペアを別
個に指定します。 

ターゲッ トターゲッ トターゲッ トターゲッ ト  JRun サーバーの設定の定義サーバーの設定の定義サーバーの設定の定義サーバーの設定の定義

前の例では、呼び出す側のサーバー上のサーブレッ ト  URL マッピングと して /hr を使用
しました。 ターゲッ ト  JRun サーバーは、 次のよ うな複数の方法でこのマッピングを処
理できます。

• send-path-info が false である場合は、 ターゲッ ト  サーバー上で次のいずれかを
行います。
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• 呼び出す側のサーバー上の URL マッピングと同じ名前で、Web アプリケー
シ ョ ンを定義します。 たとえば、 呼び出す側のサーバーの URL マッピン
グが /hr である場合、ターゲッ ト  サーバーの Web アプリケーシ ョ ン  マッ
ピングは /hr と します。

• 呼び出す側のサーバーが使用する  URL マッピングを含むマルチ パート
URL マッピングを定義します。 たとえば、 呼び出す側のサーバー上の リ
ク エス ト  URI に URL マ ッ ピング と し て /hr が、 パス情報と し て /
ShowEmployees が含まれている場合、ターゲッ ト  サーバーでは URL マッ
ピングを  /hr/ShowEmployees と定義します。

• send-path-info が true である場合は、パス情報に含まれている情報で、ターゲッ
ト  JRun サーバー上のサーブレ ッ ト を正し く呼び出せる こ と を確認する必要が
あ り ます。

補足情報補足情報補足情報補足情報

JRunConnector はサーブレ ッ ト であるため、 RequestDispatcher を使用して別のサーブ
レ ッ ト から呼び出すこ とができます。 たとえば、 呼び出す側のサーバー上でセキュ リ
ティや帯域幅の分析などの処理を行ってから、 適切なターゲッ ト  JRun サーバーに転送
する場合に利用できます。

カスタムカスタムカスタムカスタム コネクタの作成コネクタの作成コネクタの作成コネクタの作成

コネク タは、 JRun が Web サーバーとの通信の確立に使用するモジュールです。 コネク
タは、Web サーバーにインス トールされる と、すべてのサーブレッ トおよび JSP 要求を
JRun に転送します。多くの Web サーバーでは、JMC を使用してコネクタ  ウ ィザードを
実行すれば、 コネク タをインス トールできます。

JRun には、カスタム Web サーバーやその他の特別なプラ ッ ト フォームに使用するため、
コネク タのソース  コードが含まれています。 基本的な使用に関する説明については、
<JRun のルート ディレクトリ >/connectors/src/readme を参照して ください。 <JRun の

ルート ディレクトリ >/connectors/src ディ レ ク ト リ には、 サーバー独立モジュール、
Apache、 ISAPI、 および NSAPI に対するサブディ レク ト リが含まれます。 JRun は、 サ
ポート されるプラ ッ ト フォームに適切なソース  コード、make ファ イル、ヘッダー ファ
イル、 プロジェク ト  ファ イル、 および関連ファイルを提供します。
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次の表は、<JRun のルート  ディ レク ト リ >/connectors/src のサブディ レク ト リの概要を示
します。

次に、 Apache および Netscape 用コネクタのコンパイル手順について説明します。

オープンオープンオープンオープン  ソースソースソースソース コネクタのディ レク ト リコネクタのディ レク ト リコネクタのディ レク ト リコネクタのディ レク ト リ

デ ィ レク トデ ィ レク トデ ィ レク トデ ィ レク ト
リリリリ

目次目次目次目次

apache Apache 用のプロジェク ト  ファイル、関連ファイル、 ヘッダー ファ
イル、 および make フ ァイルです。 Apache 固有のソース コードは

mod_jrun.c にあります。

connector 次のファイルを含みます。

• jrun_property.c: プロパティ  ファイルを読み取るためのユー

ティ リテ ィ  コードです。

• jrun_property.h: プロパティのデータ構造の定義です。

• jrun_proxy.c:JRun プロキシ プロ ト コルのインプリ メンテー

シ ョ ンです。

• jrun_proxy.h: コネクタ  プロ ト コルの定義です。

• platform.c: 各種システム呼び出しの既定インプリ メンテー

シ ョ ンです。

isapi ISAPI 用のプロジェク ト  ファイル、関連ファイル、 ヘッダー ファイ

ル、 および make フ ァイルです。 ISAPI 固有のソース コードは次の

ファイルに含まれています。

• extension.cpp: ISAPI 拡張機能のエン ト リ  ポイン トです。

• filter.cpp: ISAPI フ ィルタのエン ト リ  ポイン トです。

• interface.cpp: jrun_proxy.c によって呼び出されるメソ ッ ドで
す。

nsapi NSAPI 用のプロジェク ト  ファイル、関連ファイル、ヘッダー ファイ
ル、 および make ファイルです。 NSAPI 固有のソース コードは次の

ファイルに含まれています。

• extension.c: NSAPI のエン ト リ  ポイン トです。

• interface.c: jrun_proxy.c によって呼び出されるメソッ ドです。

• nwmain.c: Netware 固有のコードです。



186 JRun セッ トアップ  ガイド
Apache 用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル

サポート されていないプラ ッ ト フォームで使用するため、 カスタム  Apache コネク タを
作成できます。 さ らに、 カスタム  コネクタをコンパイルして、 Apache に静的にリ ンク
するこ とができます。

Apache 用のカスタム用のカスタム用のカスタム用のカスタム コネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するには

1. Apache のディ レク ト リに移動します。

cd apacheinstalldirectory

2. src/modules/jrun ディ レク ト リ を作成します。

mkdir src/modules/jrun

3. src/modules/jrun ディ レク ト リに移動します。

cd src/modules/jrun

4. 次のよ うに、 ファ イルをコピーします。

cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/*.c .
cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/*.h .
cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/Makefile.libdir .
cp jruninstalldirectory/connectors/src/apache/Makefile.tmpl .
cp jruninstalldirectory/connectors/src/connector/*.c .
cp jruninstalldirectory/connectors/src/connector/*.h .

5. Apache のディ レク ト リに移動します。

cd apacheinstalldirectory

6. configure ユーティ リ ティ を実行します。 このユーティ リ ティは、 追加のサイ ト固
有の引数を必要と します。

./configure --activate-module=src/modules/jrun/libjrun.a

7. 次のよ うに、 make コマンドを実行します。

make 
make install

Netscape 用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル用のコネクタのコンパイル

Netscape 用のカスタム用のカスタム用のカスタム用のカスタム コネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するにはコネクタを作成するには

1. <JRun のルート ディレクトリ >/connectors/src/nsapi ディ レク ト リに移動します。
cd <JRun のルート ディレクトリ >/connectors/src/nsapi

2. 次のよ うに、 make ファ イルを編集します。

• 適切な INCxy = ../Servers/Netscape/x.y/include 行を変更し、正しい include ディ
レク ト リ  ( たとえば、 Netscape のインストール ディレクトリ /plugins/include) を
参照するよ うにします。
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• JRUN_LIBS 定義を変更し、 使用する  Netscape のバージ ョ ンのみが含まれるよ う
にします ( たとえば、 JRUN_LIBS = libjrun_nsapi35.so)。

3. make ファ イルを実行します。

make 

4. 出力を格納するためのディ レク ト リ を作成します。

mkdir ../../nsapi/custom

5. 出力をコピーします。

cp -f libjrun_nsapi*.so ../../nsapi/custom
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第 5 章 プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルファイルファイルファイル
JRun では、 プロパティ  ファ イルを使用して初期化および構成を行います。 これらの
ファイルには、 JRun で使用する構成可能な設定値の大部分が格納されています。

一般的な構成タスクのほとんどは、 プロパティ  ファ イルへの書き込みを行 う  JRun 管
理コンソール で実行するこ とができますが、プロパティ  ファ イルを編集する と、JRun
で使用可能な内部変数をよ く理解できるだけでなく、JRun の設定の一部をよ り詳細に
制御するこ とができます。

この章では、プロパティ  ファ イルが持つ階層の性質と併せて、 アクセスが容易である
とい うプロパティ  ファ イルの特徴を生かした JRun の構成方法について説明します。

目次目次目次目次

• プロパティ  ファ イルの概要..................................................................190

• プロパティ  ファイルのリロード ...........................................................191

• プロパティ  ファ イルの階層について ....................................................191

• プロパティ  ファ イルの編集..................................................................193

• プロパティ  ファ イル ...........................................................................189
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プロパティプロパティプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルの概要ファイルの概要ファイルの概要ファイルの概要

プロパティ  ファ イルには、 JRun の構成情報の大部分が格納されています。 JRun は、起
動時にプロパティ  ファ イル内の値を読み取り、再起動されるまで、それらの値を メモ リ
内に保持します。 .JRun は、 最初にローカル プロパティファ イルを読み取り、次に残りの
プロパティ  ファ イルを読み取り ます。

以下の表は、プロパティ  ファ イルおよび JRun ディ レク ト リ  ツ リー内の各ファ イルの格
納場所を示したものです。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルファイルファイルファイル

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 格納場所格納場所格納場所格納場所 説明説明説明説明

descriptions.properties \lib\ プロパテ ィ  フ ァ イル内にある多 く

のオブジェ ク トの記述が格納され
ています。

global.properties \lib\ 最上位レベルの値が格納されてい
ます。 既定では、 ローカル プロパ

テ ィ  フ ァイルにはグローバル プロ

パティの値が格納されます。

local.properties \servers\
<server_name>\

JRun サーバーご とのプロパテ ィ

と、そのサーバー上のすべてのアプ
リケーシ ョ ンのプロパテ ィが格納
されます。 グローバル プロパテ ィ
は、このプロパティによって無効に
なります。

webapp.properties \servers\
<server_name>\
<app_name>\WEB-
INF\

必要に応じて、 特定の Web アプリ

ケーシ ョ ンのプロパテ ィ も格納さ
れます。 ローカル プロパテ ィおよ
びグローバル プロパテ ィは、 この

プロパテ ィによって無効になりま
す。 JRun でこのフ ァイルが作成さ
れるのは、 ユーザが JMC を使って

アプリケーシ ョ ン特有の設定値を
設定した場合のみです。

jvms.properties \lib\ 該当する  JRun のインストール先に
あるすべての JRun サーバーの名前

と絶対パスの一覧がリス ト されま
す。

pass.properties \lib\ すべてのユーザについて、暗号化さ
れたパスワード とアクセス許可の
設定が格納されます。
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プロパティプロパティプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルのリロードファイルのリロードファイルのリロードファイルのリロード

JRunプロパティ  ファ イルを変更する と、 JRunサーバーを再起動する必要があ り ます。 
例外は、 users.properties ファ イルで、 JRunによ り自動的に再起動され、 Web アプ
リ ケーシ ョ ンのユーザの追加、 変更、 削除が、 リ アルタイムに行われます。

プロパティプロパティプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルの階層についてファイルの階層についてファイルの階層についてファイルの階層について

JRun のプロパティ  ファ イルは、 システム、 グローバル、 ローカル、 およびアプリ ケー
シ ョ ン とい う  4 層構造になっています。 グローバル レベルでの設定値は、 ローカル レ
ベルでの設定値によって上書きされる場合があ り ます。 さ らに、ローカル レベルでの設

serial_number.
properties

\lib\ JRun のシ リ アル番号を格納し ま

す。

users.properties \lib\ ユーザと各ユーザのパスワードの
一覧のほかに、グループへのユーザ
の割 り当ておよびロールへのグ
ループの割り当ての一覧が格納さ
れます。

ejipt.properties \lib\ EJB エンジンのホスト情報を格納し

ます。

deploy.properties \ser vers\ <ser ver_
name>\deploy

サーバー レベルのプロパテ ィ を格

納します。この情報は、Deploy ツー
ルによって、 使用する  bean、 ホス

ト名、 データ  ソース、 および最大

接続数を決定するために使用され
ます。

<bean_name>.properties <B e a n  のイ ン タ
フ ェ ース および実
装デ ィ レク ト リ >

セキュリテ ィおよび bean の説明情
報を格納します。

bean の XML 記述子ファイルにも同

じ情報を格納できます。

default.properties <B e a n  のイ ン タ

フ ェ ース および実
装デ ィ レク ト リ >

この bean の内容に関する情報を格

納します。

プロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルファイルファイルファイル

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 格納場所格納場所格納場所格納場所 説明説明説明説明
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定値は、アプ リケーシ ョ ン  レベルでの設定値によって上書きされる場合があ り ます。シ
ステム  レベルでの設定値が上書き されるこ とはあ り ません。ユーザが設定値を上書きし
ない場合には、 上位レベルのプロパティ  ファ イルから下位レベルのプロパティ  ファ イ
ルに値が継承されます。

次の図は、 JRun の設定値の 4 つのレベルを示したものです。

システム  レベルの設定値は、 実行時に計算されます。 これらの設定値は、 プロパティ
ファ イルを編集しても、 JMC を使用しても、 上書きするこ とはできません。 これには、
次のよ うな値があ り ます。

jrun.server.rootdir
jrun.server.name
jrun.rootdir (UNIX のみ )

Windows 95/98/NT/2000 での jrun.rootdir システム設定値は、 JRun のインス ト ール
ユーティ リ ティによって設定され、 Windows レジス ト リ内に格納されます。

グローバル プロパティは、 global.properties ファ イルと、一般的なプロパティ  ファ イル
(pass.properties、 jvms.properties、 users.properties など ) から構成されます。 これらの
ファイル内にある設定値は、JRun のインス トール先にあるすべての JRun サーバーに適
用されます。 たとえば、 JRun のそれぞれのインス トール先には、 JMC にアクセスする
ためのパスワードが格納されているファ イルが 1 つずつあり ます。

local.properties ファ イルは、JRun のインス トール先で JRun サーバー レベルでの設定を
提供します。 これらのファ イルには、 グローバル レベルおよびシステム  レベルからプ
ロパティが継承されますが、 ファ イル内にローカル値が含まれている場合は、継承され
たプロパティが上書きされます。
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webapp.properties ファ イルは、 Web アプ リ ケーシ ョ ン  レベルでの設定を提供します。
これらの設定によって、 ローカル レベルおよびグローバル レベルの設定は無効になり
ます。 JRun でこれらのファイルが作成されるのは、 ユーザが JMC を使ってアプリケー
シ ョ ン特有のプロパティを設定した場合のみです。

web.xml ファ イルは、サーブレッ トおよび JSPの仕様によ り定義されます。アプ リケーシ ョ
ン  レベルおよびコンテナ レベルの設定が提供されます。 詳細については、 適切な仕様
を参照してください。

たとえば、 次のよ うな代入が行われている と します。

/default/local.properties webapp=default_invoker
/admin/local.properties webapp={default}
global.properties webapp=invoker

結果 :

webapp 変数は、 Admin サーバーの場合は invoker に設定され、 default サーバーの場合
は default_invokerに設定されます。

プロパティプロパティプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集

ほとんどのプロパティは、 JMC を使用して変更できます。 しかし JRun プロパティは、
編集ツールで設定する必要があ り ます。 テキス ト  エディ タを使用し、 JRun プロパティ
ファ イルをマニュアルで編集するか、 または PropertyScript ユーティ リ ティ を使用して

Java インタフェースを通して行 う こ とができます (196  ページの ｢ PropertyScriptの使用

｣ を参照 )。 JRun のプロパティ  ファ イルを編集する場合は、 いくつかの簡単な規則に従
う必要があ り ます。 次のセクシ ョ ンでは、 この規則について説明します。

構文構文構文構文

JRunプロパティ  ファ イルに変更を加えるには、 次のよ うな構文規則に従います。

• すべてのパラ メータは、 <parameter>=<value> によって設定されます。 この構
文では、 等号 (=) の前後にスペースは入れません。

• 複数の値を区切るには、 コンマまたはセ ミ コロンのいずれかを使用します。

• いずれの行においても、行頭または行末にスペースまたはタブなどで余白を入れ
ないでください。

• 変数は、 中括弧 { } で囲みます。

• 行をコ メン トにする と きには、 ポンド記号 (#) を使用します。

編集編集編集編集

When editing a local.properties ファイルを編集する場合は、 ファ イルの編集前に関連する
JRunサーバーを停止し、 編集後にサーバーを再起動する必要があ り ます。この操作によ
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り、 マニュアルによる変更後に、 メモ リに残っている ものが local.properties ファ イ

ルに書き込まれるのを防ぐこ とができます。 

また、 JRunプロパティ  ファ イルを変更する と きには、 次のこ とに注意してください。

• プロパティ  ファ イルを編集する前に、 編集するプロパティ  ファ イルのバッ ク
アップを作成します。

• テキス ト  エディ タを使用して、 *.properties とい う拡張子を持つ通常のテキス ト
ファ イルと してプロパティ  ファ イルを保存します。

• global.properties ファ イルを編集する場合は、 該当する  JRun インス トール先に
あるすべての JRun サーバーを再起動します。

変数の使用法変数の使用法変数の使用法変数の使用法

JRun では、変数とプレースホルダーをよ く使用します。変数とプレースホルダーは、プ
ロパテ ィ  ファ イルや JRun 管理コンソール (JMC) の中で中括弧 { }, によって示されま
す。

{variable} は、実行時には値に置き換えられます。変数と定数は、次のよ うに同じ代入式
の中で一緒に使用するこ とができます。

jrun.services=scheduler,logging,monitor,{servlet.services},control

また次のよ うに、 変数と定数は同じ値の中で一緒に使用するこ と もできます。

logging.filename={jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-event.log
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最も頻繁に出て く る変数は、 {jrun.rootdir} と  {default} です。 {default} は、 実際には、 変
数とい う よ りはプレースホルダーと して機能します。 以下の表は、 この 2 つの変数と、
その他の変数について説明したものです。

変数の使用法変数の使用法変数の使用法変数の使用法

変数変数変数変数 説明説明説明説明

{jrun.rootdir} {jrun.rootdir} 変数は、 インストール時に設定されるシス
テム変数です。 UNIX システムでは、 JRun サーバー プロ

セ ス を起動 し た と き に、 こ の値が計算 さ れます。
Windows 95/98/NT では、 インス トール時に、 この値が

システム レジス ト リに一度だけ書き込まれます。

JRun サーバーに関連する  JVM 実行可能プログラムを起

動すると、 JRun は、 -D スイッチを指定して、 関連する
値を持つ jrun.rootdir を受け渡します。 たとえば、 次の

ように設定します。
java -D jrun.rootdir=c:\Allaire\JRun\

{default-app.rootdir} JRun のすべての Web アプリケーシ ョ ンは、 ルート  デ ィ

レク ト リを持ちます。この変数を使用すると、Web アプ
リケーシ ョ ンのルート  デ ィ レク ト リを動的に指定する

ことができます。

これは、 アプリケーシ ョ ン フ ァ イルで利用するドキュ

メン トのルート  デ ィ レク ト リです
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PropertyScriptの使用の使用の使用の使用

PropertyScript ユーティ リ ティ を使用して、 JRunプロパティ  ファ イルの設定を変更、
追加、 削除できます。 PropertyScript では、 JRunプロパティ  ファ イルを変更する指
示語が含まれる、 別のスク リプ ト  ファ イルが処理されます。

PropertyScriptク ラスは、 install.jarファ イルのallaire.jrun.installパッケージ

の一部です。 ク ラスパスに install.jar を含める必要があ り ます。

{default} {default} という値は、該当するパラメータが別のプロパ
テ ィ  フ ァイルで設定されていることを示します。 最も
一般的な使用法は、 あるパラメータに global.properties
の中で実際の値を設定し、 local.properties の の中では、

そのパラメータを  {default} に設定する方法です。
ブランクを代入すると、 変数の値がヌルに設定されま
す。local.properties 内に foo={default} という代入式があ
り、 global.properties 内に foo= という代入式がある場

合、 foo にはヌルが代入されます。

local.properties  と  global.properties  の両方で、同
一のパラ メータが {default} またはブランクに設定され
ていることは通常はありません。

その他の変数 プロパテ ィ  フ ァイル内では、 動的なシステム変数をい

く つか使用するこ とができます。 これらの変数には、
{date}、 {hour}、 {day}、 {month}、 {year} などがあり、主に
ログ フ ァイルの出力設定やファイル名の指定で使用し

ます。

オブジェ ク ト を変数と混同しないよ うに注意して く だ
さい。たとえば、logging.dispatchLogger.events は、デ ィ

スパッチ ロガーによって割り当てられるイベン ト を、

コンマで区切って指定したものです。これらのイベン ト
は、一見システム変数のように見えますが、実際はオブ
ジェク トであるので、一般的にこのような文字列は編集
しません。 既定値は次のとおりです。

{logging.infoevent}、{logging.debugevent}、
{ l o g g i n g . w a r n i n g e v e n t }、
{ l o g g i n g . e r r o r e v e n t }

変数の使用法変数の使用法変数の使用法変数の使用法

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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PropertyScriptの使用法の使用法の使用法の使用法

java -cp [classpath] allaire.jrun.install.PropertyScript script-file [property-file]

script-fileは、 指示語が含まれるスク リプ ト  ファ イルへのファイル システム  パスで
す。 スク リプ ト  ファ イルの作成の詳細については、 197  ページの ｢スク リプ ト  ファ イ

ルの作成｣ を参照して ください。

property-file オプシ ョ ン とは、 JRun プロパテ ィ  フ ァ イルの こ と で、

global.properties、 local.properties、 または jvms.properties などです。 このオ

プシ ョ ンは、 現在の JRun リ リースでは抑制されており、 必要はあ り ません。 script-

file で JRunプロパティ  ファ イルを指定できます。

たとえば、 次のよ うになり ます。

C:\>java -cp "c:\program files\allaire\jrun\lib\install.jar" 
allaire.jrun.install.PropertyScript
"c:\program files\allaire\jrun\servers\default\script.txt"

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト  ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

script-file オプシ ョ ンは、 JRun プロパテ ィ  フ ァ イルを変更するために

PropertyScript によって使用される指示語すべてを含むテキス ト  ファ イルを指しま
す。 スク リプ ト  ファ イルを作成する際、 ファ イル コマンドを少なく と も 1 つ、 それか
ら  filename (referring to JRunのプロパティ  ファ イル )が必要です。各ファ イル コマン
ドには、 指示語および filename で実行するオプシ ョ ンを リ ス ト します。

スク リプ ト  ファ イルでは、 次の構文に従います。

file filename
directive1
[directive2]
...
[file filename]
[directive1]
[directive2]
...

新規の file コマンドは、スク リプ ト  ファ イルの各プロパティ  ファ イル セクシ ョ ンの最
初に置く必要があ り ます。 また、 filename では、 *.property ファ イルへの完全なパス
を指定する必要があ り ます。

スク リプ ト  ファ イルの各指示語は、通常、 コマンドおよび、 キーと値のセッ トから成り
ます。 キーは、 JRun プロパティ  ファ イルのプロパティに一致します。 次の例では、 コ
マンドが add、 キーが control.endpoint.main.port 、 値が 53000 です。

add control.endpoint.main.port=53000

複数の値を持つこ とのできるキーが、値がスペースまたはカンマで区切られているこ と
があるこ とに注意してください。
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以下の表は、 スク リプ ト  ファ イルの指示語とそれらのオプシ ョ ンについて説明したも
のです。

指示語指示語指示語指示語 説明説明説明説明

add key value プロパテ ィ  フ ァイルの最後に、 新しいキーと値を

追加します。既存のキーを追加すると、PropertyScript

によりキーと値が上書きされます。

replace key value 指定のキーの値を別の値に置き換えます。存在しな
い キ ー に 値 を 置 き 換 え よ う と す る と、
PropertyScriptにより指示語は add と して扱われ

ます。

delete key 指定のキーとその値を削除します。

clear key 指定のキーの値をすべて削除し、 キーを残します。

append key value 指定のキーの値の最後に別の値を追加します。値の
最初に区切り記号 (通常カンマ ) を指定する必要が
あります。 

jcp を servlet.services キーに追加する例 :

append servlet.services ,jcp

キーによっては、 区切り記号にカンマではな く ス
ペースが使用されることがあります。このような場
合、 append_space指示語を使用します。

append_space key value 指定のキーの最後に、スペースとそれに続けて値を
追加します。 区切り記号にスペースが使用される
java.argsキーを変更するときに便利です。

token_remove key value 指定の値 (1つ ) を検索し、その値と続 く区切り記号
( スペースまたはカンマ ) を削除します。

ejb_append jrun.services value global.properties フ ァ イルのみで

jrun.services キーを変更するのに使用します。こ

のメ ソ ッ ド によ り、 リ ス トの最後に表示される

{servlet_services} キーを リス トの最後に確実

に表示させることができます。このキーはすべての
他のサービスの後に開始させる必要があります。
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スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト  ファイルファイルファイルファイル サンプルサンプルサンプルサンプル

こ こでは、 スク リプ ト  ファ イルの例を紹介します。この例では、新規のWeb アプリケー
シ ョ ン  のMyStocks を追加し、 default JRunサーバーの local.properties ファ イルの

demo-app を削除します。最後の行では、default JRunサーバー用に 8080 と 8089の う ち
使用可能なポートに JRun Web Serverのポート を変更します。

file c:\program files\allaire\jrun\servers\default\local.properties

unplug [servlet|ejb] サーブレッ トまたは JRunの EJB コンポーネン ト機
能を削除します。 ユーザにコンポーネン トの追加
および消去の許可を与えるメンテナンスを提供す
る場合使用できます。 それ以外の場合、 インス
トール ファイルの変更により、 意図しないコン

ポーネン トのインストールを防ぐことができます。

unplug ではコンポーネン ト をアンインス トールせ

ずに使用不可にすることに注意して く ださい。

comment key text-string 指定のキーの上の行に text-stringから成るコ メ

ン ト行を追加します。

adduser username password  新規のJMCユーザを追加します。 UnixCryptを使用

して、 PropertyScriptが暗号化されます。 この指

示語を使用するのは、 pass.properties ファイル

を変更する場合のみです。 

この指示語によって、 新規のWeb アプリケーシ ョ

ン  ユーザが users.properties ファイルに追加される
わけではないことに注意して く ださい。 Web アプ

リケーシ ョ ン ユーザを追加する場合は、 『JRun に

よるアプリケーシ ョ ンの開発』 の
PropertyFileAuthentication クラスについての説明を

参照して く ださい。

port key min,max インストール中に JRunが admin サーバーをアクセ

ス可能にしよう とするポートの範囲を設定します。
min には最小ポート数が、 max には最大ポート数が
割り当てられます。 PropertyScript では、 この範

囲のすべてのポートで試行されます。

各 JRunサーバーの local.properties ファイルのポー
ト指示語を必ず使用します。

adminサーバーのデフォルトの範囲は 8000 から

8099です。 defaultサーバーのデフォルトの範囲は
8100 から 8199 です。

指示語指示語指示語指示語 説明説明説明説明
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add webapp.mapping./mystocks /mystocks
add /mystocks.rootdir C:\\Mycompany\\servers\\default\\mystocks
add /mystocks.class {webapp.service-class}
token_remove servlet.webapps demo-app
append servlet.webapps ,/mystocks
comment servlet.webapps #Added mystocks app, removed demo
delete demo-app.rootdir
delete demo-app.class
delete webapp.mapping./demo
port web.endpoint.main.port 8080,8089
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